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午前９時５９分開議 

○長沢興祐委員長 これより予算特別委員会を開会

いたします。 

  昨日に引き続き、５議案並びに修正案に対する

総括質疑を行います。 

  最初に、共産党から質疑があります。 

○横田ゆう委員 皆さんおはようございます。 

  日本共産党の横田ゆうです。 

  まず初めに、旧入谷南小学校跡地問題について

質問します。 

  令和元年８月、旧入谷南小学校跡地活用で、災

害拠点施設を公設公営で建設する基本構想が示さ

れました。その後、区は突然、災害拠点施設を民

間会社が建設することを決め、令和４年、サウン

ディング調査を実施し、プロポーザルによる公募

に向けた準備を始め、５月には住民説明会を行い

ました。この住民説明会では、住民から、災害拠

点施設は公設で建設すること。入谷７丁目、８丁

目、９丁目の住民の避難所を造ることについて強

い要望が出されました。この間、地域住民の方々

は、旧入谷南小学校跡地問題を考える会を立ち上

げ、災害対策課との交渉を続けてきました。区は、

令和６年５月の説明会では、民設公営を断念し、

公設公営と方針を変更しました。しかし、地域の

住民の強い願いである避難所機能については拒否

し、住民から抗議の声が上がり、その後も、我が

党は繰り返し避難所を造るよう求めてきました。 

  このような経過がある中で、朝日東小学校に避

難できるようになったのでしょうか。 

○災害対策課長 ★★が、地域の方々で、やはりこ

れまで旧入谷南小学校が避難所だったものが使え

なくなるということで御不安があるということで

したので、近隣の川口市でありますけれども、そ

ういうところもちょっと働きかけをいたしまして、

協定はもともと結んでおったのですけれども、改

めて、足立区の住民の方も、避難所として活用で

きるということを確認させていただきました。 

○横田ゆう委員 この地域の住民の方にはお知らせ

をしたのでしょうか。 

○災害対策課長 この件について、特段、朝日東小

学校使えますよという形のお知らせはまだこれま

で行っていないところでございます。 

○横田ゆう委員 是非お知らせしていただきたいと

いうふうに思います。 

  先日、テレビで、東京ジャンボゴルフセンター

と災害協定を結んだと報道されましたが、ここが

第一次避難所と同じような役割を果たすのであれ

ば、避難所がなくなった入谷７丁目、８丁目、９

丁目の方にとっては朗報です。一次避難所として

利用するのであれば、当然、食料や煮炊きする道

具、毛布など、学校と同じように配備すると思い

ますが、どうでしょうか。 

○災害対策課長 現状、まだ協定を結んで避難所と

して使わせていただくという段階でございます。

今後、備蓄物品についても入れさせていただける

ようにお話をさせていただき、私ども、中をちょ

っと確認して、どの辺が置けそうかとかというこ

とも今確認しているところでございますので、そ

ういった備蓄物品も置かせていただくようなこと

を考えております。 

○横田ゆう委員 是非よろしくお願いします。 

  そして、災害の程度によりますが、数日たった

ら出ていってくださいというようなことでは、こ

ういった協定では困ります。その辺もちゃんとし

ていただきたいのですが、どうでしょうか。 

○災害対策課長 当然、災害時に、数日たったらす

ぐ出ていってくださいということは恐らくならな

いと思いますので、ちょっと現状を見ながら、適

切に対応してまいりたいというふうに考えます。 

○横田ゆう委員 ここは、ジャンボゴルフというこ

とで、避難中は営業ができないというふうになる

と思いますが、その辺は大丈夫なんでしょうか。 

○災害対策課長 避難所として使わせていただくこ

とで営業ができないということであれば、何らか
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の営業補償であるとか、そういったものを区とし

て行う必要があるというふうに考えております。 

○横田ゆう委員 分かりました。ありがとうござい

ます。 

  そして、第一次避難所は、現在通常の避難者用

の居室だけでなく、乳幼児、妊産婦居室、感染症

居室、要配慮者居室、ペット同行避難所などが位

置づけられておりますが、このようなものも避難

所として位置づけていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○災害対策課長 ジャンボゴルフセンターさんと協

定を結ばせていただいた中には、具体にどの場所

をどういった形で、今、横田委員から御発言があ

りましたように、避難所の居室とか、乳幼児の居

室はどこにするとか、そういったところも含めて、

協定の方には書かせていただいておりますので、

そのように運営できたらというふうには考えてお

ります。 

○横田ゆう委員 いざというときに使えないという

ことでは困りますので、防災訓練もやっていただ

きたいと思いますが、どうでしょうか。 

○災害対策課長 実際の運営の形態をどうするかと

いうところは、今後の協議になってまいりますの

で、その中で、実際に訓練というところも、今後

の視野に入ってくるのかなというふうには考えて

おります。 

○横田ゆう委員 我が党は、住民の避難所を造るこ

とを一貫して求めてきました。当初、区は、避難

想定人数は５９８人であり、入谷中学校、入谷南

中学校で収まると言って冷たく拒否し、それに対

して、入谷９丁目の一部は、入谷大橋を挟み、入

谷７丁目、８丁目、９丁目は、入谷中、入谷南中

に避難するまでに倒壊の危険がある首都高速を挟

み、この地域の高齢化率は４５％で、高齢者が歩

いていくには遠過ぎると一貫して避難所を造るこ

とを求めてきました。是非しっかりとやっていた

だくことを求めて、次に移ります。 

  次に、介護保険制度について質問します。 

  先日の予算委員会の議論にありましたが、介護

保険制度の職員確保と介護保険料について、今の

制度では立ち行かないという御意見がありました

が、私もそう思います。これに対して、区は、区

民の負担が増えるのは課題である。具体的な提案

というより、制度の抜本的な改革、介護保険制度

の持続可能性として上げているという答弁があり

ました。 

  区は、区長会を通じて、国の責任において必要

な財源措置を含め、総合的かつ統一的な対策を講

じるように抜本的に見直しを行うことを国に求め

ていると思いますが、どうでしょうか。 

○介護保険課長 横田委員おっしゃるとおりでござ

います。 

○横田ゆう委員 人材確保においても、持続的な施

策の実施、地域特性に応じた質の高い安定したサ

ービスを提供するため、実態に即した評価やキャ

リア形成に応じた報酬を担保するなど、人材確保

定着のために、持続的な施策を実施することを求

めていると思いますが、どうでしょうか。 

○介護保険課長 人材確保についても、区としてで

きる支援を様々な視点から考えて、検討していき

たいと考えております。 

○横田ゆう委員 先日の予算委員会の中では、与党

議員から、介護を受けられる年齢を７５歳にする

とか、２号保険者の保険料を１，０００円上げる

とか、２５歳から保険料を徴収するなど、具体的

に区に提案することを求める議論がありました。

しかし、具体的な提案というならば、介護保険制

度の危機を打開するためには、保険料利用料の負

担増ではなく、介護保険の公的負担を増やす以外

にはないと思います。介護保険の国庫負担を１

０％増やし、公費負担を６０％に改革することを

提案すべきと思います。 

  また、介護職員の賃上げについて、介護保険会

計とは別に、一般会計の中から公的助成を進め、
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労働条件の抜本的改善を図るべきです。 

  このことを強く求めて、次に移ります。 

  次に、高齢者入浴事業について質問します。 

  今年度の区民評価委員会では、利用率が低いこ

とから、区民生活向上への寄与度が高いとは言え

ず、事業の必要性の観点が低評価となる事業が見

られているとして、高齢者入浴事業を指摘してい

ます。課題として、事業目的の一つである高齢者

の健康促進を達成する方法として、銭湯の入浴証

配布が適切なのかが疑義があるとしています。こ

れに対して、区は、今後の入浴事業の在り方につ

いて、他区の実施方法や令和７年度以降の利用率

を確認した上で検討していきますとしています。 

  この事業は、７０歳以上の高齢者に、区と契約

している銭湯を４００円差し引いた１５０円で利

用できるゆ～ゆ～湯入浴券を３６回分支給するも

のです。利用する方にとっては、１回５５０円の

利用料が１５０円で利用できる貴重なものとして、

高齢者がとても楽しみにしています。 

  この事業は、１年間で延べ何人の方が利用して

いるのでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 延べですと、２８万３，０

００人という形になります。 

○横田ゆう委員 この銭湯が少なくなっている中で

も、２８万人以上の方が利用しているという事業

です。この評価委員の評価として、高齢者の健康

促進の達成という単一の目的として評価を下すこ

とでは一面的であると思います。 

  この事業は、外出し、人と交流することでフレ

イル予防になり、入浴することにより、衛生上、

健康になることができ、また、孤立防止にもなる。

更に、入浴場の支援にもなる二重、三重の行政効

果があると思いますが、いかがでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 高齢者の方にとっては有意

義な事業ではあるかと考えておりますが、今、実

態が、先ほど延べでは２８万人というお話をした

のですけれども、実態が分かっていないという課

題がございます。ですので、来年度、まずは必要

な方に入浴券が届くような形で調査をしていき、

その後、全体の事業については、見直しを考えて

いきたいと考えております。 

○横田ゆう委員 是非そういった努力をしていただ

いて、継続していただくということをお願いした

いと思います。 

  複合的な効果があるこの施策を単一の評価事項

で評価すると、間違えた結果になりかねません。

二重、三重の効果がある事業をなくさないように

求めて、次の質問に移ります。 

  次に、新年度の介護・障がい職員の家賃補助に

ついて質問します。 

  この制度では、若手の職員を確保しようという

ことで、月額３万円の補助を開始するということ

は、私たちも歓迎をしています。しかし、この制

度では、新年度に新規に採用した人だけが対象と

なり、令和７年度だけは、昨年対象とした、対象

になることを聞いています。この制度は、５年間

の期限となっています。新規職員だけを対象にす

ると、同じ年齢でも、それ以前に採用された人は、

家賃補助を受けられない。昨年、一昨年採用され

た人は受けられる。そういう矛盾が出てくると思

いますが、どうでしょうか。 

○介護保険課長 今、横田委員おっしゃったような

ことは確かにありますけれども、やはり所管とし

ましては、新たに区の介護業界に入ってくる人材

を確保したいということで、この事業を考えまし

たので、一応、今のところは、新規雇用の方を対

象という形で始めさせていただきたいと思います。 

○横田ゆう委員 それは大変重要なことだと思いま

す。しかし、そういうことでは、分断も生みかね

ません。新規採用だけを対象にするのではなく、

３７歳以下の方全員に支給するほどの大規模で取

り込むような施策にしてほしいというふうに思い

ます。 

  この予算額は、何人分支給する予算なのでしょ
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うか。 

○介護保険課長 介護７５人、障がいに２５人の合

計１００人で今のところ計算しております。 

○横田ゆう委員 足立区の介護・障がいの職員は何

人になりますでしょうか。 

○介護保険課長 こちら、推計値になりますけれど

も、介護の職員が約９，０００人、障がいの職員

が約３，２００人となっております。 

○横田ゆう委員 そうすると、１万２，２００人の

うち１００人だけの支給というふうになります。

ほんの一部の人にしか支給されないということに

なると思います。もう少し対象を広げ、３４歳以

下であれば全員対象となるなど、広げていただき

たいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○介護保険課長 繰り返しになりますけれども、今

回のこの新規事業につきましては、新たに雇用さ

れる新規雇用の方々に対しての補助ということで、

この人数で始めさせていただきたいと思います。 

  今後につきましては、また事業者の声も聞きな

がら、どのような支援が必要かというところで、

検討していきたいと思います。 

○横田ゆう委員 保育・幼稚園の家賃補助は３４歳

以下ですとか、５年という規制はありません。厳

しい現場を見て、やっぱり対象を広げて、介護の

現場を応援することを求めて、次に移ります。 

  次に、家賃補助について質問します。 

  物価高騰の中、家賃が高くて生活を圧迫してい

ます。他区では、既に家賃補助を行っている区が

たくさんあります。民間家賃住宅補助制度、ファ

ミリーへの家賃補助や住替え家賃補助、それから、

障がい者世帯、独り親世帯、転居費用助成など、

様々な施策を行っています。 

  例えば、北区では、転居先の礼金と仲介手数料

の合計最大３０万円を支給しています。目黒区で

は、ファミリー世帯家賃助成として毎月２万円ま

で、最長３万円を補助しています。荒川区では、

高齢者の住替え家賃補助事業、家賃最大４万円、

礼金２か月、仲介手数料１か月などを行っていま

す。 

  このような制度を是非実施してほしいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○住宅課長 足立区でも、児童養護施設対象者、そ

れから独り親世帯について、数は少ないですけれ

ども、家賃の補助は行っております。 

  また、その他の住宅確保要配慮者につきまして

は、足立区は、特別区の中では、家賃水準が低い

ということから、これまでも答弁してまいりまし

たが、今の時点で補助を行う考えはございません。 

○横田ゆう委員 都営住宅の戸数も年々減ってきて

いる中、やはり物価高騰が、区民の生活を圧迫し

ております。是非こういった他区に見習って、幅

広い方が利用できる家賃補助を実現していただき

たいというふうに思います。 

  こういった制度を行うように求めまして、総括

質疑を終わります。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 引き続き、自民党から総括質疑

があります。 

○渡辺ひであき委員 おはようございます。自民党

の渡辺ひであきでございます。どうぞよろしくお

願いをいたします。 

  先ほど、長澤予算特別委員会委員長からもお話

がございましたように、今日は３月１１日という

ことでございます。後ほど２時４６分から黙禱す

るということでございますけれども、もう改めて

２０１１年３月１１日の東日本大震災のことに心

をはせるわけでございまして、改めまして東日本

大震災関連で亡くなられた２万２，２２８人の

方々に心からの追悼を申し上げますとともに、被

災された方に心からお見舞いを申し上げたいとい

うふうに思います。今でも、１万３，８００人余

りの方々が被災地の避難所で生活をされていると

いうことでございますので、本当に大変なことだ

なというふうに思います。ただそれだけではなく

て、それ以降も、日本の国では、たくさんの地震



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ５  

 

や自然災害が起きているわけでございまして、改

めて調べてみましたら、東日本大震災関連を除い

ても、震度６以上の地震というのは、これまで東

日本大震災以降、２２回も起きているそうであり

ます。本当にそのことを考えると、いつ首都圏直

下型地震が起きるか分からない。またそのことに

際して、常に災害対策というのは、考え抜いてい

かなければいけないなと改めて思うわけでありま

す。 

  東日本大震災のことについて振り返ってみます

と、足立区は、南相馬に職員を派遣しましたが、

そのことで得られた教訓、そしてまたそれは足立

区の災害対策にどのように生かされているか、ま

ずお伺いをしたいと思います。 

○危機管理部長 応援に行った職員から主に、復興

期、復旧期に行った職員から話を伺ってみますと、

やはり土地の見直し、若しくは個人個人の生活の

再建というのが非常に大変だったという話を伺っ

ております。そういったところを全庁でどうやっ

て力を合わせてやっていくのかというのが、今の

我々の課題だというふうに考えております。 

○渡辺ひであき委員 私、それ以降、約１０年以上

を災害・オウム対策調査特別委員会に属させてい

ただいて、デジタル化のことについてあるとか、

避難所のことであるとか、備蓄についてであると

か、ありとあらゆること、地域防災計画の書き込

みであったり、それから、受援計画であったり、

物資の受入れ、荷さばき、荷下ろし、そうしたこ

とも変えていくべきだということを訴えてきまし

たが、その中で成果となっているものをお伺いし

たいと思います。 

○危機管理部長 今、渡辺委員おっしゃったとおり、

我々、大きな課題は、もう本当に避難所運営から

幾つもあるのですが、やはり今、職員として課題

に思っているのは、受援のところが課題だと思っ

ています。今回、地域防災計画でも見直しますが、

更にその細かいものも、この先つくっていかない

とというふうに認識しているところでございます。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いをいたし

ます。 

  さて、そのことをから、また改めて今回、昨日

も我が党、工藤委員、岡田委員からも、災害対策

について、質疑がありましたけれども、ずっと考

えている中で、子どもたちの登下校時の避難とい

うことについて考えてみました。 

  登下校に、強い地震が起きてしまった際の対処

についてというメモ書きが足立区の中には書かれ

ておりまして、台風、地震、水難等、自然災害時

の登下校の対応について、震度５弱未満の場合で

も、鉄道の運行状況や被災状況等により、学校長

の判断で、引渡し対応等で、下校時刻を早めたり

遅らせたりする場合は、決定次第、教育指導課へ

連絡するという言葉があるのです。これについて、

まず確認をさせていただきたいと思います。 

○教育指導課長 渡辺委員御指摘のとおりでござい

ます。 

○渡辺ひであき委員 さて、そこで心配になったの

は、学校に子どもたちがいればいいのですけれど

も、実際に家から出て学校に向かうまでの途中、

又は下校して家に向かうまでの途中で地震が起き

たときに、子どもたちの安全をどう守るかという

ことについて、災害対策課、学校では検討したこ

とがあるのでしょうか。 

○教育指導課長 まずは、学校の対応としましては、

年１回の引取り訓練といいまして、保護者が地震

などが起きたときに、急に起きたときに、学校に

迎えに来られるような体制を取っております。そ

の中で、登下校中に発生した場合の対応について

も、それぞれの学校が、学校の教員の中では、い

ろいろな方策を考えながら、それぞれの学校に応

じた対策を今検討しているところでございます。 

○渡辺ひであき委員 これは、是非考える必要があ

るのだろうなというふうに思ったわけであります。

登下校時に、ここら辺で起きたら、一番近くで頑



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ６  

 

丈な建物はどこなのか。そこに飛び込むであると

か、そこまで少し学校と連携を取って、子どもた

ちにそうした意識を植え付けるということが必要

なのではないかというふうに思いますが、いかが

でしょうか。 

○学務課長 学務課では、今年度、通学路の安全マ

ップを統一化しまして、デジタル化ということで、

保護者にお配りするような準備をしているところ

ですが、その中に、ブロック塀で崩れそうなとこ

ろがあるですとか、それぞれの通学路の中での危

険箇所を周知するような、そのような整備をして

おります。 

○渡辺ひであき委員 私が申し上げたいのは、それ

は大変いいことで、以前、大阪でブロック塀が倒

れたときにはすぐ対処しました。そうではなくて、

子どもたちに、地震が発災したときに、すぐどこ

かに逃げ込むということを植え付けるということ

が大切だということを申し上げております。 

○学務課長 失礼いたしました。すぐに逃げ込める

ような場所も併せてそちらには表示するような形

にしておりますので、保護者と一緒に歩いて、通

学路の確認をする際、ここに逃げたらいいですと

か、そういったものも一緒に確認できるような形

にしております。 

○渡辺ひであき委員 よろしくお願いします。 

  さて、今日、いよいよ令和７年度予算の採決が

行われるわけであります。ここ数年は、コロナ禍

もあって、予算特別委員会の質疑の形も変わった

り、それから、本会議も間引きをして、半分の人

間が入れなかったり、いろいろ工夫しながら議会

が行われてきましたけれども、ある意味、日常が

戻って、しっかりとした質疑や議会の動きができ

るようになったこと、これは、区民の皆様にとっ

ては大切なことですし、私たちは、そのことを生

かしていかなければいけないなというふうに思っ

ているわけでありますけれども、何だか今回の予

算特別委員会は、もやもや感が残っているという

のは、私の率直な感想ですが、執行機関の方、ど

のようにお受け止めでしょうか。 

○政策経営部長 今回の様々な審議の中で、やっぱ

り区議会に対して、私の方の情報提供が少し足ら

なかった面が多かったということで、おわびして

いる点が多かったと思います。その辺も含めて、

また次回以降に生かしていきたいというふうに考

えております。 

○渡辺ひであき委員 採決は後ほどでございますか

ら、各会派から態度表明がございますけれども、

そういう感覚を持っている委員が、私たち会派で

も多いようですし、ほかの会派の方も、先ほどお

話ししましたら、そうだよねという方もいらっし

ゃったので、お伝えをしたいというふうに思いま

した。 

  今年、とは言っても、新・足立区基本計画のス

タートの年度でありますから、４月１日からは、

心を新たに、改めて明るい気持ちで、区民の皆さ

んにしっかりとした予算執行していきながら、足

立区政の進展のために、私たちも努力をしていか

なければいけないなというふうに思っております。 

  特に、竹の塚地域、今日くじらい委員はあちら

で傍聴されていますけれども、区長も、西の方の

地域が、どんどんどんどんこれから力を入れてい

かなければならないというふうに御発言もされて

おります。改めて決意をお伺いしたいと思います。 

○区長 ハードプラスソフト面でも新しい試みをし

て、ウォーカブルというような方向性も打ち出し

ておりますので、議会のお力もいただいて、地域

の皆様方の声も受け止めながら、ＵＲの再構築を

きっかけにして、足立区の新たな顔として、竹の

塚を再構築していく考えでございます。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございました。 

  さて、そういう新しい節目を迎えておりますの

で、全庁的に意識しなければならないことは何か、

お伺いしたいと思います。 

○政策経営部長 様々な施策が個別に動いていると
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ころが見受けられますので、そこは政策経営部の

方で横串を刺して、相乗効果を生み出すような形

で、地域を盛り上げていければなというふうに考

えております。 

○渡辺ひであき委員 ちょっと嫌みっぽくなってし

まって申し訳ないけれども、それはこの間も、千

住の開宿４００年のことで、いろいろな部署で、

横串的に話をされているということでございまし

たけれども、情報収集のことについては、先ほど

も答弁があったので、それ以上言いませんけれど

も、横串がされていても、どこから情報を得てい

くか、区民の思いをどう吸い上げていくかという

ところが足りなければ、足りない事業になってし

まうというふうに思いますので、あえて申し上げ

させていただきました。 

  正に千住の開宿４００年の事業については、千

住の皆さんとお話をすると、大変期待をされてい

らっしゃるというふうに思いますので、千住の地

域の方々だけではなくて、足立区の玄関口である

千住のまちを盛り上げていくことの中で、足立区

にプラスの効果が生まれるように頑張っていきた

いなというふうに思っております。 

  正に昨日の市川委員の言葉を借りれば、重層的

な事業にしていかなければいけないということで

ありまして、１００年前の何かその開宿３００年

で事業をしたとは思えませんので、そうした意味

では、近代史の中では、こうした形の中で千住開

宿４００年という事業を始めることができるであ

ろう、今年が初めてだというふうに思いますので、

この後１０年単位の事業をやっていって、５００

年を迎えるぐらいの気概でやれたらいいなという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○政策経営部長 渡辺委員おっしゃるとおり、１年

のお祭りではなくて、今後に残るようなレガシー

を残せればと思っておりますので、全庁挙げて取

り組んでまいりたいというふうに考えております。 

○渡辺ひであき委員 よろしくお願いいたします。 

  千住神社も★★１，１００年の節目でございま

す。この間申し上げたように１０年ぶりの千住の

大祭があります。１０年前の大祭のことも思い出

すわけでありますけれども、御神馬も出て、本当

に勇壮な歴史と伝統を感じるお祭りでございまし

たので、ここら辺がピークに持っていけるといい

なというふうに思っております。 

  更に、千住神社には、いろいろなみこし蔵がご

ざいますけれども、千住２丁目で持っている一之

宮の神社ですね、江戸みこし１０基の一つに選ば

れていて、もう大変立派なみこしでありますけれ

ども、見たことがある方も何人かはいらっしゃる

のではないかというふうに思いますので、是非よ

ろしくお願いをいたします。 

  せっかくそういうときでありますから、千住の

機運を更に盛り上げていく、同時進行で、千住の

まちづくりが進んでいます。千住大橋付近も、タ

ワーマンションが随分立ち上がってきました。こ

れまでも、あの地域、随分と変化をしてきて、例

えば、まちの夕方、まず、公園で子どもたちがに

ぎやかに遊んでいるし、去年は立派なフェスも行

われました。そういうことの中で、まちの空気が

随分変わってきたなというふうに思います。 

  そうした中、足立市場も、これから少しずつ、

東京都がいじっていこうという話があったり、大

川端が、今、開発が始まっているところでありま

すから、あの一帯、連続的にまちの雰囲気を変え

ていくという千載一遇のチャンスであることは間

違いありません。それを含めての全体の中での千

住地域のグラウンドデザインで、どのようなこと

を区は行っていこうとしているのかお伺いをした

いと思います。 

○エリアデザイン推進室長 エリアデザイン計画を

七つの地区の中で、千住はまだそれが策定されて

いないところでございます。今年度、来年度で、

いろいろ調査を掛けさせていただきまして、千住

全体の方向性を示していければというふうに考え
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てございます。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございます。 

  これは、同時進行で、私たちもいろいろなこと

を考えなければいけませんし、基本計画審議会の

中で議論が出た、私も意見を申し上げさせていた

だきましたけれども、パブリックスペースをどの

ように造っていって、そこで区民の憩いの場、そ

こに生活をされている方々の憩いの場をつくって

いけるかということは、これからそのまちに住ん

でいく魅力の大きなことだというふうに全体的に

言われておりますから、それを大切にしていただ

きたいなというふうに思います。 

  例えば、いろいろなヒルズができたりすると、

その空間の中にできた公園やなんかが、本当にす

てきな空間になっているなというふうに思います

が、それくらいまでブラッシュアップされた空間

を造る意気込みについてはいかがでしょうか。 

○エリアデザイン推進室長 さっきの答弁でもござ

いましたけれども、居場所づくりが大変重要にな

ってくると思います。特に御高齢の方とかが歩き

回れるようなベンチですとか、そういう工夫が必

要になってくると思いますので、誰もがいやすい

居場所づくりを造っていけるように取り組んでい

きたいと考えてございます。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いいたしま

す。私も精いっぱい考え抜いていきたいというふ

うに思います。 

  さて、今度、総括でございますから、足立区の

全体の住んでいらっしゃる世代間の課題はどんな

ことがあるのだろうかということについて、最終

日ですから、伺っておきたいと思います。 

  まず、子どもたちに向けて、一番の課題は何で

しょうか。 

○子ども政策課長 子ども家庭部では、これまで、

主に保育所等の待機児童に力を入れてまいりまし

たが、今後は、その前、もう出産後から切れ目の

ない支援が必要だというふうに考えておりますの

で、様々、今後も政策を打っていきたいというふ

うに考えております。 

○渡辺ひであき委員 次に、子育て世代について大

切なことは何でしょうか。 

○子ども家庭部長 安心して子育てできる区を目指

していきたいと考えております。 

○渡辺ひであき委員 壮年期の方々へはどうでしょ

うか。 

○区長 昨日も話題になりましたけれども、今、青

年期の方、未婚でお独り暮らし、特に男性の方が

多いということ、なかなか区とつながりが薄い方

もいらっしゃるので、実態調査もするというよう

な昨日、答弁をさせていただきましたけれども、

健康も含めて、メンタルも含めた健康対策、人生

１００年時代ですので、それにつながる対策とい

うことが必要だと思います。 

○渡辺ひであき委員 では、高齢者の方々はどうで

しょうか。 

○福祉部長 まずは、人生１００年時代を迎えまし

て、高齢者が安心して暮らしていける、そういっ

た仕組みをきちっと維持していくということが大

切だと思っております。 

○渡辺ひであき委員 短い言葉でこれをそれぞれの

世代のことで表現するというのは、大変難しくて、

私の質問もよくなかったかもしれませんけれども、

区民の皆様というのは、そういうことを区政はど

う考えているのだろうか、議員はどうやって考え

ているのだろうかということを知っていただく機

会というのは、実はなかなか少ないわけでありま

すから、折々でそういうことを浮かび上がらせて、

伝えていかなければならないなというふうに思っ

ているわけであります。 

  新聞の様々な記事を見ていても、特に高齢の

方々のちょっとした投稿に、ＡＩって何だろう、

ＡＩによっていろいろなことが決められて、私た

ち世代は不安だよねというような投稿を折々で見

ます。そうしたことも含めて、社会がこれだけ変
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わっていったときに、私たちはどこをどう見てい

ろいろなことを判断していくかというのは非常に

難しいことなのだなというふうに思っているわけ

であります。 

  昨年、２０２４年８月１９日の区長のあだちな

毎日の中で、ＡＩを使って校正をする仕組みを取

り入れたということが書かれておりました。それ

は、今現在は、どんなふうに効果を生んでいるの

かお伺いしたいと思います。 

○政策経営課長 まず、無料でお試しできるという

期間が２か月か３か月ぐらいありまして、全庁で

まずは使ってみようということで使ってみました。

実際使った職員からアンケートを取って、実際そ

の本格導入するかという検討になったのですが、

結果的にはなかなか想定していたほどの効果が得

られなかったというところで、本格導入には至っ

ていないというのが、今現状でございます。 

○渡辺ひであき委員 文書の校正についてはそうい

うことでありますけれども、区政の中に、ＡＩの

活用ということは、今後どのようにお考えかお伺

いします。 

○情報システム課長 ＩＣＴ戦略推進担当課長を兼

務しておりますので、答弁させていただきます。 

  ＡＩにつきましては、今無料のグーグルのサー

ビスがありまして、生成ＡＩなのですけれども、

そちらを全庁的に今導入をしておりまして、これ

のいいところは、我々の作った資料を登録して、

その中から質問に答えてくれるというもので、マ

ニュアルなどそういったものを登録して質問する

ことで、問合せの時間を減らすとか、そういうこ

とで使い始めております。 

○渡辺ひであき委員 インプットをしてアウトプッ

トがされて、それがどう最適化されていくか判断

するのは、結局人間の仕事でありますから、そこ

の部分については、縦串、横串を入れながら、一

生懸命やっていかなければいけないということを

改めて認識をいたしました。 

  さて、最後に、足立区ウエルビーイング、区長

がおっしゃられていて、やりたいことができるま

ち、折々、これは形になっていくのだろうと大変

期待をしておりますけれども、一方で、やりたい

ことが分からないという方々がたくさんいるのが

現実だというふうに思います。 

  そうした方々に寄り添っていくことについては、

どのように考えているかお伺いします。 

○政策経営部長 基本計画の中でもあります多様な

人たちがいらっしゃる、多くの人がいらっしゃる

というところで、やはり、区としては、広くそう

いった方々に目を向けながら、どの施策が必要な

のかというのは、常に考えていきたい。それによ

って、ウエルビーイングの向上を図っていきたい

というふうに考えております。 

○渡辺ひであき委員 ありがとうございました。 

  吉岡委員と代わります。 

○吉岡茂委員 おはようございます。今回の予算特

別委員会最後の質問になると思います。 

  前回、六町３丁目に関する課題、答えを考えて

おいてくださいねということでお渡ししたのです

が、どうも質問の中身を精査していくと、到底今

日やはり終わらないので、最後に回させていただ

いて、残った分につきましては、文書質問で改め

てお尋ねし、そして、文書質問に答弁していただ

くということで、私に向けた質問の方に御説明を

申し上げてまいりたいということで、若干軌道修

正をさせていただきました。 

  その中で、まず初めに、しばらくずっと言って

いるのですけれども、自衛官募集について、最初

に話題にさせていただきます。 

  これまでにも、もうちゃんと読んでいますよね、

これまでにも自衛官募集について、様々な場面で

質問を私も重ねて来させていただきました。今と

なっては、私のライフワークであるといっても過

言ではないのかなというふうに認識しております。

このことにつきましては、私自身も、やや意地に
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なりつつあるのかなという気がしないわけでもな

いのですけれども、でも、今回、いろいろ改めて

考えてみたのです。そうしたら、自分なりに出た

答えとしては、意地というよりも、むしろ使命感

から来ていることなのだなということに気付きま

した。というのは、こちら、後ろの方の人は見え

にくいと思います。これは、昨年の１月３０日付

で、近藤区長と、あと、自衛隊の東京地方協力本

部陸将補横田紀子本部長との連名で、私どもに手

渡された自衛官募集相談員の委嘱状なのです。こ

の委嘱状を頂いた内容としては、委嘱状、吉岡茂

殿、あなたを自衛官募集相談員に委嘱します。期

間は委嘱の日から２か年といたしますということ

で日付が書いてあるのです。こういったものを発

行されたこと、もちろん区長、御存じでいらっし

ゃいますか。 

○区長 当然その場におりましたので、存じており

ます。 

○吉岡茂委員 我々も、かなり緊張感を持ってこの

委嘱を受けるわけですけれども、それで、委嘱を

受けた以上は、責任を持って、最大限の努力をし

ようとするという私の気持ちというか、考え方と

いうのは変かどうか。そうだな。佐々木部長……。 

○公共施設マネジメント担当部長 それぞれ皆さん

のお考えあると思います。吉岡委員が、そういう

ことを考えられて行動されるのは、それはすばら

しいことではないかと思います。 

○吉岡茂委員 変ではないですよね。ありがとうご

ざいます。 

  私以外にも、実は区議会議員３名、委嘱を受け

ております。そのほかにも、民間の方々も複数名、

委嘱を受けられておられて、それぞれの募集相談

員、ともにボランティアで、もちろんボランティ

アで、それぞれの環境に応じた形で、募集相談員

としての活動を行っていただいているというのが

現状であります。 

  これは、自衛官募集相談員の札なのですけれど

も、これは私も自衛隊の方から預かっております。

これを玄関に貼ってあるのを今日はちょっと外し

てきたわけなのですけれども、私たちは、その責

任に基づいて、今までも、区に対して自衛官募集

に関する要望ですとか質問をさせていただいてき

ました。これまでにも何度も申し上げてきたわけ

ですけれども、当たり前のことながら、自衛隊は、

地震や豪雨などはもとより、今回の山林の火災な

んかもそうですけれども、日夜一生懸命、災害を

鎮圧させるために様々な努力を重ねてくださって

いるわけでございます。 

  そのことについては、皆さんもちろんのこと、

区民の皆さんも十二分に理解してくださってはい

るのですが、いることと思っているのですけれど

も、では、本当に自衛官になろうかとか、したい

かと思っていただいている方は、ちょっと少ない

のかなというふうに思っております。そういう中

で、今までも、区にもいろいろお願いをして、区

が何の協力もしてくれなかったなんて、これっぽ

っちも少しも思っておりません。むしろ、区がす

ぐに対応できることについては、すぐに実行して

いただいて、助けてくださったことにも感謝をし

ていると、これも正直なところです。でも、自衛

官の増員につながらないというのが、現在の実情

であって、我々は、知恵を絞りながら、あれやこ

れやと発言を繰り返してきたことは、御理解をい

ただきたいと思いますし、そこで、今後のために

も、ちょっと時間の関係もありまして、割愛しな

がらになりますけれども、何点か質問いたします。 

  今まで私どもが提案したことの一つとして、多

岐にわたる自衛隊の優遇制度、例えば、自衛官と

して勤務しながら大学等に進学できる制度ですと

か、すばらしい制度がいっぱいあります。そのこ

とについて、去年の中学校や高校あるいは大学の

就職等を担当する先生方に、そのことを知ってい

ただく、そういうことは何かできませんかという

協力のお願いをしたりですとか、あと、★★地区
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の民生委員会協議会の皆さんに、何とかそういう

例えば、家庭の御事情によって進学が困難である

ようなお子様、お子さんを何とか助けてあげる、

救済できる、そういう優秀な人材を見付けること

はできないかとか、あるいは、あだち広報など、

区内に全戸配布するときに、自衛官募集のチラシ

を折り込むこととか、あるいは、他自治体によっ

ては、自衛官募集の横断幕ですとか懸垂幕を設置

しているところもあったりするのですけれども、

足立区としては、そのような対応をしてもらえる

かどうかというようなことを質問してきたわけで

ございます。 

  つい何日か前も、雪が東京地方、降りました。

そうすると、雪が降ると必ず出てくる他の自治体

があって、そこのペデストリアンデッキに、やは

り自衛官募集、募集相談の横断幕が張ってあって、

残念ながら去年と全く同じものが張ってあったよ

うに見えたのですけれども、でも、ないよりはあ

った方がやっぱり人目に付くわけで、是非そうい

うことも含めて、そういう努力、協力をしてほし

いという要望もしてきましたし、ただ、現在、私

の目に映る限りでは、我々の要望が実現にまで及

んでいないような気がしてならないのですが、そ

の辺についてどうでしょう。 

○災害対策課長 募集相談業務、御協力いただきま

してありがとうございます。様々御提案ですとか

御要望をいただいているところではございますけ

れども、なかなか各関係機関との調整ですとか、

課題があって、実現には至っていないという状況

でございます。 

○吉岡茂委員 そうですよね。しかも、今までは、

我々の方から、自衛隊の方と相談しながら、こん

なことできませんか、これならできるかもしれな

いというやり取りがあって、そのやり取りの中で、

では、区として何ができるかちょっと聞いてみま

しょうと。いわゆる、我々としては、区の方に提

案をして、これはどうでしょうか、これはやって

もらえませんか、これどうにかなりませんかと、

こういうやり方をしてきたのが現状ですけれども、

それも御理解いただいていますよね。 

○災害対策課長 区として承知しているところでご

ざいます。 

○吉岡茂委員 そこで、そんなに前ではありません

けれども、何か雑談したときに、もう我々が幾ら

考えても、出てくる知恵も限界があるし、やっぱ

り条例ですとか、法律ですとか、全て把握してい

るわけではない我々には、いささか能力が限界の

ところまで来ているのではないかと、発想の能力

が。ですから、そういう意味では、逆に、区の方

からこういうことならできますよ、今までやって

くれている既存のことでは駄目ですよ。それやっ

ていただいていたって、結局、自衛官の増員につ

ながっていない結果があるから、では、ほかに何

ができるのですかというこういう相談をしている

わけですから。それ、今までやっていただいたこ

と以外、例えば、バスに広告を載せてもらうとか、

そういうことではなくて、新たに、では、これな

ら区としてできるよというようなことがあったら

教えてください。 

○災害対策課長 なかなか新たな御提案申し上げる

のは、ちょっと難しい状況でございますけれども、

例えば、庁内で、ポスター掲示などは可能ですよ

という形では、地方協力本部の方には投げ掛けを

させていただいているような状況がございます。 

○危機管理部長 今、区の職員の採用募集の案内と

自衛官の案内と一緒にやったりとかということも

やっているのですが、ちょっとうちの方でできる

ことは洗って、足立地域事務所、募集していると

ころにちょっとその辺は投げ掛けて、１回相談は

したいと思います。 

○吉岡茂委員 是非そうしていただきたいと思いま

す。だって、結論を言えば、区の職員もそうです

し、自衛隊もそうですし、我々もそうですけれど

も、結論を考えれば、区民の生命と財産を守るた
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めという目的というか、向いている方向は全く一

緒なわけですから、是非そうしていただきたい。 

  そして、今まで一生懸命この３年間ほどですか、

自衛官の募集に一生懸命力を尽くしてくれた担当

の所長が、今度与那国島に転勤になります。です

から、もう間もなく３月半ばで転勤になっていか

れますし、一生懸命この足立区を考えてくれたそ

ういう所長であったことも、私は率直に認めてお

りますので、是非、そういう区のことも第一に考

えて仕事に当たってくださった、そういった自衛

官もいることもしっかりと把握した上で、仕事を

進めていきたいなと思っているので、是非、茂木

危機管理部長、協力をお願いしたいと思うのです

が、もう一度答弁お願いします。 

○危機管理部長 前の所長、本当に熱心にやってい

ただいた方で、私も頭が下がるところでございま

した。新しい所長とも、ちゃんと信頼関係をつく

って、我々のできることをまず提案して、それで

打合せを進めてまいりたいと思います。 

○吉岡茂委員 是非お願いしたいと思います。 

  また、３月２１日にも、自衛隊の入隊・入校者

激励会が、この本庁舎で行われるというふうに聞

いておりますけれども、それも間違っていないで

すよね。 

○災害対策課長 実施予定でございます。 

○吉岡茂委員 すばらしいことであると思います。

希望を持って、どこかにやはりしょっているもの

が大きいですから、新しいニュー隊員にしても、

入校者にしても、重いものをしょいながらでも、

やっぱりそういう区の幹部職員等々に頑張ってね

と、足立区を守ってというそういう思いを告げら

れる場面があるということは、大きな励みになる

と思いますので、是非そのこともしっかりとやっ

ていただきたいなと思いますし、激励することで

終わらずに、そういった自衛官を目指す人たちが

もっと増えるように、区としては、たゆまぬ努力

を続けていただきたい、このことを強く要望して、

次の質問に入らせていただきます。 

  それでは、次、先ほど渡辺委員からも何となく

もやもやした話というか、雰囲気があるよという

中で、ちょっと私も、東京女子医科大学足立医療

センターのことについて、今後、女子医大と、も

う時間の関係で短縮させていただきますけれども、

ちょっと触れさせていただきます。駆け足で行か

ないと、本当に間に合いませんので。 

  今回のこの予算特別委員会では、我が党の岡田

委員が、様々な角度から、東京女子医科大学、女

子医大に関する質問を行って、また、我が党以外

の委員からも、女子医大に関する質問がなされて

きたと認識しております。 

  この件についても、質問することも私自身、い

ささか迷ったのですが、やはりもやもやした気持

ちでいるのは嫌だなと思ったことがありまして、

そのことをちょっと端的に質問していきます。 

  もともとそもそも足立医療センターの誘致に携

わった実は私も１人でありまして、当初は、今の

実際に立っている江北ではなくて、当時は花畑に

移転をというような話が第一歩だったのです。そ

の第一歩の中で話が始まってきて、いろいろ協議

する中で、位置的な関係ですとか、既存の女子医

大があった尾久の場所だとか、そういったことを

鑑みて、現在の位置に落ち着いたというようなふ

うに記憶しております。 

  今から約１３年前の８月２１日です。新宿にあ

ります東京女子医科大学本部に、私と前議員の古

性重則さん、それから、元区議会議員のばば信男

さんの３人で、当時の理事長でありました、たま

たま偶然ですけれども、吉岡前理事長のところに

直接お目に掛かって、今ならば、足立区に少し土

地がありますから、どうせならば、足立区の方に

いかがですかというような話をした、これも事実

として記憶しております。 

  ここから質問に入りますけれども、岩本理事長

になってからは、病院内での様々なトラブルが週
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刊誌等で報道されていた時期がありました。区民

の血税約８０億円もの補助金を出し続けたことを

単刀直入に聞いてしまいますけれども、原因と責

任はどう考えているのかお聞かせください。 

○副区長 私は、２０１４年当時から、女子医大の

移転に関わってまいりました。今言った８０億円

の建設補助金等につきましては、議会の方にも御

相談させていただいて、実は２０１５年６月３０

日に、国会、都議、区議の皆さんも含めた大学病

院誘致促進議員連盟をつくっていただきまして、

その皆さんと一緒に誘致について取り組んできた

というふうなことで考えておりますので、今女子

医大関連で報道されたり、逮捕されて、起訴され

たという状況になっておりますけれども、この間

の女子医大の第三者委員会の報告を見ても、足立

医療センターの区からの補助金について、違法性

があるとか疑問があるという記載は一切ございま

せんし、それから、警察の捜査も入っております

けれども、そちらについても、私どもに何らの動

きもないということですので、私たちはこの女子

医大に対する補助、区の取扱いについては、女子

医大本部の問題はありますけれども、適正に行わ

れたというふうに考えておりますし、実際、今、

女子医大の足立医療センターの現場で働いている

従事者については、是非、いい医療をということ

で頑張っていただいていることを私たちも応援し

ていきたいというふうに考えております。 

○吉岡茂委員 責任の原因、原因と責任という聞き

方も、もう一つだったのかも分かりませんけれど

も、女子医大を足立区に誘致されることが決まり

つつある頃だったのですけれども、私は、その頃、

余計なことと思いながらも、女子医大を誘致する

ときに、よろしければコンサル会社なんかも知っ

ているところもありますから、大学病院の移転建

設にたけた業者もう知っているところがあったり

しますので、よろしければ紹介することもできま

すよと申し上げたところ、執行機関側としては、

それはこちらで手配ができますから大丈夫ですと

いう答えが返ってきたことを記憶しているのです

が、そのことはどうですか。 

○副区長 私ども、行政側が、女子医大と交渉して

いる中で、こちらからコンサルの話をしたという

ことはございませんし、今、吉岡委員からそのよ

うなお話を聞いたのは初めてでございます。 

○吉岡茂委員 初めてではありません。ただ言った、

言わないの話にしたくないから、私はこういうふ

うに言っているだけで、初めての話ではありませ

ん。場所はしっかり覚えています。副区長室でし

た。その企業から預かっている資料も、これぐら

いの厚さの冊子だったのですが、私、お渡しをし

ているのです。ただ、記録として残っていません

し、現在こうなるなんて夢にも思っていない状況

ですので、それをあえて私は今、今日こうして申

し上げていますけれども、なので、迷っていると

ずっと言い続けているのです。言った、言わない

になることが最悪の事態だと思いますので。 

  ちょっとその先進みます。その頃、やはり女子

医大の経営に関することが、非常に週刊誌などで

取り上げられて問題になった、話題になっていた。

そして、その頃、鹿浜委員も、若干中身について

は、御本人の方が詳しいと思いますので、私自身

が、たしか決算特別委員会で質問したのが、たま

たま遊びで、釣りに行って船に乗り合わせた隣の

席の親子のお父さんが女子医大の医師だったので

す。たまたま偶然。これ、多分議事録を調べても

らえば載っています。その方に聞いたところ、な

ぜ聞いたかは、それはもう経営状況のことが心配

で聞いたわけなのですけれども、そのときに、ま

あ、あまりよくないですねと、そんなことをおっ

しゃっていたのです。それらのことがありつつも、

こうしてこういう問題になってしまっていること

が大変残念でなりません。これすらも時間ちょっ

と足りませんから、これも何かしらの形で改めて

質問させていただきますけれども、やはり、もや
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もやしているというのは、我々議員だけではあり

ませんし、区民の中にもそういう人たちが大勢い

らっしゃると思いますので、是非、今後またその

ことについては、お聞かせいただきます。 

○長沢興祐委員長 引き続き、公明党から質疑あり

ます。 

○長井まさのり委員 皆さんこんにちは。公明党の

長井です。３５分間、よろしくお願いいたします。 

  初めに、学童保育室について伺います。 

  あらましの４３ページでございます。 

  今回、大変多くの入室申請があり、対応が困難

であったと思います。今回の申請件数は昨年と比

較するとどうか。また、入室に関する職員体制に

ついても伺います。 

○学童保育課長 申請件数でございますが、昨年度

は５，９１１件、今年度は６，１２０件で２０９

件増という形になってございます。 

  また、職員体制につきましては、現在、常勤職

員５名、会計年度職員及び★★短時間の職員が５

名、これに加えまして、申請時期につきましては、

派遣スタッフ４名を加えて、１４名体制でやって

おります。 

○長井まさのり委員 １４名体制ということで、一

方、保育園の入園に関して、申請件数や職員体制

はどうか、また繁忙期の体制についても伺います。 

○保育・入園課長 保育園の方の申請件数について

は３，７８４件でございます。 

  職員体制は、常勤と会計年度で２７名、またそ

れに加えて繁忙期については、人材派遣を約１０

名ほど活用しているところでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  学童の方が、申請件数が約２，３００件も多い

上、入園に関する職員は２３名も少ない状況でご

ざいます。 

  物価高騰は、家庭を直撃し、共働き世帯も増加

する中、保育園や学童など、子どもの預け先は大

変重要でございます。学童、この待機児童以外に

も、宅配弁当や延長保育、アレルギーや発達支援

児の対応等、担当課が果たす役割は大変大きいと

思います。 

  これまで待機児童解消に向け、様々取り組んで

きましたが、現場の状況、特に繁忙期では、土日

などの状況はいかがでしょうか。 

○学童保育課長 待機児対策のほかにも、様々な御

意見とか御要望を頂戴しているところでございま

す。そういったものに対応すべく、今、土日の出

勤も含め、職員が、更によりいい効果を得られる

ように頑張っているところでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、足立区の学童保育室の待機児童、令和６

年５月１日現在で３８８人となり、前年度の２６

３人を１２５人上回り、過去最高となりました。 

  一方、保育施設における待機児童は、平成２９

年度、たしか過去最高だったと記憶しますが、人

数はいかがでしょうか。 

○保育・入園課長 その際は、３７４人の待機児童

でございました。 

○長井まさのり委員 その待機児童が、現在は１桁

でほぼ解消されたとしています。 

  保育施設の待機児童がピークだった平成２９年

度に生まれた子どもが、現在小学校１年生になっ

ています。正に同じ世代のときに、学童の待機児

童が過去最高となっております。 

  令和９年度、小学校１・２年生の待機児童数は

何人でしょうか。 

○学童保育課長 令和６年５月１日現在で３８８名

の待機児がおり、このうち小学校１年生は４２名、

小学校の２年生は８９名でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  小学校１・２二年生については、今年度の審査

から、低学年の指数を見直して、より入りやすく

なったと思いますけれども、この保育施設での待

機児童対策を振り返ると、待機児童がピークだっ

た平成２９年度に、待機児対策室を設置し、専門
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的に保育施設等の整備を進めたことが、現在の待

機児童解消につながったと思いますけれども、い

かがでしょうか。 

○保育・入園課長 長井委員お考えのとおりと思い

ます。 

○長井まさのり委員 また、今年度から、学童保育

課を新設し、民設学童、校内学童の整備等を図っ

てきましたが、実績として、どのぐらいの数を整

備できたのか伺います。 

○学童保育課長 今年度、民設学童につきましては

４施設、校内学童につきましては、新設等拡充を

含めまして５施設、合わせて９施設で３６０名分

の整備をさせていただきました。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、保育園の待機児童対策としては、平成２

９年当時、待機児対策室がありましたが、職員は

何名体制で行ったのか伺います。 

○保育・入園課長 当時の体制ですが、およそ２０

名以上、二十数名でございました。 

○長井まさのり委員 現在、学童保育課で待機児童

対策の担当者は何名いるのでしょうか。 

○学童保育課長 担当係長１名でございます。 

○長井まさのり委員 また、当時、待機児対策室に

は、保育施設の整備や入園申請の受理、保育内容

の指導など複数の課で保育業務を担っていたかと

思います。 

  学童保育室においてはいかがでしょうか。 

○学童保育課長 いずれも、学童保育課で担当して

ございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  現在、学童の待機児童数は、保育園のピーク時

の待機児童数よりも多く、待機児童解消は、喫緊

の課題でございます。定員目標で、令和８年度に

６，２００人、前年度比プラス４３４人としてい

ます。 

  更に量の確保と質の向上が同時に求められる中

で、今後は、学童保育課の体制を強化し、重点的

に取り組む必要があると思いますが、いかがでし

ょうか。 

○学童保育課長 担当課としましては、最大の効果

を得られるように、更に努めてまいりたいと考え

ております。 

○長井まさのり委員 部長はいかがですか。 

○子ども家庭部長 学童保育課長もさっき答弁しま

したけれども、学童保育課だけではなくて、子ど

も家庭部全体でフォローできる体制も含めて、人

の配置も中でやりくりするなど、今後、部として

しっかりと応援していきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 待機児童の解消は、喫緊の課

題でございますので、しっかり体制を部として強

化して、量の確保、質の向上に努めていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、災害対策について伺います。 

  東日本大震災から１４年を迎え、犠牲になられ

た方々、また、御遺族の皆様に、心から哀悼の意

を表する次第でございます。 

  初めに、災害時のトイレ確保管理計画について

伺います。 

  昨年、第２回定例会、我が党の代表質問や様々

要望を重ね、新年度予算に計上され、評価するも

のでございます。 

  今後、どのような体制で進めていくのか伺いま

す。 

○防災対策担当課長 近々、東京都のトイレ防災マ

スタープランが策定されますので、東京都のマス

タープランに沿って、予算をお認めいただければ、

参考にガイドラインを策定していきたいと考えて

おります。 

○危機管理部長 あと、来年専任の係長が就きます

ので、そちらの方で策定は行っていきたいという

ふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  内閣府は、過去の教訓を踏まえ、平成２８年に、

避難所におけるトイレの確保管理ガイドラインと
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いうものを公表いたしました。自治体に対策を呼

び掛けてきて、私も拝見しましたけれども、大変

よくできているなという思いでいっぱいでござい

ます。このガイドラインは、災害時、トイレの体

制や計画づくり、女性の視点や衛生管理、し尿処

理など、幅広くまとめておられます。しかしなが

ら、ここから先、地域性を生かした分野ごとに、

更に実効性のある計画として明確にしていくこと

が、責任ある自治体としての役割であるかと思い

ます。 

  平成２８年となると、今から９年前となり、こ

うしたトイレの計画というのは、もう少し早めに

策定しておくべきであったなという思いでいっぱ

いでありますけれども、この策定に向けた検討事

項で、トイレ確保タイムラインとありますが、内

容はどうか。また、確保するトイレの種類、必要

数の考え方はどうか伺います。 

○防災対策担当課長 まず、トイレタイムラインで

すが、例えば、発災から３日目、１週間後、１か

月後といったタイムラインの流れによって、どん

なトイレを用意していくかというものになります。 

  また、トイレの必要数につきましては、発災直

後は、５０人に対して１基、１週間以降は２０人

に対して１基のトイレを確保したいと考えており

ます。 

○長井まさのり委員 また、トイレの確保先手段の

事前想定とありますが、これは具体的にどうでし

ょうか。 

○防災対策担当課長 こちらも、例えばの話になり

ますが、発災直後は、便袋を中心に、トイレの必

要数を確保したいと考えております。 

  １週間過ぎて１か月ぐらいまでには、快適なト

イレというのを随時準備していく計画になります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、トイレの衛生管理も大変重要でございま

す。トイレ確保に関する庁内体制の明確化につい

ても、しっかり取り組んでいただきたいと思いま

す。 

  策定に当たっては、女性や、また、多様性の視

点をしっかり反映していただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

  また、これはいつまでに策定する考えなのか伺

います。 

○防災対策担当課長 まず、女性用のトイレにつき

ましては、男性用トイレ、女性用トイレの比率を

１対３を目指して確保したいと考えております。 

  また、誰でもトイレみたいな広い個室のトイレ

も、併せて準備していきたいと思っております。 

  また、予算をお認めいただければ、令和７年度

中に計画を策定してまいりたいと考えております。 

○長井まさのり委員 こうした計画は、大変重要で

ございますので、令和７年度策定に向けて、どう

かよろしくお願いいたします。 

  また、昨年、ビッグサイトで開催された防災フ

ェアがございます。上下水道工事不要のミネラル

イオントイレを視察しました。また、我が党の吉

田議員をはじめ、過日の大竹さよこ議員の代表質

問でも再度要望をいたしました。このイオン溶液

を活用した災害トイレについては、令和７年度の

補正予算で計上し、一部導入できるように検討す

るとの答弁がありました。 

  いつ頃の補正予算で、一部導入とは具体的にど

うか伺います。 

○防災対策担当課長 今現在、いわゆる自己完結型

トイレ、バイオトイレとミネラルイオントイレが

ありますが、比べると、ミネラルイオントイレの

方が、処理回数の上限回数が大きいということで、

こちらを中心に検討しております。こちらは、導

入の方向性が決まれば、その段階で補正予算を案

件、提出させていただいた上で、導入をしていき

たいと思っております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、このトイレの課題は、多くの健康被害と

衛生環境の悪化をもたらし、人としての尊厳にも
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つながります。被災者支援の中でも、今まで以上

に強い問題意識を持って捉えていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、段ボールベッド、折り畳みベッドについ

て伺います。 

  我が党の代表質問で、避難所に避難する要配慮

者数は最大約６，７００人との答弁でありました。

その根拠は何か伺います。 

○災害対策課長 要支援者の数と、あとは、避難者

想定数、そこの割合を掛けて、その数字を出して

いるところでございます。 

○長井まさのり委員 段ボールベッドの備蓄数は、

現在５００個であるかと思います。６，７００人

からすると、更なる備蓄が必要となります。 

  また、折り畳みベッドについても同様で、令和

７年度の補正予算で導入を早急に検討するとの答

弁でありました。 

  いつ頃の補正予算で、配備する個数の考え方は

どうか伺います。 

○災害対策課長 段ボールベッドは、なかなかやっ

ぱり、保管にかさばるというような課題もござい

まして、折り畳みベッドの方が、備蓄する上では

いいのかなというふうに検討しているところでご

ざいます。 

  あと、補正予算につきましては、できるだけ早

い時期に、数の精査も含めて、先ほど長井委員の

方から数も出ましたので、我々としては７，００

０個程度というふうに、今、考えているところで

ございます。 

○長井まさのり委員 ７，０００個、分かりました。

是非、よろしくお願いいたします。 

  また、災害ケースマネジメントの導入も我が党

としてこれまで要望を重ねてきました。石巻市へ

の視察行政も、執行機関、伺ったと聞いておりま

すけれども、その視察を踏まえて、足立区の特徴

を生かした災害ケースマネジメントのポイントは

何か伺います。 

○災害対策課長 避難生活が長期化することで、

様々な健康状態にも影響が出てくるといったとこ

ろが、様々被災地現場を見せていただいて実感し

ているところでございます。 

  その中で、足立区の特徴を出していくと、まだ

ちょっと検討がこれからでございますので、現段

階で申し上げることはなかなか難しいのですけれ

ども、やはり高齢の方が多かったりですとか、あ

と足立区の疾病がどういったものがどういう状況

なのか、そういったところも含めて、足立区とし

てのケースマネジメントを検討していければとい

うふうに考えております。 

○危機管理部長 足立区としての特徴をどう生かす

かというのは、これからの分析、取組にはなるの

ですが、例えば、足立区ですと、高齢者を支援す

る事業者とか、地域の絆とか、そういった基礎的

なところが随分あると思っていますので、そうい

ったところを含めて、来年度しっかり検討したい

というふうには考えております。 

○長井まさのり委員 是非よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、液体ミルクについて伺います。 

  我が党の第１回定例会代表質問で、来年度から

民間事業者による適切な温度管理の下、流通在庫

備蓄方式を実施すると答弁がありました。 

  流通備蓄方式とは、具体的にどういう方式で、

どのぐらいの数を備蓄し、その根拠は何か伺いま

す。 

○災害対策課長 流通在庫方式でございますけれど

も、我々が在庫として持つだけではなくて、実際

に業者の倉庫の方に持っていただきます。そこで、

我々が備蓄を持つと、賞味期限を迎えてしまうの

ですけれども、それを再活用に出したりとかする

形になるのですが、そのあたりの賞味期限の管理

も含めてやっていただくので、再活品が出ないと

いう形で行う方式を考えているところでございま

す。 
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  数についてちょっと今確認しまして、後ほど御

答弁させていただきます。 

○長井まさのり委員 では、数については後ほど聞

かせていただければと思いますけれども、また、

我が党が要望して、おむつパック機の設置が決ま

ったわけでございますけれども、液体ミルクも購

入できると伺いました。災害時は、無償でこの液

体ミルクも提供できるようにしていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 今回、本庁舎１階に、おむつの

販売機の自動販売機を設置する予定です。その中

で、液体ミルクも導入できるということなので、

導入いたします。その自動販売機は、災害時も開

放できるものを設置いたします。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  次に、ゴム製のボートについて伺います。 

  我が党の代表質問で、令和７年度の６月補正予

算で導入を目指すと答弁がありました。ゴム製の

ボートは、何そうを導入予定か伺います。 

○災害対策課長 自宅が水害で被災した場合、区が

直接使うというよりも、恐らく消防と連携して活

用するようになるのかなというに思っております

ので、そのあたり、どれぐらい必要になってくる

のかと、消防の方の御意見を伺いながら、数の精

査の方は進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、しっかり数を精査して、導入に向け、推

進していっていただきたいと思います。 

  また、江戸川区では、ウレタン製のボートを１

１２か所の小・中学校や区内施設に配備しており、

荒川区やまた葛飾区では、ゴム製のボートを配備

し、水害時に備えております。当区としても、エ

アポンプにより組立てが簡単で、耐久性にもすぐ

れ、擦り傷にも丈夫なゴム製のボートをしっかり

導入をしていただいて、また、そうした検証を踏

まえて、順次、拡充していっていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、ペットの同行避難について伺います。 

  現在、ペットの同行避難ガイドラインを作成中

と聞いております。墨田区では、区内にある動物

専門学校と連携協定を結び、飼い主とペットが同

一の空間で生活できる同伴避難所として開放して

おります。当区としても、帝京科学大学には、ア

ニマルサイエンス学科があり、動物看護福祉コー

スやアニマルセラピー、また、サイエンスコース

などがあります。こうした大学をはじめ、区内の

大学に御協力をいただき、連携協定を結ぶなどの

取組はどうか伺います。 

○災害対策課長 墨田区が、そういった区内の事業

者と協定結んでいるところは承知しているところ

でございます。 

  あと、帝京科学大学でございますけれども、山

本教授とこの度、防災対策のアドバイザーの委嘱

をさせていただいたところでございますので、そ

ういうことも含めて、今後、総合的にどのような

御協力いただけるのかというところで御相談させ

ていただければと思います。 

○長井まさのり委員 ペットを抱えていることで、

避難すべきであるのに避難をちゅうちょする区民

も少なくないと思いますので、連携協定に向けて、

どうかよろしくお願いいたします。 

  次に、選挙について伺います。 

  昨年の衆院選期日前投票の最終日、１０月２６

日、シアター１０１０の投票者数は、１日で４，

６４８名となりました。私も当日、午後２時頃伺

ってきました。エレベーターを降りても、投票の

列が幾つも折り返し、最後尾がどこだか分からな

い状況でありました。 

  ピークの待ち時間は、大体１時間以上と聞きま

したけれども、確認ですが、いかがでしょうか。 

○選挙管理委員会事務局長 長井委員おっしゃると

おり、１時間程度掛かったというふうに聞いてお

ります。 
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○長井まさのり委員 また、若者向けのパンフレッ

ト、さあ、投票へ、その、一票で未来は動く。便

利で簡単、５分で期日前投票と書いてあるのです

ね。シアター１０１０、今、聞いたら１時間以上

掛かった。このパンフレットとは程遠い状況でご

ざいますけれども、ベビーカーのお母さん方、も

うね、１時間並んでいました。何人もいらっしゃ

いましたけれどもね。それから、つえをついた高

齢者の方、こちらも並んでおられて、エレベータ

ーを降りても、最後尾がどこだか分からないから、

どこに並んでいいか分からなかったのです。娘さ

んに、今聞いたら１時間以上も待つんだって、電

話されていたのです。これではもう投票できない

と言ってね。もうふだんつえついているのですけ

れども、びっくりの、驚きの様子で、つえをつく

のも忘れるぐらいな感じで電話されておられまし

たけれども、この方、投票しないで帰られました。

そうした状況があると。職員も当日は休憩が取れ

なかったと聞いていますけれども、いかがですか。 

○選挙管理委員会事務局長 長井委員おっしゃると

おり、お帰りになった方もいらっしゃいましたと

いうふうに聞いております。 

  それから、職員、特に主任、副主任クラスは、

昼休憩とか、夕食も取れずに従事したというふう

に聞いております。 

  そういった混雑を一時的に緩和するために、行

かれる方につきましては、千住庁舎の期日前投票

所を御案内申し上げて、数百人の方、そちらの方

に行っていただいたという経過はございます。 

○長井まさのり委員 とはいえ、当日４，６４８名

の方が来られたと。中には、投票せずに帰られた

方もいらっしゃる状況で、職員も休憩も取れず、

今、食事もできなかった方もいらっしゃってね、

おっしゃっておられましたけれども、この千住地

域において、例えば、大学、北千住駅の構内など、

期日前投票所の増設を要望いたしました。今朝、

ちょうど予算特別委員会に向かうときに、この紙

が配られてきました。ちょうどタイミングよく、

今後のこの期日前投票、千住駅周辺で、今後の交

渉で、東京メトロ構内、またルミネ北千住駅店内、

またシアター１０１０内、こうしたことで、今後

交渉を重ねていくということでございます。 

  投票に来て、もう１時間以上も待つのは、本当

に異常な状態でありますので、早期の投票環境の

改善とともに、職員の皆様の労働環境の改善も併

せて要望しますけれども、いかがでしょうか。 

○選挙管理委員会事務局長 長井委員からも御提案

をいただいて、ＪＲ北千住駅の南口の改札を出た

ところでできないかということで、ＪＲと交渉を

重ねてまいりました。ＪＲ北千住駅とのお話の中

では、前向きなお話をいただいて進めてきたので

すけれども、ＪＲ本部に確認したところ、なかな

か色よい返事をいただけず、結局、最終的には、

そこでの期日前投票所の設置は難しいということ

での判断をいたしました。 

  今、長井委員おっしゃいましたとおり、今後の

対応として、東京メトロの駅構内にできないか、

それから、ルミネの中に設置できないかというこ

とで、今、話を進めていくことで動き始めました。

今後、またシアター１０１０の中も考えます。 

○長井まさのり委員 早期の改善を求めますので、

どうかよろしくお願いいたします。 

  選挙人名簿が１万人を超えている投票所は、現

在区内で７か所と聞いています。地元の加平小学

校は、当日の選挙人名簿登録者数は１万１，８０

２名となっております。区内でも一番多い投票所

で、時間帯によれば、大変行列ができて混雑する

時間帯がございます。区画整理中の地域でもあり、

今後更なる人口の増加が予想されます。 

  しっかり地域の声を伺いながら、今後分割につ

いての考えはどうか伺います。 

○選挙管理委員会事務局長 長井委員おっしゃると

おり、六町周辺は、区画整理が終わって、どんど

ん人が動いてきております。私どもといたしまし
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ては、まちの変化ですとか、それから、まちの成

熟度を見極めまして、実態をしっかり把握した上

で、投票区域の変更について、考えてまいりたい

というふうに思っております。 

○長井まさのり委員 当面の対策はいかがでしょう

か。 

○選挙管理委員会事務局長 当面の対策でございま

すけれども、今、投票所の主任との打合せも行い

まして、名簿対象、今、２でのところを３に増や

しまして、混雑緩和を図ってまいりたいというこ

とで進めております。 

  今度の都議選からできればというふうに思って

おります。 

○長井まさのり委員 是非、当面の対策も含めて、

よろしくお願いいたします。 

  また、アリオ西新井の例もございますが、商業

施設での期日前投票は、利便性が向上し、投票率

もアップいたします。今後、この地域の六町駅前

の商業施設であったり、また、北綾瀬駅前の商業

施設は、６月に開設予定でございます。開設後に

は期日前投票所の設置も検討すべきと、総務委員

会で要望してきましたが、それについてはいかが

でしょうか。 

○選挙管理委員会事務局長 これにつきましても、

やはり人の流れですとか、まちの変化などをしっ

かり捉えた上で、またそれから北綾瀬につきまし

ては、商業施設がございますけれども、そちらが、

例えば、足立区の西部地域も大きく商業圏という

形で形成するのであれば、そういったことも考え

てまいりたいというふうに思います。 

○長井まさのり委員 是非、人の流れも注視しなが

ら、今後検討を重ねていただきたいと思います。 

  世田谷区は、期日前投票所が２９か所、大田区

は１９か所に期日前投票所がございます。投票率

の向上とともに、投票環境の整備に努めていただ

きたいと要望いたします。 

  次に、区有施設について伺います。 

  総合スポーツセンターは、たしか昭和５３年の

建設でございますから、今から４７年前になるか

と思います。この総合スポーツセンターの建て替

え、若しくは大規模改修の予定は、公共施設等総

合管理計画、また中期財政計画ではいかがでしょ

うか。 

○地域のちから推進部長 総合スポーツセンターに

つきましては、中期財政計画では、令和７年度の

大規模改修の設計、令和８年、令和９年で工事の

予定となっておりますけれども、大変申し訳ござ

いません、今のところ、まだめどはついていない

という状況になってございます。 

○公共施設マネジメント担当部長 総合管理計画の

方の記載につきましては、今後立て替えるか、長

寿命化するための大規模改修工事をするとか、引

き続き検討するということで、引き続き、検討す

るというような内容を記載しております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  中期財政計画では、令和７年設計、令和８年、

令和９年で大規模改修工事と記載がありますけれ

ども、まだ大規模改修工事で決定しているわけで

はない。いいですか。 

○地域のちから推進部長 長井委員御発言のとおり

でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今後は、建て替えなり、大規模改修なり、しっ

かり計画を策定すべきと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○地域のちから推進部長 老朽化しているというと

ころについては、否定できないところでございま

す。建設コストが急上昇している中において、慎

重に丁寧に検討してまいりたいと思います。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  ギャラクシティで８０億円の新規積立てがござ

いました。総合スポーツセンターと同規模であり、

建て替えか大規模改修をするにせよ、基金を計画

的に積み増す必要もあるかと思います。基金が足
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りなくて施設更新ができなくなることがないよう

に、しっかり取り組んでいただきたいと思います

が、財政課長いかがですか。 

○財政課長 物価が高騰してございますので、その

状況を適切に把握した上で、必要な金額について

は、積み増しを行っていきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 是非計画的によろしくお願い

いたします。 

  また、北区、墨田区などで導入しているデジタ

ル障害者手帳も要望いたしました。他自治体の状

況を確認し、導入に向け、庁内関係所管と検討し

ていくとの答弁が代表質問でありましたが、その

後の進捗を伺います。 

○障がい援護課長 検討を重ねまして、令和７年４

月１日から、デジタル障害者手帳のミライロを区

内の公共施設等で障害者手帳の代わりとして使え

るように運用する予定でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  しっかり区民に周知をしていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、つくばエクスプレスの六町駅の混

雑緩和対策を要望してきました。 

  ダイヤ改正を踏まえてどうか伺います。 

○交通対策課長 かねてから、長井委員から御要望

があった八潮、４月の増便ですけれども、朝のラ

ッシュ時の７時２９分から８時２９分までの間に、

八潮発を一本増便ということで、改正を予定して

いるということです。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、区間快速の増便も、引き続き、よろしく

お願いいたします。 

  また、六町駅から六町加平橋を通って、北綾瀬

駅を結ぶバス路線も、これまで要望を重ねてきま

した。 

  現在の進捗はどうか伺います。 

○交通対策担当部長 こちらも、長井委員の方から

かねてより御要望いただいておりました。 

  今、まず竹ノ塚から六町まで来ている便を北綾

瀬までということで、最初はちょっと環七を通る

便になるのですけれども、準備を進めているとこ

ろでございます。若干、６月過ぎになってしまう

のですけれども、早く入れたいと思っています。 

○長井まさのり委員 地域の住民の皆様も大変楽し

みにしておりますので、どうかよろしくお願いい

たします。 

  続いて、北綾瀬エリアについて伺います。 

  これまでも要望してきましたが、駅前交通広場

や商業施設で動線が大きく変わります。安全対策

や渋滞対策の進捗状況はどうか伺います。 

○道路整備課長 本会議答弁でもさせていただきま

したが、商業施設事業者と連携して、案内看板の

設置や誘導員の配置を検討しております。綾瀬警

察署と調整中のため、明らかになってまいりまし

たら、改めて議会にも報告させていただきます。 

○長井まさのり委員 また、川の手通りでＵターン

する車が増えることへの具体的な対策はどうか伺

います。 

○道路整備課長 現在、検討中ではございますけれ

ども、中央分離帯がございますので、こちらを活

用して、Ｕターンの抑制を目的とした看板の設置

を今調整しているところでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、高架下横断歩道が１３ｍから５ｍに狭く

なるのは４月頃と聞いています。安全対策のため

に、誘導員は何名体制で、配置する期間はどうか

伺います。 

○道路整備課長 配置の人数は、まず２名程度で検

討しております。 

  期間につきましては、４月頃から、区の工事が

終わる６月頃までは区の方で設置しまして、その

後、商業施設がオープンした後は、一定期間程度、

商業施設側で配置していただけないかということ

で、今調整しているところでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 
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  ６月以降の安全対策も併せてよろしくお願いい

たします。 

  また、交通広場と商業施設は、同時にオープン

すると、商業施設の来店者が混乱をするため、数

日間程度ずらして運用を開始すると聞きました。 

  具体的にどうか伺います。 

○道路整備課長 こちらもまだ調整中ではございま

すけれども、まず駅前交通広場の一般車とタクシ

ー、これを先行させて、次にバス、最後に、商業

施設のオープン日を迎えるように考えておりまし

て、一斉に切り替えるのではなくて、ゆっくりと

段階的に交通の負荷を掛けていくようなことで進

めたいというふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、オープンの際、一度に負荷が掛かり過ぎ

ないように、しっかり安全対策もよろしくお願い

いたします。 

  続いて、花畑川について伺います。 

  現在施工中の雪見橋から富士見橋までの約２５

０ｍの散策路は、いつ完成して歩けるようになる

のか伺います。 

○道路整備課長 令和８年の春頃を予定しておりま

す。 

○長井まさのり委員 この令和８年春以降の予定は

いかがでしょうか。 

○道路整備課長 令和８年以降の予定ですけれども、

次は富士見歩道橋の架け替えとその周辺の約１０

０ｍ区間の散策路の整備を考えております。そち

らは、令和１０年の春頃に完成する予定でござい

ます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、現在は、川の中の水を抜いて工事を行っ

ております。地域からは、工事が完了して、水を

戻す前に、竹ノ塚駅高架下で事業で実施したレー

ルウォーキングのような川底を歩くイベントを企

画してはどうかとの声があります。 

  検討状況はどうか伺います。 

○道路整備課長 長井委員御発言のとおり、地域か

らそういった要望が出ております。現在、今年の

６月１日に、川底を歩くようなイベントが企画で

きないかということで、検討しているようなとこ

ろでございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  桜の植樹の寄附、これについてはいかがでしょ

うか。 

○道路整備課長 こちらも、地域に愛着を持ってい

ただくために、あだち虹色寄附制度を活用して、

寄附を予定しております。 

  今年の４月から８月頃まで受け付ける予定でご

ざいまして、令和８年完成の散策路完成の際に、

桜を約３０本植樹をしたいというふうに考えてお

ります。 

  そして、寄附の受付は、２，０００円から受け

付けて、５，０００円以上でホームページに名前

を掲載させていただくですとか、２万円以上頂く

と、名前やメッセージを記載した看板を現地に設

置したりというようなことを考えているところで

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今後、地域の住民にも、丁寧に周知していただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  最後になりますけれども、昨年第２回定例会、

我が党の代表質問で、スマートフォンで使える障

がい者支援アプリも要望いたしました。 

  この検討状況、進捗を伺います。 

○長沢興祐委員長 障がい援護課長、簡明に願いま

す。 

○障がい援護課長 令和７年後半をめどに、足立区

の公式ＬＩＮＥを活用して、障がい者支援アプリ

と同等の機能を持たせたものを運用できるように

準備を進めております。 

○長井まさのり委員 よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 
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○災害対策課長 先ほど、長井委員から御質問あり

ました液体ミルクの数でございますけれども、２

００ｍｌ缶で６，０００缶を予定しているところ

でございます。 

○長沢興祐委員長 次に、議会改革から質疑があり

ます。 

○長谷川たかこ委員 よろしくお願いいたします。 

  私からは、東京女子医科大学附属足立医療セン

ターにおける待合タクシーの是正について要望い

たします。 

  東京女子医科大学附属足立医療センターのタク

シー乗り場独占の苦情については、足立区の入谷

や加賀方面の方や花畑方面から乗車される区民か

ら、某タクシー会社に、お客様の声として、どう

して病院みたいな施設が１社しか入れないのか、

タクシーが全くないのは迷惑という苦情が、今で

も入っています。雨天などの自然現象で、タクシ

ー不足が起きるのは昔からありますが、一般的に

昼間のタクシー利用が比較的落ちる時間帯である

にもかかわらず、タクシー不足が、この東京女子

医科大学附属足立医療センター内で起こるのは、

一社独占だからです。 

  東京女子医科大学附属足立医療センターにお客

様を降ろし、その後、ディスパッチャーに乗車を

勧められても、契約を盾に拒否するドライバーが

いるそうです。多くのドライバーは、会社から、

できるだけ都心、港区、中央区、千代田区でやれ

ば稼げるなど指導されているケースも多く、それ

ゆえ、余計に各ドライバーは、足立区を含めた環

七を超えたラインを避ける傾向はもともとあるそ

うです。 

  しかし、ドライバー視点だと、東京女子医科大

学附属足立医療センターなどで安定的なお客様と

接することやもともと社会貢献のために医療セン

ターや福祉系のお客様を好み、乗車していただく

ことを目的とするドライバーも多くいます。 

  某タクシー会社の乗務員が、東京女子医科大学

附属足立医療センターを利用する複数の患者さん

にお話を現在でも伺っており、クオリティーが高

いサービスよりも早くうちに帰りたいが最も多く、

病院側の単独契約をすることでのハイヤー形式を

望む方が少ないのが現状であるといった御報告を

いただいております。 

  現在においても、東京女子医科大学附属足立医

療センターが、タクシー会社を一社のみにする形

式は、明らかに区民及び利用者の不利益となって

います。再度の是正を強く求めます。全タクシー

会社が、東京女子医科大学附属足立医療センター

に入れるようにすべきです。東京女子医大附属足

立医療センターのタクシープールを解禁するよう

強く求めますが、区の見解を伺います。 

○衛生管理課長 今、長谷川委員御指摘の点なので

すけれども、大学と現在のタクシー会社の契約が

令和７年６月までで、新たな会社の参入等は、条

件等を考慮し、検討すると回答をいただいている

ところでございます。 

  今、長谷川委員からいただいたお話ですが、改

めて足立医療センターの方に伝えてまいります。 

○長谷川たかこ委員 患者様の利便性、そして安全

性を向上させるためにも、そして近隣で働くタク

シードライバーの皆様の御意見、是非とも耳を傾

けてもらい、東京女子医大附属足立医療センター

に、足立区としてタクシープールの解禁の申入れ

を是非ともしていただきたいと強く要望させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、共同親権の支援制度の構築について提案

をしてまいります。 

  離婚後の子育てに関する知識や支援があれば、

より生きやすい社会になります。両親の離婚後も

離れて暮らす親子が、自然に会える社会の構築と

共同養育を基軸に広めていくことが、子どもの福

祉にとって重要です。 

  先日の代表質問において、福祉部長より御回答

いただきました裁判外紛争解決手続利用者への支
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援及び親子交流支援の実施については、令和８年

５月の施行予定の共同親権の導入と関連して、足

立区としては、国の動向を注視しながら、東京２

３区で導入している他区の支援を参考にするなど、

区における支援の在り方について研究を進めてい

くとの御見解でした。 

  ＡＤＲの支援は、親の離婚による子どもの心理

的負担の軽減と安定した生活の確保を図るために

必要な制度で、子どもの気持ちを真ん中に置いて、

話合いの場づくりがしやすくなります。離婚でも

めると、弁護士に相談し、裁判所での調停、裁判

という流れになりやすいですが、争うよりも歩み

寄りをモットーに、子どものため、親子交流をす

ることが実現できます。夫婦が離婚を考えた際、

弁護士に相談をし、裁判所での調停、裁判という

流れが一般的です。しかしながら、争うよりも歩

み寄りをモットーに親子交流を促進することこそ

が、子の福祉の観点より、重要視されつつありま

す。 

  まずは、ＡＤＲという制度が存在することを区

民に知ってもらうことが必要です。区の戸籍住民

課、親子支援課、区民の声相談課の弁護士相談を

通じて、区民への周知啓発活動に是非とも力を入

れていただきたいと思います。 

  裁判所を使うと、係争は長期化します。ＡＤＲ

を使うことで時間を短縮し、親子断絶の機会を最

小限にすることができますが、区の見解を求めま

す。 

○親子支援課長 今、国の方で、この共同親権の導

入などの法改正の施行に向けて、具体的な制度の

検討をしているところです。その中の検討課題の

一つに、ＡＤＲの利便性の向上というのも挙がっ

ておりますし、法務省の方では、当事者が、自ら

紛争解決の手段を選択できるような体制づくりも

必要だというのを述べておりますので、今後は、

国の方から、この周知啓発活動に関する情報も下

りてくると思いますので、まずはそれを活用した

上で、関係機関で連携しながら、区でできる周知

啓発活動をしてまいりたいと思います。 

○長谷川たかこ委員 是非、区民の皆様に、ＡＤＲ、

どのような制度なのかということをしっかりと周

知啓発することが、活用につながっていきますの

で、そこの部分、しっかりとこれから検討して、

前向きに考えていただきたいと思います。 

  共同親権導入後は、別居親、同居親、両方の立

場を理解することが必要です。当事者団体、親子

ネットは、国が法改正の際に、政府より法制審議

会委員に指名され、立法側の立場を担いました。

足立区としては、まずは別居親、同居親、両方の

立場の理解を深めることが求められます。別居親、

同居親、両方の立場を理解するためにも、当事者

団体、親子ネットを講師にお呼びし、区職員に対

しての研修、講習会を早急に開催していただきた

いと強く要望いたしますが、いかがでしょうか。 

○親子支援課長 長谷川委員おっしゃるとおり、い

ろいろな立場の方を理解するのは、とても重要だ

と思います。同居親、別居親以外にも、子どもの

気持ちもありますし、支援団体又は学識経験者等

の意見も伺いながらと思っています。 

  今、職員は、この法改正の施行に向けて、国や

都以外にも、ＮＰＯ等の民間でもたくさん研修を

受けております。最近はリモートで受けられます

ので、自席で動画視聴研修というような形でたく

さん受けることができています。 

  親子ネットさんも、幾つかそういったリモート

での研修もされていますので、まずはそちらを案

内して、いろいろな立場の方を理解するように努

めたいと思っております。 

○長谷川たかこ委員 区の職員の皆様の御理解とい

うところが一番大切となりますので、是非、御活

用いただいて、研修を深めていただきたいと思い

ます。 

  来年度相談窓口の設置や親子交流コーディネー

ト事業などの実現を目指していただきたいと要望
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させていただきますが、いかがでしょうか。 

○親子支援課長 先ほども申し上げましたが、国の

方が今、具体的な検討をしている中で、相談の在

り方というのも、検討課題の一つに挙がっていま

す。それから、親子交流については、この度の改

正で、初めて親子の交流などという項目が挙げら

れ、家庭裁判所の役割等も明記されておりますの

で、これも同じような答弁になって恐縮ですが、

国からの情報に合わせて、区の方針を検討してい

きたいというふうに考えております。 

○長谷川たかこ委員 建設的にいろいろと構築して

いただきたいと思いますので、強く要望いたしま

す。お願いいたします。 

  次に、公立の小・中学校の通級学級の支援拡充

について提案をさせていただきます。 

  足立区においては、辰沼小学校、保木間小学校、

鹿浜五色桜小学校、そして花保中学校、第十中学

校などで、他校の生徒たちを集めて通級を行って

いた歴史があります。 

  現在、言語の通級指導については、私立、国立

小学校に在籍していても、中川東小学校、弥生小

学校、千寿本町小学校の３校で行われている言語

通級指導の支援体制に入ることが可能です。しか

し、コミュニケーションや情緒における通級には

入れません。 

  東京都においては、私立、国立の児童生徒が、

区立学校の特別支援級を利用するかどうかの可否

は、自治体の判断としており、禁止をしているわ

けではありません。先日、文科省からも、各自治

体の裁量でできると見解を示していただきました。 

  国立、私立に籍を置く発達障がい特性にある児

童生徒に対し、区内の公立小・中学校の通級に通

えるように、支援の拡充を是非とも行っていただ

きたいと強く要望いたします。 

  教育長の見解を伺います。 

○教育長 公立小・中学校だけでなく、様々私立も

国立も、そういったところにそういった課題があ

るお子さんがいるのは承知しております。 

  ただ、区内の小・中学校の状況も、発達特性の

あるお子さんの数がやはり増えているという状況

がありまして、現在あるコミュニケーション教室

の方でも、なかなか定員がいっぱいで、教員の、

なかなか手が回らないという実態もありますので、

ちょっとそれを踏まえて、現場の状況を踏まえな

がら、それについては考えていきたいと思います。

ただ、今すぐにできるという状況ではございませ

んので、御了解いただければと思います。 

○長谷川たかこ委員 先日もちょっとお話とかもさ

せていただいたのですけれども、特別支援級の方

が、人数がたくさんになっているというところで、

公立の通級学級、そちらのお教室を広げるとか、

やはりちょっと拡充が必要なのかなと思うところ

もありました。 

  引き続き、私の方からも、いろいろと調査研究

しながら、御提案などもさせていただきますので、

是非、私立、国立のお子さんたち、私立、国立で

は、その支援の場がないので、問題行動が起きる

と、すぐに退学になってしまうと。その知識のな

い親御さんたちが、また次の私立の学校に転校し

てしまい、また同じようなことになっているとい

うこともお聞きしております。 

  是非とも、公立の通級学級に通えるように門戸

を広げていただきたいと思っております。私も研

究してまいりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

  次に、学校現場の緊急医療体制について御提案

をいたします。 

  区内公立に通う中学生が、校内でけがをし、縫

うことになるかもしれないと、学校の教師が近隣

の病院に電話をしたようですが、何件か診療を断

られ、結局、等潤病院で診てもらえたそうです。

結局縫わなくて済んだようですが、今回に限らず、

日常的に公立中学校から病院に診療をお願いして

も診てもらえず、探すのがいつも難儀していると
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の話が、学校サイドからありました。 

  東京版救急受診ガイドを休日応急診療所と同じ

ページに掲載をしていただきましたが、この代表

質問前にも、区の中学校でこのようなシステムの

導入を求める声が上がっておりました。 

  まずは、区内全小・中学校に対して、受診ガイ

ドが導入されたことの周知啓発を徹底することを

求めたいと思います。区の見解を伺います。 

○教育指導課長 長谷川委員、今、御提案いただき

ました受診ガイドにつきましては、早急に各学校

には周知してまいりたいと思います。 

○長谷川たかこ委員 よろしくお願いいたします。 

  このように、学校現場でさえも、緊急の医療体

制が不十分です。学校側では、既に困り感を持っ

ているとのこと、このことを区として認識し、全

小・中学校にアンケート、若しくは聞き取り調査

を校長会や研修会などですべきと考えます。 

  学校現場でのけがなどの緊急時の応急医療体制

の構築の見直しを是非とも図ってもらいたいと強

く要望いたしますが、いかがでしょうか。 

○教育指導課長 私自身も学校におりましたとき、

医療体制、様々、課題を考えておりました。です

ので、まずは養護教諭の研究会がございますので、

そこに働きかけしまして、一番この病院や緊急体

制を整える養護教諭の生の声をヒアリングしまし

て、そこから我々にできることを構築していきた

いと思います。 

○長谷川たかこ委員 では、養護教諭の先生方に是

非ヒアリングをしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、ユニバーサルデザインの教育について提

案をいたします。 

  小・中学生に対するユニバーサルデザインの教

育を提案します。ユニバーサルデザインの教育は、

教材をもって理解するだけではなく、当事者の

方々とともに時間を過ごして感じることが大切で

す。 

  例えば、机上の学問では、視覚障がいの方であ

れば、白杖を持ち、点字を多くの方々が使うとい

った認識を埋め込むことにもつながりますが、実

際には、後天的に目が見えなくなった方々は、多

くは点字を学ばないということを当事者からお聞

きしました。障がいについて学ぶのであれば、障

がいのある方々に参画をしてもらい、体験型の授

業をすることが非常に有効であると、実際に小・

中学校、高校で講師をされている方からお聞きし

ました。実体験に基づいて学ぶので、子どもたち

は、自ら考え行動するようになっていくそうです。 

  横浜市の公立小学校では、総合の時間を活用し

て、子どもたちがテーマを決め、探求学習に取り

組んでいるとお聞きしました。例えば、点字ブロ

ックについて調べてみたいという児童がいたとき

に、１年間掛けて探求した結果、商店街には点字

ブロックがなぜ付いていないのだろうという疑問

から、商店街の人、買物客、市役所に出向き、子

どもたち自ら探求学習を深掘りしていったという

事例がありました。抱いた疑問に対し、どうした

ら解決するかを考えるようになり、それが行動に

つながり、それによって自ら学ぶことにつながっ

たそうです。 

  子どもの成長には、大人が様々な環境を提供す

ることが必要です。多様な人々と接し、観察し、

行動し、心を動かすことは、人間的成長において

とても重要です。大人になるまで、障がい者と接

したことがない人が、どう接してよいかが分から

ないまま大人になり、どこ声を掛けたらよいかが

分からないという分断された社会にならないよう、

心の教育、より実践的な体験学習が求められます。 

  体験を通して心で感じ、自分の頭で考え、主体

的に行動できる子どもを育むためにも、障がい理

解や総合的な学習時間の有効活用を再度見直し、

子どもたちの教育に関心の高い障がいをお持ちの

方々を講師として招いて、一緒に活動し、気付き

を与える探求学習を行うことを、まずは小・中学
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校の授業で行っていただきたいと強く要望いたし

ます。 

  子どもたちの世界を広げ、困っている方々に遭

遇しても、自然に声を掛けることができる優しい

社会を構築していただきたいと思いますが、区の

見解を伺います。 

○教育指導課長 今、長谷川委員の御指摘、また御

提案は異論のないところでございます。 

  昨年度、令和５年度の実績でございますが、本

区１２校が、実際今、長谷川委員がこうして御指

摘いただきました体験活動を総合的な学習の時間

を用いて実際に取り組んでいるところでございま

す。 

  本区、教育課程を編成する上で、ＳＤＧｓの観

点、また考え方に基づいて、教育課程の編成を学

校には指示しているところでございますので、Ｓ

ＤＧｓの視点に沿って、今、御指摘いただいた福

祉の面又は障がい者理解の面においても、総合的

な学習の時間、それぞれの学校の創意工夫で、計

画又は実施に向けて、我々もサポートしていきた

いと思っております。 

○都市建設課長 ユニバーサルデザインの啓発活動

の一環として、ユニバーサルデザイン担当の方で

も、小学校の高学年を対象に、出張講座等をやら

せていただいております。 

  今後、今、長谷川委員御指摘のような中身につ

いても検討させていただいた上で、実施していき

たいと考えております。 

○長谷川たかこ委員 是非、当事者の方々をお呼び

して学習をしていただくと、健常者の方々が講師

になって、いろいろとお話しする内容とはまた違

った面で様々な気付きを皆さん子どもたちに与え

ることもできます。ですから、当事者の方々を参

画させた形でのユニバーサルデザインの教育とい

うのを是非進めていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、中学校のスポーツ・文化芸術活動の地域

移行について提案をさせていただきます。 

  中学校の部活動は、人間関係の構築や自己肯定

感の向上などの教育的意義だけでなく、問題行動

の発生抑制、学校への信頼感、一体感の醸成など

にも大きく貢献しています。 

  一方で、深刻な少子化の進行により、中学校な

どの生徒数の減少が加速化し、運動部の活動は、

持続可能性という面で、競技経験のない教師が指

導せざるを得なかったり、休日も含めた指導が求

められたりするなど、教師にとって大きな業務負

担となっている現状があります。 

  少子化が進む中で、学校単位で活動する運動部

活動の継続が困難になってきており、今後、子ど

もたちがスポーツに親しむ機会が大きく減少して

しまうおそれもあります。 

  このような事態を避けるため、学校の運動部活

動に代わり、地域においてスポーツの機会を確保

し、将来にわたり子どもたちが地域でスポーツに

継続して親しめる環境を茨城県が率先して行って

います。令和６年度では、国の実証事業を活用し、

総合型地域スポーツクラブ３団体との間で委託契

約を締結しており、スポーツ少年団などの既存の

団体に、可能な限り中学生の受入れをお願いして

おり、これらの団体の指導者は、ほとんどがボラ

ンティアであるそうです。 

  スポーツ・文化芸術活動の地域移行については、

プロの指導が入ることで、子どもの技術向上も期

待できます。学校では、専門のスキルを持たない

教員が指導している場合も多いのに対して、地域

では、スポーツクラブに所属する指導者や公募に

よって選ばれた専門家から指導が受けられる可能

性が広がります。 

  また、地域移行が進むことで、教員の勤務時間

短縮や業務負荷の軽減につながることが期待され

ます。 

  足立区として、全国的に取組が進んでいる地域

移行はどのように考え、今後どのように導入して
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いくつもりなのか。スポーツであれば、サッカー

のような専門のチーム、音楽などの文化芸術であ

れば、東京藝大との連携も考えられます。藝大卒

業生にも区として声を掛け、文化芸術に寄与して

いただけると思います。 

  スキルの高い専門指導者による地域移行を求め

たいと思いますが、区の見解を伺います。 

○教育指導課長 本区におきましては、令和７年度、

次年度から、中学校１校におきまして、プロチー

ム、Ｊリーグ加盟を目指している関東一部リーグ

のプロチームのプロサッカー選手に指導を委託し

まして、実際プロ選手の指導を行っていく、この

モデル事業を２か年計画で始めてまいります。本

区の特徴的な一番の特徴は、平日の部活動におい

ても指導を行っていただけるということです。で

すので、本区の考え方としましては、足立区の生

徒が、ふだんの部活動の活動の中で、より専門的

な指導者の指導を恒常的、また継続的に受けるこ

とができる、そういった部活動の地域移行、この

柱だけはしっかりと踏襲して押さえていかなけれ

ばならないと思っています。 

  その中で、協力してくださるほかのスポーツや

また文化のプロチーム、またプロの方々、また地

域のスポーツ団体の方など、様々な方々の御協力

得られるようであれば、この場をもっともっと広

げていきたい、そういった形で、まずは我々とし

ましては、子どもたちの日頃の日常的な部活動が

しっかりと担保できて、活動が維持できる、そこ

をしっかりと確保してまいりたいと思っておりま

す。 

○長谷川たかこ委員 今、サッカーがモデル試行と

いう形だと思いますけれども、東京藝大御出身の

方々、例えば、ミレニアムシンガーズという方々、

声楽の方々なのですけれども、来年度、全国的に、

よりよい音楽を提供したいということで、活動を

しているところです。今、こちら、藝大があると

いうことで、藝大の在籍生とか、それから卒業生

の皆さん、たくさんいらっしゃると思うのですけ

れども、モデル試行として、スポーツが今サッカ

ーで先行しているのであれば、音楽も是非モデル

試行として、１本やっていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

○教育指導課長 当然、文化面、音楽の面でも、モ

デル事業を行ってまいりたいと思っておりますが、

モデルを行う際に、例えば、今、学校が維持管理

している楽器の管理はどうしていくか。また、そ

のような芸術家の方々が、平日４日から５日、部

活の活動をしている中で恒常的に来ていただける

か、そういったところも御相談させていただきな

がら、当然、文化面の部活においても、モデルを

令和７年度、令和８年度、検討を行っていかなけ

ればならないと考えております。 

○長谷川たかこ委員 是非、来年度、文化芸術につ

いても、サッカーと同じように、モデル的な試行

ができることを希望しておりますので、是非建設

的にお考えいただければと思います。 

  次に、カスタマーハラスメント対策について提

案をいたします。 

  人格や尊厳を侵害されたりする行為が、近年社

会問題化しており、東京都は、客が行う迷惑行為

や悪質なクレームなどのカスタマーハラスメント

を防ぐ全国で初めての条例を制定しました。 

  事業者のお客様とのやり取りで暴言が多いこと

は、様々な業種から聞き及んでおります。足立区

においても、カスタマーハラスメントに当たる行

為が何かを区民に周知することで、当該行為に当

たる可能性のある方については、御自身の気付き

につなげることが最も重要であると考えます。 

  どのような行為がカスタマーハラスメントに当

たるかを知らせる講座での啓発活動やチラシも同

様に、区として作成しながら、区のイベントや広

報での周知啓発活動、カスタマーハラスメント防

止啓発・予防月間の制定を行いながら、積極的な

取組を是非とも進めていただきたいと思います。
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いかがでしょうか。 

○産業経済部長 区内の企業でも、カスタマーハラ

スメントを受けた企業があるというふうなお話は、

アンケート等をしまして聞いております。 

  そういった被害をやはり防ぐために、消費者セ

ンターといたしましては、ホームページですとか、

ＳＮＳによる発信、それから、講座なども開設を

いたしまして、カスタマーハラスメントの防止等

に努めております。 

○長谷川たかこ委員 小学校、中学校、高校におい

ても、区教育委員会として、カスタマーハラスメ

ントに対する学習指導の一環として学びを入れる

べきだと思います。いかがでしょうか。 

○教育指導部長 学びの中でどのように取り入れら

れるかというのは、一度検討してみたいと考えて

おります。 

○長谷川たかこ委員 東京都としても、条例制定に

なりましたので、是非、教育委員会の方でも、子

どもたちに対する学びの場をつくっていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、もう１分を切ってしまったのですけれど

も、発達障がい特性の巡回についてお伺いいたし

ます。 

  保育園については、巡回指導、それから気付き

の仕組み、２本があるということをお聞きしまし

た。是非とも足立区においては、私立の幼稚園に

対して、気付きの仕組みという部分に、より焦点

を当てて、メニューとしてつくっていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○長沢興祐委員長 支援管理課長、簡明に願います。 

○支援管理課長 私立保育園への気付きの仕組みの

拡大でございますが、今、話題になっております

５歳児健診等含めてどうあるべきか、検討を進め

ていきたいというふうに考えております。 

○長谷川たかこ委員 分かりました。 

  ５歳児健診ということで、私の方も、そちらの

方でいろいろと研究調査し、提案をこれからもさ

せていただきたいと思います。 

  本日はどうもありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 この際、審査の都合により暫時

休憩いたします。 

午前１１時５９分休憩 

午後 １時００分再開 

○長沢興祐委員長 休憩前に引き続き委員会を再開

いたします。 

  都民ファーストから質疑があります。 

○佐藤あい委員 こんにちは。最終日、午後のお時

間となりまして、お疲れが出てくる頃かと思いま

すけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

  では、日暮里・舎人ライナーの混雑対策から伺

いたいと思います。 

  現状、各会派からも様々な質疑がなされており

ますけれども、改めて課題認識の整理と提案を私

たちからも行いたいと思います。 

  混雑率の上昇に伴う対策として、ロングシート

の導入や朝の便数の増加など、様々な対応策を足

立区から東京都へ要望し、実施をしてきていると

認識をしております。 

  全車両のロングシート化以外に、車両対策等で

でき得る施策はあるのでしょうか。 

○交通対策課長 ロングシート以外で、もうやって

いるのですけれども、ドアの両開き、今まで片開

きだったのですが、両開きだとか、あと車両とし

ましては、混雑緩和ではないですけれども、今、

防犯カメラの設置だとか、付けたり、いろいろ快

適な環境づくりをしております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。混雑対策

というところだけではない部分もあるのかなと思

ったのですけれども、では、足立区から東京都へ

バス路線の活用を含めた提案も行っていると伺っ

ております。 

  その上で、ポイントは二つあると考えておりま

す。 

  まず一つ目が、費用面です。費用面と利便性の
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２点あると思っておりまして、費用面に関しては、

先日の質疑の中でも、区長からも御答弁いただき

ました実証実験のバスに関しては、日暮里・舎人

ライナーの定期が活用できないかという観点です。

実際に全国でも事例を見ますと、神戸のポートラ

イナーでも同様の社会実験を行っていると。朝の

ラッシュ時間帯に、ポートライナー定期券所有者

が路線バスを無料で利用できるように、共通乗車

証の交付を行い、実証実験を行っております。そ

のようなスキームを是非この日暮里・舎人ライナ

ー混雑緩和でも活用できないかがポイントになる

と感じます。 

  そして、二つ目が、利便性のお話です。副区長

や交通対策担当部長も、実際にバスに乗って時間

や混雑状況を計測されたとのお話がありましたけ

れども、バスに変更すると時間が掛かってしまい、

大幅に不便になると。そうなると、分散を促すこ

とが難しくなってしまうと思います。その上で、

特に混雑するという観点やバスの車両基地もある

江北駅を起点としたバス運行、またバス運行に関

しては、日暮里・舎人ライナーとの時間の差異を

縮めるためにも、バスの走行時間の時短のために

も、急行対応なども都に求めることも選択肢の一

つとして必要ではないかと考えますが、いかがで

しょうか。 

○交通対策課長 まず費用面ですが、費用面につき

ましては、今東京都と打合せ中で、どちらが負担

するか、役割分担等を決めているところでござい

ます。 

  あと、バスの急行、スピードを重んじて目的地

まで着く件ですけれども、全部の駅に、例えば、

今バス路線の駅に止まらないで、江北駅を出たら、

次は西日暮里駅、日暮里駅とかいうことで、止ま

るところを短縮して対応していきたいと考えてお

ります。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。今後も、

足立区と東京都で、様々な実証実験を含めた議論

などを行っていくと考えておりますが、足立区か

らも、引き続き、区民のリアルな声を届けていた

だきたいと思います。 

  最後に、区の意気込みをお聞かせいただけます

でしょうか。 

○都市建設部長 今、佐藤委員御提案あったとおり、

二つポイントがあったと思います。 

  日暮里・舎人ライナーとバスの共通化とあとバ

スの時間短縮ということなのですが、いずれにし

ましても、東京都交通局と連携して、区民の利便

性向上のために取り組んでまいります。 

○佐藤あい委員 是非よろしくお願いいたします。 

  では、次に話題を変えまして、一定でも触れさ

せていただいたがん検診の受診率に関しまして、

少し再度確認をさせていただければと思います。 

  足立区のがん検診受診率は、例えば、乳がん検

診ですと、４０歳から４４歳が２９％、子宮頸が

ん検診ですと、３０歳から３４歳は２７．９％な

ど、特に子育て世代では、３割前後にとどまって

おります。区の検診以外で受診している方もいる

ことは考えられますが、厚労省の国民生活基礎調

査でも、全国的に若年層の受診率の低さが課題と

されております。 

  こうした状況を踏まえ、区の受診率をどう評価

し、課題をどう認識されているのか伺います。 

○衛生管理課長 今、佐藤委員御指摘のとおり、が

ん検診、特に若年者層の受診率が低いというとこ

ろは課題だとは思っております。 

  そういったところも踏まえまして、毎月１回、

医師会の先生方と検診事業打合せということで意

見交換をさせていただいて、課題解消に努めてい

るところでございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。国立がん

研究センターのデータによりますと、ＡＹＡ世代

のがん患者は、女性が８割を占めており、２５歳

を超えると、急速に増えると報告されております。 

  令和５年度に区の子宮頸がん検診を受診したこ
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とで、３０歳から３４歳では、足立区の４人の方

が子宮頸がんを発見をされている。そして、乳が

ん検診受診された４０代に関しては、９人の方が

乳がんを発見をされていると。 

  若年層や子育て世代のがん発見の実態、そして

早期発見の重要性に関しては、どのように区とし

ては受け止めておられますでしょうか。 

○衛生管理課長 こちらも、佐藤委員御指摘のとお

り、がんというのは、早期発見、早期治療、これ

がもう全てだと思っておりますので、その点も医

師会と共有認識を持って取り組んでいるところで

ございます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。先ほどの

国民生活基礎調査ですとか、あと被保険者、被扶

養者別に見た子育て世代女性における健康管理状

況と健康診断に関するニーズ調査というデータで

も、子育て中の女性に対して伺ったものの中には、

検診時間の短縮をしてほしいとか、費用軽減、そ

して、子連れ託児対応などのニーズが挙げられて

おりますけれども、足立区においては、こういっ

た子育て世代のニーズについては、確認をされて

おりますでしょうか。 

○衛生管理課長 実際に、この子育て世代、子連れ

受診というところのニーズをしっかりと確認した

というところではございません。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。若年層で

もがんも発見をされるという中で、検診を受けや

すくする取組は、命を守るために不可欠です。進

行がんの発見は、本人や家族の影響だけではなく、

区の医療費負担増にもつながってまいります。こ

のため、子育て世代の受診率向上に向けた積極的

な施策が必要と考えております。 

  先ほどの調査でも、検診時に子連れ可能や託児

ありと明らかにすることが、受診を促す材料にな

ると示唆されております。 

  足立区において、３点、健康診断に関するニー

ズ調査を行っていただく、託児・子連れ可能と区

民が分かりやすい体制づくりを行う、若年層子育

て世代の検診受診勧奨キャンペーンを行う、これ

らについて、区の認識と今後の方針を伺えますで

しょうか。 

○衛生管理課長 今３点ございました。 

  まず１点目、ニーズ調査なのですけれども、今

後どのような形で、対象者の方から御意見いただ

けるかどうかは考えてみたいと考えております。 

  ２点目なのですけれども……。 

○佐藤あい委員 託児、子連れかが分かるような。 

○衛生管理課長 申し訳ございません、ありがとう

ございます。 

  託児なのですけれども、医師会の先生方に意見

をいただいたところ、医療機関で検診受診時に、

子連れ受診をまた拒むものではないというコメン

トをいただきました。むしろ、もし拒むところが

あったら、すぐ医師会として注意をするというぐ

らいのコメントでした。 

  ただ、その中で、医療機関として子連れ受診可

能ですよというところを表立ってうたってしまう

と、子どもの責任の所在というところも医療機関

の心配のところなのかなと思っておりますので、

そのあたりの出し方、またどういった表記ができ

るのかは、医師会と協議したいと思います。 

  また、区としましても、検診もそうなのですが、

ホームページ等であれば、例えば、一時保育、一

時預かりの事業者等の紹介等はできるのかなと考

えております。 

○衛生管理課長 すみません、３点目の……。 

○佐藤あい委員 子育て世代の検診受診勧奨キャン

ペーンを。 

○衛生管理課長 ありがとうございます。受診勧奨

キャンペーンなのですけれども、現在も、若年者

層、またほかのターゲットに向けても、再勧奨等

を行っているところでございます。なので、引き

続き、そちらも力を入れて行っていきたいと考え

ております。 
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○衛生部長 最後の子育て世代に勧奨していくとこ

ろですけれども、来年度から、３０歳になる方で

子宮がん検診を一度も受けていない方には無料ク

ーポンをお配りする、そういった予算を今回計上

しております。 

  また、今年の２月から始めましたけれども、で

きるだけ日曜日に乳がん検診など、時間が掛かり

ますので、受けられるところも医師会と一緒に用

意して進めてまいりました。ですので、こうした

できるだけ働いている方、子育てしている女性で

も受けやすい環境は、これからも構築してまいり

ます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。是非その

ような新たな施策も、当事者の方々に届くように

周知の強化をしていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、話題を変えます。不登校施策について、

４日目の質疑で途中となっていた部分の方、確認

をさせていただければと思います。 

  スクールカウンセラーや先生、教育相談の担当

によって、支援メニューの情報提供に差があると

いう点を先日挙げさせていただきました。支援の

均質化を図ることは重要であると考えます。研修

強化や情報共有の小まめな実施を要望をしたとこ

ろでございます。 

  そのような中、スクールカウンセラーの方や担

任や管理職の方も含めて、どの支援メニューをい

つどのように伝えるべきか迷われているケースも

あると聞いております。特に、全然情報を教えて

もらえないとおっしゃる保護者がいる一方で、学

校以外の支援を案内されたことで、学校から見放

されたと受け止めてしまう保護者もいると。これ

はもうタイミングもあると思います。伝え方も難

しい側面、あるかと思います。そのため、保護者、

学校双方にメリットのある形で、支援メニューを

適切に伝える方法を検討する必要があると考えま

す。 

  例えば、長野県で導入をされております子ども、

保護者と学校、市町村を結ぶきっかけづくりのた

めのコミュニケーションシートのように、民間団

体が公開をしている学校への依頼文フォーマット

を活用するなど、保護者が学校に伝えたいことや

希望することを整理しやすくするツールを足立区

でも導入をしていただき、こちらを使用すること

を強制するのではなく、支援時に紹介をしたり、

ホームページなどで周知をすることも一つの方法

ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○教育相談課長 教育相談員とか、ＳＳＷ、スクー

ルカウンセラー、それぞれの立場で違った御案内

をしてしまうといけないので、その辺は研修を強

化することによって、どの方に相談しても同じよ

うなメニューを紹介してもらえるような、そのよ

うにしていきたいと考えております。 

  また、御提案のありました長野県のことですけ

れども、活用状況を確認しまして、学校現場の意

見も聞きながら研究していくとともに、あと、今

後も相談者が相談しやすい環境を整えていくのが

一番だと思っておりますので、そのように進めて

いきたいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。やはり必

要な方に必要な情報を届けるという観点に関しま

しては、これまでも提案をさせていただいている

子ども食堂マップのようなフリースクール等の居

場所マップの作成についても、一つの方法かと思

っております。 

  例えば、平日の日中に開いている区内の子ども

食堂では、不登校のお子さんが昼食を取ったり、

保護者が相談をしているという事例もあることか

ら、フリースクールに限ることなく、様々な居場

所ということが、情報が見える化されるというの

も重要かと思います。今現状は、この見える化が

されていないことで、必要な方に届いていないと

いう現状があります。不登校の子どもたちが、地

域で安心して過ごし、成長をしていくために、こ
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うした多様な居場所情報を集約、整理をしていた

だいて、迅速に届ける必要があると考えます。 

  区として、全庁的に横断して、例えば、教育委

員会、地域のちから、あだち未来支援室、福祉部、

生涯学習支援室、あとは、道路公園整備室など、

横のつながり、連携をしていただきまして、そう

いった居場所、多様な居場所というものを集約を

していただければと思うのですが、この点につい

てかがでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 先日の本会

議でも答弁させていただいたとおりでございます

けれども、まずは、区の中で、どのような居場所

が展開されているかというところについて、庁内

で共有させていただいて、それを踏まえて、どう

いった形で周知させていただくのが、区民の方に

とって使い勝手がいいかというところについては、

全庁的に調整させていただきながら、検討させて

いただきたいというふうに考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。川崎の方

でも活用されている街のとまり木マップのように、

このフリースクール、子ども食堂に限らず、カフ

ェですとか児童館、民間の学童などで、不登校の

お子さんを受け入れますよと手を挙げてくださっ

ている、そういった場所を可視化をしているとい

う事例もあります。このような取組は、地域全体

が、登校の子どもたちを支える土壌が形成をされ

るという点もあるかと思います。 

  地域の意識醸成を図る意味でも、地域、民間で

すとか、児童館ですとか、カフェ等も含めて、広

く居場所として手を挙げていただけるような関係

性を区が是非つくっていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 今、子ども

食堂を含めて、ＮＰＯ活動支援センター中心に、

団体等の共有ということで、いろいろ打合せ会等

も行われておりますので、地域の方々の御協力も

得られるような形で、先日の答弁でも、区の図書

館ですとか、学習支援センター含めて、どのよう

なところが居場所になるかといったところは、検

討していきたいというふうに考えております。 

○教育指導部長 ただいま不登校のポータルサイト

も作成中でございます。こういったところにも居

場所の情報などを載せてまいりたいと考えており

ます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。今おっし

ゃっていただいた不登校のポータルサイトで見や

すく情報が集約されるというのも、とてもありが

たいなと思っております。 

  また、川崎市同様に、ダウンロードが可能な形

式で、是非公開ができるようになりますと、学校

ですとか相談窓口などで印刷をして配れるという

ようなことも一つ、やはり紙で渡せる方が、説明

しやすいという場面もあるかと思いますので、そ

ういったダウンロードが可能な形式での公開につ

いても御検討いただければと思いますが、いかが

でしょうか。 

○あだち未来支援室長 マップというと、紙かウェ

ブかということはよくある話なのですけれども、

どうしてもこの居場所のところについては、全然

私たちも把握し切れていない部分があるので、更

新頻度が比較的高くなると思います。なので、ウ

ェブを基本にして、そこからダウンロードすると

いう仕組みに恐らくなろうかというふうに思いま

す。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。よろしく

お願いをいたします。 

  最後に、不登校は、本人や家族、家庭だけの問

題ではなく、地域と行政が一体となって支えるべ

き社会的課題だと思います。学校に行けない子、

学校に行かないことを選んだ子、そういった子ど

もたちをどう支えて、どう学びの機会を提供する

かというのは、区の未来を担う子どもたちの健や

かな成長に直結するかと思います。 

  また、不登校施策推進担当課が新設されますけ
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れども、形だけの再登校の支援にならないように、

子どもの個々の状況に応じた休養、回復、学びの

場を保障をしていただいて、当事者理解を深める

取組を、区として取組を進めていただきたいと思

います。最後に決意を伺えますでしょうか。 

○教育相談課長 今、佐藤委員おっしゃるとおりだ

と思っておりますので、そのように進めてまいり

たいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。よろしく

お願いいたします。 

  次に、話題を変えまして、スポーツ振興につい

て伺いたいと思います。 

  区内での観戦機会の創出について、先月、２月

に、総合スポーツセンターにて、Ｖリーグの区民

無料観戦が２日間で合計４０組招待をされたと思

います。エスコートキッズの募集などもあったか

と思いますが、これらの申込み状況はいかがだっ

たでしょうか。 

○地域のちから推進部長 申し訳ありません。ちょ

っと手元にすぐ数字が出てこないのですが、定員

の倍以上の申込みがあったと記憶しております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。スポーツ

振興、地域全体の活力向上と持続可能な発展に寄

与すると考えております。味の素スタジアムでの

観戦機会もあったかと思いますけれども、こちら

も、人数の方は、直近ではいかがでしょうか。 

○地域のちから推進部 昨年の募集に対しましても、

募集人員を超える応募がありましたが、今回は、

ちょっと周知期間が短かかったせいか、募集定員

よりも若干下回ったような記憶をしております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。思ったよ

り、昨年ですと、応募が上回っていたというとこ

ろで、多くの方が申し込まれたのだなと感じまし

た。というのも、距離的にハードルを感じるなと

いう部分もありましたので、どのぐらいの観戦の

希望の方がいたのかなと感じておりました。 

  ただ、距離的にやはりハードルを感じるという

お声もある状況ではありますので、是非、足立区

内での観戦機会も更に増やしていただいたりです

とか、競技種目の拡大を検討いただければと思う

のですが、今後の方針を伺えますでしょうか。 

○地域のちから推進部長 私も、トップのカテゴリ

ーではなくても、プロの方々の競技を近いところ

で総合スポーツセンターとかで見ていただきたい

と思って、今まで、様々工夫を重ねてきて、関係

団体の皆さんと交渉してきたのですが、近年にな

って、会場の集客人数の制限がかなり入ってきて

いるということで、先日も、実は、Ｔリーグの関

係者の方とお話をする機会があったのですけれど

も、近いうち２，０００人が最低規模になります

よというお話もいただいたりしております。どう

いうことができるのか、引き続き、検討して、調

整していきたいと思っております。 

○佐藤あい委員 よろしくお願いいたします。課題

はあるかと思いますけれども、是非、区民の観戦

機会創出をよろしくお願いいたします。 

  スポーツ振興という意味でも関わってくる中学

校の運動部地域移行、午前の長谷川委員の質問に

もありましたけれども、少し触れたいと思います。 

  令和７年度から、部活動の外部委託モデル実施

となるということで、先ほども御説明いただいて

おりますけれども、新田の学校でモデル実施をす

ることになった経緯を教えていただけますでしょ

うか。 

○教育指導課長 モデル事業を実施する上で、本区

は、まず教員の負担軽減をモデルとして実証実験

を行うことを目的としてプロを入れましたので、

まずは、先生たちに、このプロを入れることで負

担増にならないということを、まず考えました。

そういった中で、新田学園で今、サッカー部の顧

問をしてくださっている先生は、中体連の中核を

担っているサッカー部の一生懸命やってくださっ

ている先生ですので、このモデル事業を実施する

上で、より効果検証ができる、そういったものを
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判断し、まずは新田でということを計画しており

ます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。新田は条

件が整っていたというところはあるかと思います。

ただ、足立区内３５校中学校がある中で、新田の

方式を全校に導入というのは、難しいのかなと思

います。 

  近年では、クラブチームでも試合に出られる競

技、増えていると伺っております。 

  そこで、今後の展開として、区内エリアごとに

拠点校を設けるなどして、例えば、サッカーは○

○中学校、野球は○○中学校みたいな形で、活動

を集約していく方法については、どのようにお考

えでしょうか。 

○教育指導課長 今、御提案いただきました案につ

きましては、まずは、生徒、そして保護者、区民

の皆様のコンセンサスが必要かと思っております。

足立区、特に、中学校の部活動に対する御期待が

大変多うございますので、皆様の御意見を聴取し

ながら、よりよい形での未来に継続できる部活動

を推進していきたいと思っております。 

○佐藤あい委員 是非よろしくお願いいたします。 

  部活動の外部委託、地域移行を進めていくに当

たっては、足立区はやはり広域ですので、ほかの

自治体が行っているやり方をそのままというわけ

には難しいと思います。是非、足立区独自の部活

動システムを構築をしていただいて、この区内の

人材も、いかに活用するかというところが重要か

と思います。 

  地域のスポーツクラブの連携をしていただくの

も一つかと思いますし、そういった方々に、部活

動のコーディネーターのような形で配置をさせて

いただいて、このプロとの連携ですとか、地域の

理解のある方が、指導員の確保、マッチングを行

っていただくということも検討してかがでしょう

か。 

○教育指導課長 ただいま御提案いただきました案

は、それが実現すると、大変大きな成果を上げる

と考えております。それを行う上では、今教育委

員会教育指導課が窓口で行っておりますが、受皿

も検討しながら、広く区民の皆様へ御協力いただ

けるような形を模索していきたいと思っておりま

す。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。是非、ま

ず、地域のスポーツクラブの皆さんとも意見交換

等を進めていただければなと思います。 

  次に、高齢者施策についても、先日、途中にな

っておりました。エンディングノートの講座、じ

ぶんノートについて、書き方講座などを行ってい

ただいていると思うのですが、何度かもらったけ

れども書いていないよとか、どこかに行ってしま

ったというお声も残念ながら多く聞かれておりま

す。せっかくの取組を実効性のあるものにしてい

くためにも、単なる配布ではなく、書く機会を増

やすこと、重要かと思います。 

  じぶんノート活用セミナーとして、シリーズ化

をして、是非参加者の方が、自分のエンディング

ノート、じぶんノートを持参しながら、テーマご

とに記入を進めるような内容見直しもしていくよ

うな仕組みをつくることが有効ではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○医療介護連携課長 今御提案いただいた件につき

ましては、検討させていただきたいと思っており

ます。 

○佐藤あい委員 是非よろしくお願いいたします。 

  また、足立区では、単身高齢者の数６万２，０

００人を超えたというようなお話ありました。独

り暮らしで亡くなってしまう、そして、区で火葬

を行う件数というのも、今後年々増えてしまう可

能性が高いと予想されます。 

  昨年も提案をさせていただいておりますけれど

も、この終活情報登録というのも、検討が必要で

はないかと考えますが、区としての検討状況、い

かがでしょうか。 
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○医療介護連携課長 終活情報登録、豊島区ですと

か、江戸川区でやっているところを今、研究させ

てもらっていますけれども、新しく社会福祉協議

会で、いろいろ事業は新規で始めるようですので、

その状況も踏まえながら、見極めていきたいと考

えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 次に、是々非々の会から質疑が

あります。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いします。 

  ８月１５日、終戦記念日ですけれども、昨年の

終戦記念日、私は、足立区から靖国神社まで、五、

六十人の子どもたちも含めて、あと、今ＷＢＯの

世界バンタム級チャンピオンの武居由樹選手も一

緒に、１００人ほどで靖国神社まで歩いて参拝に

行きました。本当に真夏で暑い日ですから、歩い

て苦しい思いをするのですけれども、子どもたち

と一緒に歩きながら、兵隊さんたちは、本当に日

本を守るために、こんなにつらい思いしながら戦

ってくれたんだよ。だから絶対に戦争やっちゃい

けないんだということを、一緒に歩いて帰りなが

ら話をしてきたのですけれども、往復３０キロ、

徒歩にして６時間ですから、本当に大変な思いを

しました。大体４万歩ですか、歩いて、次の日も

足がぼろぼろで歩けないぐらいになったのですけ

れども、ただそれだけの思いを子どもたちと一緒

にしたというのは、自分自身も大変いい経験にな

ったなと思います。 

  お伺いしたいのですけれども、足立区でウォー

キングチャレンジ、やっています。１月にウォー

キングチャレンジの結果が報告ありましたけれど

も、ウォーキングチャレンジ、自己申告でなって

いますから、トップ５の方々を見ると、大体３万

歩、皆さん歩いているのです。１位の方は、毎日

５万４，０００歩歩いていると。随分健脚な方が

いらっしゃるんだなと思うのですが、これ、様々

なアプリがもう出ていますから、自己申告ではな

くて、しっかりとしたデータを基にウォーキング

チャレンジ、できるようにすべきかなと思うので

すが、そのあたりいかがですか。 

○地域のちから推進部長 気軽にというところから

入っているわけですけれども、今、へんみ委員御

発言のとおり、自己申告というところでやってい

くのも限界がいつか来ると思っております。どう

いうアプリがいいのか含めて、検討させていただ

きたいと思っております。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いいたします。 

  それから、保護猫の譲渡会についてなのですけ

れども、議会棟でやれば、屋内での譲渡会をでき

るようになるのではないですかという提案をしま

して、そのときに、当時の議長の工藤議員にも御

賛同いただいた結果、議会棟で保護猫の譲渡会が

できるようになりました。 

  １月にも、譲渡会が開催をされて、私も見に行

って大盛況、本当に屋内できるようになってよか

ったなと思いますから、関係者の皆さんに本当に

御礼を申し上げます。 

  ２月に、生物園でも保護猫の譲渡会が行われた

のですが、そちらへ行かれた方いらっしゃいます

か。いらっしゃらないですね。生物園での譲渡会

は、ＮＰＯの方々が、生物園に譲渡会を是非やり

ませんかという働きかけをして、生物園の指定管

理の方で、では是非一緒にやりましょうというこ

とで、２月に譲渡会が開催をされました。そこに

私も見に行きましたけれども、そこも本当に大盛

況で、譲渡会をやった結果、猫が１４匹、それか

ら、犬が１匹、申込みがあったということでした。

それも生物園ですから、入場料３００円を払って、

それでもその譲渡会に来てくださるという方々が

４００人以上、大人だけで４００人以上いました

から、本当にこれはニーズもあることなのだなと

つくづく実感をしております。 

  これは、ＮＰＯの方々と、それから、指定管理

者と一緒に共同ですばらしいことができた好事例
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だと思いますから、是非こういうことをほかでも

できるように進めていただきたい。 

  例えば、ギャラクシーですとか、都市農業公園

の施設ですとか、いろいろなところで譲渡会も開

催できるように、区としてバックアップしていた

だきたいと思いますが、いかがですか。 

○パークイノベーション推進課長 今回、生物園、

御覧いただきありがとうございました。 

  生物園の事例もありますように、指定管理者で

すと、ある程度フレキシブルに対応できると思い

ますので、都市農業公園とかでもできるかどうか

検討させていただきたいと思います。 

○へんみ圭二委員 是非、３月も、生物園でまた譲

渡会を開催するということですから、そちらも区

の皆さん見に行っていただいて、ＮＰＯの皆さん

と指定管理の皆さんと、是非動物愛護の面も進め

ていただきたいなと思います。 

  次に、主権者教育についてお伺いをしていきた

いなと思います。 

  その前に、投票率向上について、我々の会派と

しては、投票済証をしっかりとしたものを作って、

投票率向上を目指すべきではないかと質問をして

おります。ただ、執行機関の皆さんからは、投票

済証ではなくて、初投票の記念証書、１８歳、１

９歳に向けて行うということなのですが、ただそ

こだけにターゲットを絞らないで、全世代に向け

た投票済み証を発行すべきではないかという提案

をしております。 

  その点については、改めて区としてかがですか。 

○選挙管理委員会事務局長 これまでの答弁の繰り

返しになってしまいますけれども、私どもとして

は、まず、初めて投票するような方に向けて、投

票済証をまず発行していきたい。その成果を見な

がら広げていくというふうに考えております。 

○へんみ圭二委員 初投票記念証書ではないと駄目

な理由というのが、そこだけにターゲットを絞っ

てということなのですが、ただ全世代的に、足立

区は投票率が低い状況です。ですから、投票済証

をということを求めているのですが、例えば、そ

のデザインについても、明るいポスターコンクー

ルを区ではやっていますから、明るいポスターコ

ンクールで入賞した子どもたちの絵を投票済証に

すれば、多くの子どもたちがきっと喜んでくれる

のではないかなと思います。 

  ですから、そのあたりも含めて、是非、投票済

証の発行について、事務局がやらないと決めるの

ではなくて、選挙管理委員の皆さんとしっかりと

定例会の場で議論をしていただきたいと思うので

すが、いかがですか。 

○選挙管理委員会事務局長 今回、今度の都議選に

向けて、今、事務局の方では検討しておりますけ

れども、これについては、しっかりと４人の委員

の皆様にお示しして、御意見を伺った上でやって

まいりたいというふうに思っております。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いします。 

  教育委員会の方に伺いたいのですが、明るいポ

スターコンクールについては、今、希望者が参加

をしているという状況なのですけれども、これは

例えば、図工とか美術の授業の一環として取り入

れて、全校で明るいポスターコンクールに取り組

むということはできないでしょうか。 

○教育指導課長 まず、学校の美術の中の限られた

時間の中で、様々な学習指導に示されました学習

内容を行っていくというのが大前提となりますの

で、まずはそれをしっかりとというところになり

ますが、それに併せて、ポスター作りが、美術の

中でできるかどうかというところも、全校ででき

るかどうか、少し時間をいただきながら、検討し

ていかなければいけないなと思っております。 

○へんみ圭二委員 例えば、明るいポスターコンク

ールに向けて作った絵を各種選挙の際に、投票所

の近くで掲示をすれば、きっとおじいさん、おば

あさんも、お孫さんの絵を見たくて投票所に来て

くれる、投票率アップのところにもつながってく
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ると思いますから、そこは、教育委員会と選挙管

理委員会でしっかりと連携をして、是非、全ての

子どもたちが、選挙について１回は真剣に考える

という機会を教育委員会も一緒につくっていただ

きたいのですが、いかがですか。 

○教育指導課長 今、へんみ委員御発言のあったこ

とに関しましては、当然、主権者教育の一環で、

我々も行っていかなければいけないところと思い

ますので、選挙管理委員会と連携を図りながら、

やっていきたいと思います。 

○へんみ圭二委員 お願いします。 

  午前中に、長井委員からも、ららテラス北綾瀬

の期日前投票所についても、そこは、まちの状況

を見て考えていきたいということでした。ただ、

これ令和４年に、ららテラス、大型商業施設がで

きるということが決まって、そのときに、三井不

動産と期日前投票所も設置できるように協議をす

べきではないですかと、エリアデザインの委員会

で質疑をしたときに、協議をしていきたいという

お話をしていたのです。ですから、三井不動産と

の協議の状況というのはどうなのでしょうか。 

○選挙管理委員会事務局長 私どもとしては、まだ、

先ほども答弁申し上げましたけれども、そういっ

た状況を見ながら、三井と……。 

○へんみ圭二委員 大丈夫です。その当時、選挙管

理委員会が協議をすると言っていたのではなくて、

エリアデザインの方で、まちづくりの方が協議を

すると言っていたのですが、そこについては協議

されているのですか。 

○エリアデザイン推進室長 委員会の中でお話があ

ったことについては、三井不動産の方には伝えて

ございます。 

○へんみ圭二委員 その期日前投票所を区がやると

なった場合に、三井不動産は、それをららテラス

でできるということはあるのですか。 

○エリアデザイン推進室長 先ほどの答弁でもござ

いましたけれども、まだ現場もできておらずに、

どういう状況にあるのか分からないというところ

ですので、今後の状況を見ながらというところで

話をしてございます。 

○へんみ圭二委員 ですから、例えば、区が、では、

ららテラスで期日前投票所を設置しようとなった

ときに、ただ、期日前投票所を設置するスペース

がないとなってしまっていけないから、もう建設

をすると決まった段階から協議をして、期日前投

票所を設置できるスペースは造られるようにすべ

きではないですかということで、お話をしていた

のですが、これからでは、ららテラスで期日前投

票所を設置しようと区で決めた場合に、設置でき

るスペースがあるかどうかというのは、まだ分か

らないということですか。 

○エリアデザイン推進室長 実際の建設の図面等に

ついては、詳しくこちらの方にはお見せいただい

ていないので、中にできるかどうかというところ

は、確認はできていないところです。 

○へんみ圭二委員 もうでもあれだけ出来上がって

いて、６月にオープンするわけですから、期日前

投票所、設置できるスペースがあるのかどうかと

いうのは、それはもうはっきりと分かるはずです

から、その点についても確認した上で、しかも、

あの地域というのは、投票率が非常に低い地域な

のです。私が自分が投票している東加平小学校な

のですけれども、自分が立候補した１期目のとき、

東加平小学校は、多分一番下か、下から２番目ぐ

らいに投票率が低かったので、これはもう自分自

身は落選したなと思ったぐらいに投票率の低い地

域ですから、是非、ららテラスに期日前投票所を

設置して、投票率を上げていくということは、も

う少し真剣に考えていただきたいと思います。 

  それから、ららテラス北綾瀬については、喫煙

所も、ロータリーができた場合には、喫煙所の設

置をということで、３年ほど前から議会でも何度

も要望してきましたが、ただ、ららテラスに喫煙

所ができるから、ロータリー内には喫煙所は造ら
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ないということです。 

  ららテラスの開業時間、営業時間というのは、

朝何時からになるのでしょうか。 

○エリアデザイン推進室長 基本的には１０時頃だ

と思うのですけれども、中に店舗が入る、例えば、

カフェですとか、そういうものによって時間は異

なるところがあるというところです。 

○へんみ圭二委員 通勤客の方々が一番多い６時台、

７時台というのは、恐らく喫煙所を使うというの

は難しいのではないかなと思います。私も、今は

たばこをやめましたが、昔たばこを吸っていたと

きには、電車に乗る直前にたばこを吸いたいので

す。電車に乗る前に吸って、ニコチンをためてか

ら移動したいというのが、喫煙者、元喫煙者とし

ては、自分自身、そうだったなと思いますから、

是非そのロータリーにちゃんと喫煙所を造って、

ポイ捨てが発生しないような状況というのはつく

っていかなくてはいけないのではないかなと思い

ますが、いかがですか。 

○地域調整課長 へんみ委員からも、北綾瀬の喫煙

所の方、聞いております。しょうぶ沼公園の方に

昨年造りましたので、まずはその様子を見ながら、

まちづくりの動向を見て、ららテラスの開業後の

状況を見てから、北側への喫煙所の整備について

は考えたいと思っております。 

  ただ、それでは遅いので、今からでも喫煙スペ

ースがないか、喫煙所を設置するスペースがない

かについては、調整を進めているところでござい

ます。 

○へんみ圭二委員 あの辺り、今マンションがたく

さん本当に造られていますし、それからバスの乗

り入れも増えるということですから、駅の利用客

数は増えます。ですから、今から喫煙所の対策も

しっかりとしていかなくてはいけないと思います

し、更に言えば、あの辺りは禁煙の禁止区域にな

っていませんから、今、監視員の方々もいません

し、そこもちゃんと喫煙所を設置して、そして指

定地域に指定をした上で、監視員の方々にも回っ

ていただくということが必要になってくると思い

ますから、その点については、まちの皆さんとし

っかり協議をして話合いをしていただきたいので

すが、いかがですか。 

○地域調整課長 へんみ委員おっしゃるとおり、人

の流れが変わると思いますので、地域の声も聞き

ながら、まず喫煙所がないと、特定区域にすると、

なかなか厳しいところありますので、セットで考

えていきたいと思います。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いします。 

  あとは、綾瀬の西口の高架下、あそこはもう２

０年ぐらいずっとシャッター通りになっているか

ら、区として何か活用してくださいと、５年ほど

前から言い続けて、ぐるぐるを造って活用してい

ただくようになりました。 

  西口の高架下のところ、屋根がこの間にないの

で、ここも屋根を造って通行しやすいようにして

くださいというお話を以前からしているのですが、

これは現状、いかがですか。 

○都市建設部長 今の御質問の件は、本会議答弁で

も差し上げましたが、今、所有者が、ＪＲと東京

メトロと、あと、店子さんがいらっしゃいますの

で、そこら辺の権利関係を調整しつつ、何とか屋

根が付けられるように、準備といいますか、協議

を進めているところでございます。 

○へんみ圭二委員 ありがとうございます。 

  こちら側の反対を見ますと、もう屋根が付いて

いる部分があるのです。ですから、付けられない

ということはないと思います。ただ、これ、撮影

しても、朝９時でこんな暗い状況なのです。です

から、ただ付ければいいというものではなくて、

これも前から申し上げていますが、もう少し明る

い雰囲気になるように、絵を描いたりだとかとい

うのも、もう何年も前にお話ししましたが、この

西口の高架下、明るい雰囲気になるようにしてい

ただきたいと思います。 
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  併せて申し上げますと、ここに柵がいっぱいあ

るのです。綾瀬のエリアデザインというのは、誰

一人取り残さない社会を実現するというのが、綾

瀬のエリアデザインなのですが、ここ、例えば、

車椅子の人は絶対に通れません。ここは、私はよ

く通るのですが、つえをついているこの間高齢者

の方も、くねくね行かないといけないので、もう

本当に通りづらそうにしているのです。どこに言

えばいいのか分からないのですが、この柵も、も

う少し撤去していただきたいですし、もっと言え

ば、こういう状況なのです。美しいとはとても言

えない状況ですから、こういったところをしっか

りときれいにしていただきたい。これも綾瀬駅の

改札、西口改札出てすぐの場所ですから、ここは

早急に改善できるように、是非、区としても取り

組んでいただきたいのですが、いかがでしょう。 

○都市建設部長 実は、私も、そこの柵の件は、非

常に問題視しております。バリアフリーの観点か

らも、こちら早く除きたいのですが、実は設置し

た人が誰かというのがちょっと分からない状況で

すので、これも土地の所有者でありますメトロ、

ＪＲと協議しながら、いずれにしましても、多分、

へんみ委員、御承知のとおり、そもそも自転車が

入らないようにしているというのが、根本的な原

因ですので、その辺も含めて調整したいと思いま

す。 

○へんみ圭二委員 区の方もどこに言えばいいのか

分からないということですから、まちの方々も、

当然、私も、どこに言えばいいのか分からないと

いう状況で、今、お話をさせていただきました。

ですから、そこの関係者とよくお話をしていただ

いて、本当にこの綾瀬のエリアデザインに掲げて

いる、誰一人取り残さない、そういうまちをつく

っていくということを早急に進めていただきたい

と思います。 

  それから、日光自然教室、ぼろぼろでというお

話がよく出ています。これは、電波もほとんど入

らないということでしたから、以前、課長にお話

をして、電波が少し改善されたということです。

ただ、今これから鋸南が使えなくなりますから、

区民の方々も、日光を使う方が増えてくるという

中で、Ｗｉ‐Ｆｉもほとんど入らないということ

ですから、そのあたりの改善も是非進めていただ

きたいのですが、いかがですか。 

○学務課長 日光林間学園につきましては、やはり

教育施設という目的が主となりますので、そこで

必要があれば、今後検討をしたいというふうに考

えております。 

○へんみ圭二委員 ただ、日光自然教室に子どもた

ちが行っているときに、もし万が一何かあったら、

連絡手段として絶対にそこは使えるようにしてお

いた方がいいと思うのですよね。そういったとこ

ろについてはいかがなのでしょう。 

○学務課長 まず何かあったときのためにというこ

とで、電話の電波が入るというところでは、玄関

しか今まで入らなかったので、そこは各フロアで、

限られたスペースではありますけれども、改善を

させていただいたところですので、まずはそこか

らやっていきたいと考えております。 

○へんみ圭二委員 分かりました。是非よろしくお

願いします。 

  あともう一つ、六町、暗いというお話が今回も

よく出ています。自分でも見に行きましたが、本

当に電灯がなくて、夜はもう真っ暗だなという感

じがします。これはこれから都の方にも話をして

いくというお話をされているのですが、ただこれ、

私、話を聞いていて、もうそもそもこれ造る段階

で、そういった設計になっているというのは、都

の方から何も報告はないのでしょうか。 

○事業調整担当課長 設計については、事前に御協

議いただいておりますけれども、緩傾斜堤防と隅

田川を除いて、テラスには、東京都は基本的に付

けていないというのが原則でしたので、区からは

申し入れておりましたが、結局付かなかったとい
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うのが現状でございます。 

○へんみ圭二委員 そのあたりについても、例えば、

まちの皆さんとか、議会に対しても、あまり説明

がなかったからこそ、こうして議会で電灯を付け

るべきだという話が出ているわけですから、そこ

はしっかりと都とも連携をして、付ける方向性で

行っていただきたいと思いますけれども、事前に

どういうことが計画されているというのは、もう

少ししっかりと説明をしていただきたいと思いま

す。 

  あと、女子医大についてなのですけれども、昨

日、岡田委員からも質問がありました。会議録、

公開されているけれども、もう本当に簡単な会議

録で、添付資料も公開すべきだといっても、そこ

は公開しない。録音データももう消してしまって

いて復元できないということなのですが、これ、

簡易的な本当に議事録であって、例えば、環境基

金審査会の議事録でも、もっと１０ページぐらい

しっかりと報告をしているわけですよ、議事録の

公開を。ある程度の議事録で本当にいいのか。８

５億円を入れているわけですから、もう少しその

重要性というのは、しっかりと考えるべきだと思

いますし、議事録作成した後に、委員からこれで

オーケーが出ているということなのですが、それ

は、委員の皆さんがオーケーと言っているだけで、

第三者がしっかりとその議事録を見て、中身が分

かるようになっていないと、議事録を公開する意

味がありませんから、ですから、例えば、録音デ

ータ、復元すべきではないですかという質問に対

しても、復元するともしないとも言っていません。

是非復元をすべきだと私も思いますが、いかがで

すか。 

○衛生管理課長 音声データの復元についてですが、

まず３点ございます。 

  警察から今捜査がないというところ、二つ目、

女子医大の第三者委員会の報告書に不正等がない

というところ、また、三つ目、代表監査委員から

も、特別に監査、今現時点で不要というところ、

これらから、区としては、現時点で音声データ、

復元する必要はないと考えているところでござい

ます。 

○衛生部長 補足させていただきます。 

  また、現在相談している弁護士などから助言が

ございまして、万が一、音声は復元しようとした

ら、もしかしたらできるかもしれないのですが、

その際に、そのデータが壊れたりすると、その後

本格的な捜査になったときに、もしかしたら故意

に壊したかもしれないという疑いも掛けられるこ

ともあるので、今ある資料はそのまま取っておい

た方がいいという助言もいただきました。 

○へんみ圭二委員 そうすると、今あるパソコンで

すとか、そういったデータが残されている可能性

があるものは、入替えせずにそのまま保管をして

おくべきだと思います。 

  指針に沿ってデータを消したという話なのです

が、この指針の中では、音声データは消さなくて

はいけないということは書かれていないわけです。

ですから、音声データを消すとなっていたら、そ

れは指針に沿った運用なのですが、別に消すとい

うことは書かれていないわけですから、指針に沿

って消しましたというのは、それは恣意的な答弁

ですし、例えば指針に沿ってやっているというの

であれば、議事録を公開しないのが、では指針に

沿っていないではないですか。ですから、指針を

恣意的に使って答弁するというのはおかしいので

はないですかということは指摘をしておきますし、

音声データの取扱いについて、しっかりと残すと

いうことは、これからしっかりやっていかなくて

はいけないですから、指針の在り方というものは

是非考えていただきたい。そこは見直すべきだと

申し上げます。 

  最後に、区長から、私の質問当日に、議会軽視

のようなことは考えていないけれども、申し訳あ

りませんでしたというお言葉もありました。ただ
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１点申し上げたいのが、これあだち広報、昨日発

行されたものですけれども、先ほど広報課の方に

確認したところ、最終的にこの内容というのは、

２月２７日に内容を決定して、これを発行してい

るということなのです。これが、葦立ち、区長の

お名前で書かれているところに、足立区地下鉄サ

リン事件風化防止啓発推進条例を提出、令和７年

２月２８日に可決、同日施行されましたと書かれ

ているのです。これ、２７日に最終的に内容が決

定をされていて、議会では２８日に可決をされて

いますから、これもし可決をされなかった場合に、

ここに書かれていることはおかしいことになって

しまいますし、これはやはり可決ありきでこうい

ったものを作っているのではないですかというの

は、議会側としては感じるわけです。議会軽視と

いうことになってしまって、区長としては初心に

立ち返って気を付けますということをおっしゃっ

ていたのですが、やはりこういったところを見て

も、区長が議会軽視を考えていなくても、こうな

ってしまっているというのは、そういうふうにし

ようと思っていないでも、議会軽視につながって

しまっている。これは無意識でそうなってしまっ

ているとしたら、非常に根が深い問題だと思いま

す。それが、区長はじめ区の皆さん、そういった

意識が無意識に出てしまっているのはないかと思

いますから、区長、当日、おわびの言葉もいただ

きましたけれども、そういった要因がなぜなって

しまっているのか、そしてその対策、どのように

お考えなのかというのを最後にお伺いしたいと思

います。 

〇区長 葦立ちについては、確かに、今、２７日と

いうお話をされましたけれども、内容について固

めたというところですので、葦立ちの修正につい

ては、それ以後もできるということは確認はして

おりました。 

  今回については、３０年の風化防止ということ

で、このタイミングでやりましょうという話もし

ましたけれども、それと議会の今回の条例の話が

重なってしまって、これについては、申し訳あり

ません、本当に配慮が足りないと言われればその

とおりだと思います。今回も、様々な面で、例え

ば議事録の公開が３年間、そのままになったとい

うようなこともありました。もう数々御指摘いた

だいた点がございましたので、そのタイミングで

緊急の庁議も開いていただいたことを職員の末端

まで知らせるようにということもいたしましたけ

れども、おっしゃるとおり、その気がなくても、

結果から見たらそう考えざるを得ないよなという

ことが積み重なったのも事実ですので、これは、

再発といっても、今回のことを一つきっかけにし

て、これから一つ一つ丁寧に対応していく、これ

がもしかすると議会軽視と取られない可能性がな

いかどうかということも考えながら、職員、また

管理職が対応していくということに尽きるかと思

います。その辺の指導が行き届きませんで、それ

については心からおわびをさせていただきます。

申し訳ありません。 

○へんみ圭二委員 以上です。ありがとうございま

した。 

○長沢興祐委員長 引き続き、共産党から質疑があ

ります。 

○はたの昭彦委員 共産党はたの昭彦です。最後の

質問になります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  保育園の第一次不承諾が年々増え、今年は１，

０００名を超える深刻な事態なのに、区は待機児

解消アクションプランの策定をやめてしまいまし

た。本委員会で第一次不承諾をなくす計画の策定

を求めたのに対して、一時不承諾をなくす努力を

していくとも言いながらも、空きの保育園も一定

数ある、認可以外の保育ママ認証なども案内しな

がら確保するとお答えになりましたが、今回、西

の原委員が紹介した方は、島根に住んでいる方な

のですけれども、空きがあると紹介されたのは、
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新田地域にある保育園でした。これどうやって通

うのですか。通わせられないと思うのですが、い

かがですか。 

○保育・入園課長 申し訳ありません。今の事例に

ついては、詳細、承知していないところでござい

ますけれども、もちろん空きについては、お住ま

いの近隣の空きをしっかり紹介していきたいと考

えているところでございます。 

○はたの昭彦委員 事実に基づいて質問しているの

です。答弁の中では、空きとともに、認証や保育

ママなどもあるというようなお話だったのですけ

れども、この方、認証は既にいっぱいだといって

断られて、保育ママは紹介されたのですけれども、

学校の教員なので、とてもお迎え時間に行くこと

ができない、こういう事態なのですけれども、こ

れについてはどう思いますか。 

○保育・入園課長 はたの委員おっしゃるとおり、

保育ママ、時間、短いところもございますので、

一定程度対応、残念ながらできないところあると

ころは承知しているところでございます。 

○はたの昭彦委員 だから、やっぱり現実的な対応

ではなくて、問題、こういった現実的ではない対

応では、問題の解決はならないのです。だから、

第一次不承諾をなくす計画を持つように求めたわ

けですけれども、改めて答弁お願いします。 

○保育・入園課長 求められたその第一次不承諾を

なくすというところ、そちらも大事なことだとは

考えてございます。ただ、一方で、第二次、第三

次の選考をやっているところでございますので、

その中で丁寧な御案内をさせていただきたいと考

えているところでございます。 

○はたの昭彦委員 だから、問題の解決にならない

と言っていて、やっぱり計画性をと言っているの

ですから、しっかりと計画を持つ必要があると思

うのです。それは強く求めたいと思います。 

  次に、２月の総務委員会で、足立区特定要求等

の記録及び正当な職務の執行の確保に関する規定

の改定案が報告されました。 

  当初、議員から受けた話は、全て上司に文書で

報告を求めるなど正当な議員活動を制限する内容

も含まれていたため、改善を求めたことが反映さ

れて、要望であっても、議場その他公式又は公開

の場において発言された要求であって、議事録そ

の他これに類するものに記録されるものは、特定

要求には当たらないと改善がされました。一方、

規定の改定案では、職員は、特定要求のおそれが

あるときは、複数の者により対応すると書いてあ

ります。 

  我が党のぬかが議員が、２月の総務委員会の前

に資料の請求をしたところ、課長がたまたま外出

中だったために、単に書類を持ってくるだけなの

に、担当の係長と別の担当の係長が２人で資料を

持ってきたのです。その後、今度は、総務委員会

の後に、うちの横田議員が予算委員会に向けたレ

クチャーを受けたいと課長に依頼をしたら、やは

りこのときも複数で来たので、ぬかが議員が、特

定要求のおそれがあるから複数できたのかという

ふうに尋ねると、上から複数で行くように指示さ

れているとのことでした。全て複数で行くような

指示は、確認した内容と違うわけですよね。特定

要求等を受けるおそれのあるときは、複数で対応

するというのであって、それ以外の問合せや要望

のときには、複数で行かなければいけないという

ルールではないと思いますけれども、改めて確認

させてください。 

○区長 それについては、上からというのは、私か

らです。都議会の経験から踏まえまして、１人が

筆記をして、１人が御要望を受け止めるというの

が、東京都では通例でした。昨今、１人で行った

ときに、言った、言わないの内容ですとか、あと

はこちらのコミュニケーション能力が足りなくて、

おっしゃっていることをきちっと把握できずに間

違った結果を持っていったり、また違った返答を

してしまったりということもありましたので、ま
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たもう一つは、若手の管理職が、議会対応になか

なか自信が持てないということで、１人で行くこ

とに抵抗があるというような話もありましたので、

決して、ぬかが議員にも直接このことはお話し申

し上げましたけれど、特定要求される可能性があ

るから２人で行っているということではなく、よ

りスムーズに皆様方のお考えに対して、早急に動

き出したり検討したりということの一つの方策と

して考えております。あまりうがったというか、

その辺の誤解がないようにということで、私から

もぬかが議員にお話ししましたけれども、一つの

行政として、透明性を高めて、誤解のないように、

こちらの方が対応していくという意味からも、御

了解いただければ大変ありがたいと思いますが、

また必要でしたら、御説明に私の方から上がりま

す。 

○はたの昭彦委員 せっかく区長がお答えいただい

たのですけれども、私も、区内の各施設の資格を

持った職員の数を調べてほしいと、ある課の課長

さんにお願いをしたのです。ただ、その職員の数

を１枚のペーパーを持ってくるようなときも、や

っぱり２人で来たのです。今、誤解のないように

ということでしたけれども、課の課長の方が、受

け止めがやっぱり違うのだと思うのです。そうい

った複数で行く場合と、複数でなくてもいい場合

というのは、使い分けなければいけない。それを

一律に対応というのは、やっぱりおかしいので、

そこはしっかりと徹底していただきたいと思いま

すので。 

○区長 その辺もよく分かります。そのあたりが、

公務員の真面目なところで、★★そういうことに

なってしまいました。その辺の説明が足りなくて

申し訳ありません。改めて指示をさせていただき

ます。 

○はたの昭彦委員 よろしくお願いします。 

  次に、足立区土地開発公社の目的は、足立区が

計画する公共施設及び都市基盤整備等において重

要かつ緊急的に必要となる土地を先行取得するた

めですが、実際は、もともとバブル期に土地価格

が右肩上がりの中で、地価が上がる前に先行取得

するという活用がされていたと思いますけれども

いかがでしょうか。 

○資産管理課長 はたの委員おっしゃるところもあ

るかもしれませんけれども、現行では、最初にお

話しされた目的で動いているところでございます。 

○はたの昭彦委員 ただ、そういう活用の仕方もや

っぱりあるわけですよ。実際にそういうふうに活

用されています。そういう意味では、先日、西新

井駅西口交通広場用地の購入については、毎年

３％、４％値上げをしているということで、急い

で買わなければならない、いいチャンスという意

見もありましたが、そのためにも、土地開発公社、

あると思います。公社で買い、必要なときにやっ

ぱり区が買い戻すというスキームがあります。実

施設計も先送りされ、着工見通しを分からないの

に、新年度の一般会計で購入する理由には全くな

らないということを指摘して、次に移りたいと思

います。 

  区は、令和７年度末で、第一次整備目標の到達

が見込めることから、令和６年度に予定していた

特養ホームの整備事業者公募を延期し、新たな整

備方針を令和７年の３月の予定で公表するとして

います。 

  新たな整備方針の策定に当たり、区の関連部署

と特養施設長による検討会を実施するということ

でしたが、どのような意見が今のところ出されて

いるのでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 施設を今まで予定どおり建

ててきましたが、やはり個室、ユニット型の方の

空き状況がかなり多くて、経営が苦しいというよ

うな意見がございました。 

○はたの昭彦委員 ユニット型については、空床対

策として、入所検討委員会を待たずに、直に施設

で審査を行い、入所希望者に意思確認をするよう
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変更しましたけれども、それについての効果はい

かがだったでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 現在もその状況で入室が進

んでおりまして、施設側からはありがたいという

お話をいただいております。 

○はたの昭彦委員 そうは言っても、特養の対象者

の待機者が１，９００名を超えている事態からい

うと、やっぱり特養ホームの増設は必要だと思い

ます。東京都からの整備費用の補助要件である７

割以上のユニット型の設置等、整備率が２％に達

した場合の受け取る補助金が少なくなるというた

め、同じ条件で施設を建設しても、他区よりも都

から受け取る補助金が少なくなるという要件の見

直しを求めていただきたいとともに、少なくとも

性別によって減らされる補助金の部分については、

区として補塡するなんていうことも検討した方が

いいのではないかと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

○高齢者施策推進室長 東京都には、補助金の７割、

３割については、緩和について、引き続き、申入

れをしていきたいというふうに思います。 

  区の方の補助につきましては、今現状の施設を

どうするかというところで検討しておりますので、

その中で含めて検討していきたいと考えておりま

す。 

○はたの昭彦委員 是非、やっぱり待機者１，９０

０名を超えているという中では、一刻も早くなく

していく方向での努力が必要と思いますので、よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

  次に、２月２３日に、足立区ろう者協会主催の

手話言語条例制定に向けてという講演会に参加を

しました。他の多くの議員の方も参加をされてい

ました。手話言語条例制定の重要性について、こ

のとき学んでまいりました。 

  条例制定の目的は、聾者の暮らしをよくするこ

とだということが最終的な目標なのだということ

で、足立区では、手話言語と障がい者の意思疎通

に関する条例はつくられましたけれども、これに

よって、聾者の暮らしはというか、生活は何も変

わっていないということでした。 

  埼玉県では、ほとんどの自治体が、単独の手話

言語条例を制定し、市民に周知を図ることで、聾

者が当たり前に自分の暮らしの周りにいるのだと

いうことの認知が広がり、暮らしやすさが向上し

たとのことでした。 

  足立区でも、単独の形での手話言語条例の制定、

目指すべきではないでしょうか。 

○障がい援護課長 当事者団体の方から単独の条例

をというような意見をいただいておりまして、私

どもも、障がい者のいろいろな団体の方から御意

見をいただいているところです。 

  条例を★★した場合のメリット、デメリットも

あるかと思うのですけれども、引き続き、当事者

の方と意見交換しながら研究を重ねてまいりたい

と思います。 

○はたの昭彦委員 埼玉県の各市は、条例制定前は、

聾者の方が後ろから声を掛けられたときに無視を

され、声を掛けたけれども、声を掛けた方が、聞

こえないので無視されたというふうに受け止める

ようなことが多かったのだけれども、条例が制定

された後に、周知して、ポスターなんかいっぱい

貼る中で、後ろから声を掛けて、もう気がつかな

かったときに、もしかしたらこの人は耳が聞こえ

ない人なのではないかなということで、認知が広

がったということで、事例として紹介されました

ので、やっぱりそういう意味では、大事なのだな

というふうに私も思いましたし、是非、今後、足

立区でも考えていっていただきたいと思います。 

  次に、今回の予算特別委員会の質疑では、環境

部が本気で環境対策を区民と一緒に取り組む姿勢

が非常に弱いということが浮き彫りになりました。

環境フェアを廃してしまい、復活を求めましたが、

一貫して、Ａフェスタの中での工夫で対応すると

いう答弁でありました。 
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  我が党は、Ａフェスタの中で環境問題を取り上

げ、広げるということは大歓迎ですが、言ってい

ることが、Ａフェスタではなし得ないことがある

ので、環境フェアの復活を求めております。 

  それは、やっぱり環境問題に取り組む様々な団

体が交流して、つながりながら活動を広げる機会

になるということです。先日開催されたこころの

健康フェスティバルやＮＰＯフェスティバル、障

がい者週間のイベント、多様性社会推進課のＬ・

フェスタなど、関連する団体や関心のある方が集

まることで機運も醸成しますが、環境部はこのよ

うな在り方も否定するのでしょうか。 

  環境フェアを復活して開催すべきではないかと

思いますが、いかがでしょうか。 

○環境政策課長 はたの委員の御指摘の団体のつな

がり、交流というところは、私どもとしても重要

な課題だというふうに考えてございます。 

  まずは、Ａフェスタを拡充する中で、環境の団

体にまずは出展していただくところから、自発性

であるとかつながりであるとか、そういったもの

を検討してまいりたいと考えてございます。 

○はたの昭彦委員 Ａフェスタでの防災フェアの参

考にというようなお話もありましたけれども、あ

れは、Ａフェスタの中に防災フェアが入ったので

はなくて、防災のテナントが入ったのではなくて、

同時開催ということで、別々の開催です。やっぱ

りそこはしっかり受け止めていただきたいと思い

ます。 

  荒川ビジネスセンターに統合された環境情報プ

ラザが、６９万区民にふさわしいものになってい

ないことを指摘して改善を求めたのに対し、区は、

出前講座、ワークショップで対応、当面考えは変

わらないと否定する答弁でした。求めているのは、

いつでも気軽に見て触れて体験することで、総合

的に学ぶことができる施設への改善です。他区の

環境プラザに比べても、本当に足立区の環境情報

プラザは、あまりにもお粗末。是非、改善してい

ただきたいと思いますけれども、いかがでしょう。 

○環境政策課長 いつでも触れてみてというような

はたの委員の御指摘、賜りました。足立区といた

しましては、いつでもというわけではありません

が、★★を下げて、各地で講座などを展開する、

そして、講座数を増やすというところを今年度か

ら取り組んでございますので、こちらの方で続け

てまいりたいというふうに現在は思ってございま

す。 

○はたの昭彦委員 やっぱり常設で、いつでも学べ

るという環境が大事だから、他区も一生懸命力を

入れてやっているのだと思いますので、是非、考

え直していただきたいと思います。 

  最後に、我が党のぬかが議員も代表質問で取り

上げましたけれども、東京女子医大足立医療セン

ターの元理事長が背任容疑で逮捕されたことから、

今回の委員会では、複数の会派から、足立区の姿

勢に対して厳しい質問が相次ぎました。我が党も、

当時から、単に誘致を進めるだけでなく、多額の

補助金を出すのであるからと、公的責任見合った

運営になるように、意見を上げ続けてまいりまし

た。開業してからも、区民から心配の声、看護師

の大量退職など、事あるごとに東洋経済オンライ

ンなどの記事も使いながら、運営は大丈夫なのか、

特に最後の５億円の補助金支給の前には、東京女

子医大医療センターに対して、言うべきことをし

っかり言うを繰り返し強く求めてまいりました。

今思うと、これらの指摘を真摯に受け止めていた

のかと案じております。 

  これを契機に、これから地域医療の中核として、

区民の医療要求に応えられる病院としての運営を

強く求めていただきたい。また、情報をガラス張

りにして、議会や区民に提供していただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○副区長 私ども、大学病院誘致ということで、執

行機関と議会と一緒になって誘致した大学病院で

あります。こういう不祥事があって非常に残念で
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はありますけれども、現場の医療機関が、現場の

皆さんも頑張っていただいていると。区としても、

区民が安心できる地域医療の核としての大学病院

誘致ですので、今、はたの委員がおっしゃったよ

うに、運営協議会、年に１回ですけれども、１回

と限らず、必要に応じて開催するということとと

もに、それから経営状況、それから患者の状況も、

つまびらかに議会の方には御報告させていただき

たいと思います。 

○はたの昭彦委員 本当に多額の税金を投入して、

区民の皆さんや議会が、足立区内に高度な医療を

持つ大学病院が欲しいということで、一緒になっ

て進めてきたわけです。今回の不祥事というか、

本当に残念で仕方ありませんけれども、本当に区

民の方が必要とする医療が、的確に提供されると

いう仕組みをこれからもつくるように、是非、努

力していっていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  最後に、物価高騰による暮らしの困難さの中で、

昨年の第４回定例会で我が党の小林議員が、今定

例会ではぬかが議員が、代表質問で求めましたけ

れども、新年度予算に盛り込まれなかったために、

本委員会に、我が党は、新年度から実施のための

予算修正案を提出しました。小・中学校の修学旅

行や移動教室、学用品の無償化などの教育費の負

担軽減が、委員会質疑を通して、新年度から実施

ということで、我が党が出した修正の方向で、実

施が表明されたということは、大変うれしく思い

ます。 

  一方で、環境部は、環境に関心のある区民がつ

ながる機会である環境フェアの廃止や他区に比べ

ても最低クラスの環境啓発施設、産業経済や災害

対策では、現実から出発しているとは到底思えな

い答弁が横行しておりました。これでは、区長が

おっしゃる区民のウエルビーイングなどは、到底

獲得できるとは思いません。 

  このような姿勢は改めるよう強く求めまして、

今回の予算委員会での質問を終わります。ありが

とうございました。 

○長沢興祐委員長 引き続き、公明党から総括質疑

があります。 

○小泉ひろし委員 公明党の小泉ひろしです。１０

分間ですので、よろしくお願い申し上げます。 

  最初に、先日、日暮里・舎人ライナーの混雑対

策の中で、バスの活用とかございましたけれども、

新型車両の効果というか、輸送量、人員的なこと

で、ちょっとやり取りが分かりづらかったところ

があるので、私が確認をする質問をさせていただ

きます。 

  ２００８年の開業以来、私もずっと調査したり、

質問を重ねてきましたけれども、利用者がどんど

ん増えて、東京都は何もやってこなかったわけで

はなくて、ダイヤ改正による便数増というか、も

う本当に間隔も狭めてやってきました。また、車

両のアルミ製の部材を用いた軽量化と車内の全面

ロングシート化、これによって、輸送人員という

か、これを目指してきたわけです。 

  先日のやり取りの中で、新型車両は１編成５両

ですけれども、公表によりますと１７名多く乗れ

るというか、そういう表現でございます。また、

混雑率が１．７とか１．８とか、１．７としても、

掛けますと約３０名近く１編成、新型車両だと多

く乗れると。なおかつダイヤをたくさん運行して

いる。そして、この車両数も、開業当時からどん

どん増やして、今は２０編成まで増えて、そのう

ち軽量化した新型車両は３台目なのですよね、メ

ーカーも変わっていますので。１６編成まで新型

車両に変わってきたということで間違いないでし

ょうか。 

○交通対策担当部長 間違いございません。 

○小泉ひろし委員 実際は、新型車両を導入すると

き、当時の課長も含めて東京都とのいろいろなや

り取りの中では、単純に３０名とかいう数字以上

に乗れるという話も聞いているのですが、公の立
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場としては、何人多く乗れますということは言え

ないと、その辺の事情分かっていますが、いずれ

にしても、輸送人員、輸送量としてはかなり増や

してきたけれども、利用者がどんどんどんどん増

えてきて、今課題になっているということで確認

が取れました。 

  今後も新型車両が増えるのか、１６編成までな

っていますが、残り四つ、新型車になれば、少し

は助けになるのかなというふうに思っております。 

  次に、興野周辺地区のまちづくりについて伺い

ます。 

  この協議会、第１５回となる協議会が開催され、

まち歩きも行ったと聞きます。しばらくコロナ感

染拡大したりして、ちょっと足踏みしたときがご

ざいますけれども、今後のまちづくりの動きはど

のように考えているのでしょうか。 

  また、この地区まちづくり計画、この変更案の

進捗状況と皆さんの感想や意見についてはどうか、

今後のスケジュールについて伺います。 

○都市建設部長 ただいまの御質問でございますが、

今、小泉委員、御発言がありましたとおり、２月

１５日に協議会でまち歩きとして地域の方、行政

と一緒に、まちの課題を改めて再点検させていた

だきました。 

  今後の予定でございますが、まち歩き等や協議

会でいただいた意見を踏まえて、どのような形が

いいのか、地元の方と連携して、まちづくり計画

を策定したいと考えております。 

○小泉ひろし委員 また、この地区計画というか、

中には、都市計画道路補助第１３８号線、要する

に、環七南通りの興野地区、これが入って、区施

工として事業を行う予定ですが、事業認可は令和

７年度、早い時期に認可が得られるのではないか

と聞きますが、当地域は、東西を結ぶ道路、本当

に早期整備が当地域にとっては重要だと思うので

すが、この進捗状況はいかがでしょうか。 

○道路整備課長 補助１３８号線興野地区の進捗状

況ですが、現在、用地測量をやっておりまして、

順調に進んでおります。東京都との調整も順調に

進んでおりますので、小泉委員御発言のとおり、

令和７年度の事業認可、取得できる見込みでござ

います。 

○小泉ひろし委員 私も近隣で予定されている事業

計画、予定されている地域の方からいろいろ相談

を受けますけれども、中には、もう待望のという

か、高齢化も進んで、早いところ決着したいのだ

と。事業認可したら、しっかりと対応したいのだ

けれどもという意見を言う方もいらっしゃるので

すが、そのような場合は、区としてどういう対応

をされるのでしょうか。具体的なこと。 

○道路整備課長 そのような声も、実際、用地測量

の中で地権者の皆様からお声をいただいたりして

おります。できる限り地権者の御意向に沿えるよ

うに、早くというのが御希望であれば、早く用地

を取得させていただくような対応を取っていきた

いというふうに考えております。 

○小泉ひろし委員 よろしくお願いしたいのですが、

かつては、まち歩きもやったり、なかなか当初の

計画どおり行かないので、大変な地域だなと、御

存じの方もいるけれども、狭隘な道路がいっぱい

あって、昔農道だったよなとか、東西間の道路は

なかなかない。本当に中に入ると、中には迷子な

ってしまう、なかなか抜け出せないというような

ところもあるのですが、これまで、まち歩きをし

たら分かるのですけれども、西新井本町４丁目と

興野２丁目を中心とした周辺地区ですけれども、

今までは農地が残されておりまして、緑が多いよ

うに感じるのですけれども、この農地が、産業経

済部担当だと思いますが、生産緑地、農地の維持

だとか、区民農園に活用だとか、そういう生産緑

地更新だとか、さんざん所管としては調査はして

いたと思うのですが、本当に近年、宅地化がどん

どん進んでおりまして、狭隘な道路の中に突如と

して農地が宅地化されて大規模マンション、又は
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集合住宅、こういうもの、また戸建て住宅、あち

こち見受けられます。それで、多分まち歩きをし

ていても、産業経済部がいろいろなヒアリングし

ても、人の財産のことなので深くは聞けていない

と思うのですが、かなり皆さん悩んでいます。本

当に農地として残すのかどうするのかという、そ

ういう部分で、最近は、こんな危ないところにこ

ういう建物がどんどんできてしまって、本当に危

ないという御要望が多く来ておりまして、所管の

方にお願いして相談しておりますが、このままど

んどんどんどん宅地化が進むと、まだ区として掌

握していないところもあります。進むと、本当に

危険なまちづくりになってしまいます。場合によ

っては、当地域は、足立区は公園面積が広い地域

でございますが、この地域は、最も公園面積が少

ない地域、南西地域のこの興野周辺地域。むしろ

減っている部分があります。いろいろなとこに活

用されて。こういうことからすると、場合によっ

ては、今まではそういう考えないかもしれないけ

れども、行き詰まる可能性があると思うので、場

合によっては地権者の意向なんかもヒアリングし

ながら、一部でも、公園とは直接言わないまでも、

そのような、区が、場合によっては購入すること

も含めてまちづくりを考えないと、ともすると、

より危険なまちになってしまう、そういうことも

懸念されるのですが、いかがでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 現時点では、公

園化への計画はございませんが、できれば、うち

としては、農地の緑というものも大切だと思って

いますので、そちらの方策も含めて、どういった

対応ができるのか、検討させていただければと思

っております。 

○小泉ひろし委員 時間も残すところ、この当地域

には、興野町いちょう公園、このところにバリア

フリートイレ、昨年の予算特別委員会でも、遅れ

ているけれども、大変だけれども、いつできるの

ですかといったら、施設営繕部長が頑張りますと

言ったのですけれども、これいつ、近々供用開始

になると思うのですが、いつなるのでしょうか。 

○施設営繕部長 あしたでございます。御面倒をお

掛けしました。 

○小泉ひろし委員 ちょうど１年、何かつじつま合

わせしたように供用開始ということで、いろいろ

な御苦労があったのは分かっています。入札が不

調になった、私の聞くところ、３回ぐらい入札不

調になったとかあるのですが、それ以外の御苦労

とか、どういうところがあったのでしょうか。 

○施設営繕部長 やはり、昨今の状況ですが、職人

さんが集まらないとか、材料がなかなか入手難と

か、そういったような施工上の苦労というのが、

かなりあったというふうに工務店の方から聞いて

おります。 

○小泉ひろし委員 ありがとうございます。時間に

なりました。ありがとうございました。 

○佐々木まさひこ委員 公明党の佐々木でございま

す。あと残り２０分でございます。あと１時間余

りで質疑は終わりますので、長い期間、お疲れさ

までございました。ただ、まだ気を抜かないでく

ださいね。幾つか、やらせていただきますので、

よろしくお願い申し上げます。 

  本日は、東日本大震災から１４年目に当たりま

す。マグニチュード９、最大震度７を記録した未

曽有の大災害、死者１万５，９００人、行方不明

者２，５０２名、災害関連死は、昨年１２月現在

で３，８０８人の被害をもたらした。本当に大き

な災害でございました。 

  私も、当時は、区議会議員候補者、候補者で走

り回っておりまして、当選させていただいた後も、

災害対策はやはり議員としての重要な課題という

ふうに考えまして、防災士の資格も取りましたし、

初めての議会質問も５月にやらせていただいて、

６月か、やはり災害の質問をさせていただきまし

た。議会での質問といえば、その当時はもう災害

対策の質問ばかりだったというそういう記憶をし
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ております。 

  それでは、幾つか積み残した質問をさせていた

だきますが、区の歳出は３，４７３億円で、前年

度比１７２億円増、プラス５．２％、気になるの

は電気代や建築資材などの物価高騰、人件費上昇。

ここら辺は、固定費の上昇として、区の財政を圧

迫する要因に当然なります。ただ、例えば、増要

因として挙げている児童手当の５０億円増という

のは、国から手当てされて同じ額が見合いとして

歳入されるというふうに思うのですよね。だから、

区の裁量が及ばない増要因というのは、約１８３

億円とおっしゃっているのですが、実質手当てさ

れない、実質増の額というのは幾らなのですか。 

○財政課長 一般財源で充当すべきものは、全体の

４３％に当たる７８億円ということになります。 

○佐々木まさひこ委員 実質増は、様々、そういう

電気代があったり、人件費があったりとかそうい

う部分では７８億円。了解しました。ありがとう

ございます。 

  １８３億円というと、ああすごい、大変だなと

いうふうに思ってしまうのですけれども、今後資

料に、実質増の金額も合わせて計算していただけ

ればというふうに思いますので、そうした実態、

分からないので、いかがですか。 

○財政課長 予算規模の部分ということで、総額と

いうことで載せさせていただいておりましたが、

佐々木委員から御指摘もいただき、より分かりや

すい資料づくりというところで取り組ませていた

だきたいと思います。 

○佐々木まさひこ委員 ではよろしくお願いします。 

  それから、あらまし６ページに、補助金の見直

し約１７億６，０００万円というふうにございま

す。初日に、渡辺委員からかなり突っ込んだ議論

がございました。私も、このような取組自体は大

切なことだと思いますけれども、気になるのは、

単に実績が少ないという点から削減されているよ

うにも見える部分があると。２３件の補助金につ

いては、第三者目線で、行政評価、区民評価を行

ったということですが、それ以外は、所管の判断

で行われているということですか。 

○財政課長 まず、全件各所管で評価をしていただ

き、その後に、政策経営部の評価ということで、

それは全件評価させていただいております。その

中で、特に区民目線で指摘というか、評価いただ

きたいものについて、２３件を区民評価委員、事

務事業評価の方にさせていただいているという状

況でございます。 

○佐々木まさひこ委員 例えば、特定不妊治療費助

成、これ、馬場衛生部長が、基本的な予算の組み

方をちょっと過大に積んでしまったのですよとい

うようなことをおっしゃっておられました。保険

適用で２０２２年から、人工授精や体外受精、顕

微授精まで、不妊治療に保険適用がなされるよう

になって、一部の先進医療に関して、東京都が費

用の１０分の７、１５万円を上限に助成している。

これに対し、足立区が上乗せをされて５万円とい

うことなのですけれども、申請が煩雑で使いづら

いということはないのですよね。 

○保健予防課長 この事業は、東京都の不妊治療助

成の既に承認されていることが受け付ける条件で

すので、特に窓口で難しいことはございません。 

  また、就労中の方が多くて、日中窓口に来るの

が難しいという声もありましたので、去年１０月

から、オンライン申請を受け付けるようにして、

利便性の向上を図っているとこでございます。 

○佐々木まさひこ委員 分かりました。そこら辺の

ところでは改善されているということで。 

  また、認知症検診後支援伴走支援制度８００万

円、こればっさり削られているのですけれども、

この認知症検診後支援というのは大事な事業だと

思うのですけれども、どこが課題で、この制度を

見直すとして、どう組み直すのでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 検診で、認知機能低下の疑

いがあると判断された方を、これまでは訪問看護
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ステーションの看護師の方に、この伴走支援をお

願いしておりましたが、検診した医師会の方から

区に来て、訪問看護の方に行ってということで、

連絡が御本人に行くまでに、二、三か月、時間を

要していたということで、その間に、もう結構で

すというような希望された方からのお断りのお話

があったりということで、実績が５件とか、少な

い状況でした。今年度、スムーズに連絡体制を整

えたのですけれども、それでも実績がやはり少な

いということで、今後、令和７年度からは、訪問

看護ではなく、認知症の地域支援推進員、この

方々にサポートしていただくような形に変更して

いきます。 

○佐々木まさひこ委員 認知症かなというふうに診

断された方、これをフォローしていくのは非常に

大事なことだというふうに思うのですけれども、

認知症支援相談員、地域包括にそれぞれ１名ずつ

いらっしゃるわけですよね。そういった方々が、

今度はそのフォローを担っていただくということ

で。事業、だから、そういうふうにブラッシュア

ップして、組み立て直していくということは非常

に重要なことだと思いますので、これが、この補

助金の見直しとかそういったことも大事な予算審

議、決算審議の重要な部分だと思いますので、こ

れは、了とさせていただきますので、よろしくお

願いします。 

  それから、令和６年の、去年の第４回定例会で、

私は一般質問を行いまして、その中での私の提案、

複合災害対策、条例に入れていただいたり、また、

区職員への災害法規に関する研修を岡本正弁護士

を招いて実施するということもやっていただくと

いうことで、提案したことをやっていただくとい

うことに関しましては、感謝を申し上げます。 

  ところで、災害復興の質問の中で、更に基本的

な生活再建の法制度を冊子としてまとめ、避難所

で配布できるようにすべきと考えるが、併せて伺

うというふうに質問しましたら、区の答弁は、ま

た、基本的な生活再建の法制度の冊子の作成及び

避難所での配布についてですが、被災地ではどの

ような取組が行われたのか、水害、震災それぞれ

の調査を進めてまいりますという、どちらかとい

うと後ろ向きな答弁だったのですが、ところが、

平成２８年に、私、災害復興については質問して

いるのです。次に、被災者からの問合せや相談へ

の対応についてお答えしますと。災害時には、よ

くある質問をホームページに掲載するとともに、

臨時の相談窓口を開設する計画です。今後、改め

て御質問の第一東京弁護士会により作成された手

引やＱ＆Ａを参考にして、掲載内容を精査し、準

備するとともに、ほかにも信頼できる団体などが

提供する優れた手引やＱ＆Ａがあれば、紹介する

ことも検討してまいります。また、インターネッ

トが利用できない局面にも対応できるよう、避難

所などに紙媒体で備えておくことも進めてまいり

ますと。９年も前の質問なので、もう１回質問し

ようかなということで、あえてもう一度質問した

のですけれども、避難所などに紙媒体で備えてお

くことも進めてまいりますというふうに答弁して

おきながら、これを実施することもせずに、なぜ

今回は、他の被災地での様子を見るという答弁で

あるのか、お伺いをいたします。 

○危機管理部長 最新の情報をつかみたいというこ

とで、能登半島でどういうものを配ったか、その

辺の情報を収集してから取り組みたいということ

で、こういった答弁をさせていただきました。決

して後ろ向きなつもりで答弁したわけではなくて、

必要だというつもりでは答弁しているつもりでご

ざいます。そのように受け止められているのでし

たら、申し訳ございませんでした。 

○佐々木まさひこ委員 物は言いようでございます

ね。分かりました。やっていただけるのだったら、

やっていただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願い申し上げます。 

  あと、地元ですので、郷土博物館のリニューア
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ルオープンについてお伺いしますけれども、産業

史を中心とした展示から文化が花開いた足立、繁

栄の歴史を中心とした展示にリニューアルオープ

ンするということで、非常に私も楽しみしており

ます。前期は、千住の琳派作品、後期は谷派、狩

野派の作品を中心に紹介ということで、私は、酒

井抱一とか谷文晁とか言われてもあまりぴんと来

ないのですよね。お宝拝見で何百万円と付くと、

おおすごいなと思うレベルなのですけれども、是

非貴重な作品を提供してくださった区民の皆様の

思いにお応えするためにも、やっぱり分かりやす

い解説も工夫して、非常に展示室は、工夫されて

非常に立派なものが出来上がったというふうに書

いてありますので、あとは、区民の皆さんが分か

りやすい、そういった展示を心がけていただきた

いと思うのですが、いかがでしょうか。 

○地域文化課長 展示の際は、これまでも、専門用

語、なるべく使用せずに、理解しやすい、分かり

やすい、表記に努めてまいりました。 

  今回改修に当たりましても、４月２６日に再オ

ープンしますので、その際には、区民の方々に興

味を持っていただけるような分かりやすい表記に

努めてまいりたいと思います。 

○佐々木まさひこ委員 では、よろしくお願いいた

します。 

  次に、行政サービスのデジタル化促進です。令

和７年度中に６３７手続がオンライン申請できる

ように取り組むということでございます。また、

更には、結果もオンラインで受け取れるようにす

るということで、申請から結果通知までオンライ

ンで完結して、区民の利便性が更に向上するとい

うことでございますが、ただ気になるのは、この

事業予算６，１４１万６，０００円、そういうか

なり多額な金額が掛かるとしますが、このシステ

ム構築ためだけの予算なのですか、これは。事業

予算としては。 

○情報システム課長 こちらの６，０００万円の費

用なのですけれども、まず今行っておりますオン

ライン申請システム、これの運営経費が、大体４，

０００万円ぐらい、今回、電子サービスを入れる

に当たって、システムを改修しなければいけない

のですけれども、そちらが１，４００万円ぐらい、

あと、電子通知サービスそのもののサービス料が、

大体４００万円ぐらいということで計上しており

ます。 

○佐々木まさひこ委員 こういうデジタル化はもう

避けて通れないし、区民の利便性を高めるために

は、こういう予算は必要経費ということでやって

いくしかないかなというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。 

  あと、個人番号カード交付等事務です。電子証

明書の更新に関する経費ですけれども、これが４

万件から８万件に対応するための体制を整備する

として、更新手続の予約制の導入というのは、ど

ういう感じでやるのですか。 

○戸籍住民課長 国から更新通知が届きます。その

更新通知に、予約の依頼の文面を足立区として掲

載するというところから入っていただきまして、

インターネット予約、若しくは電話予約で予約を

取っていただきます。 

○佐々木まさひこ委員 なるほどね。郵便局でも更

新手続、委託するというけれども、どんな感じで

やるのですか。 

○戸籍住民課長 デジタル法案の中で、郵便局でも

手続ができる法改正ができましたので、郵便局の

足立局、北局、西局、この３局の窓口を活用させ

ていただきまして、郵便局の職員が受付をすると。

区に連絡を取って確認した後に、手続を区の端末

を導入しまして行うという形になっております。 

○佐々木まさひこ委員 なるほどね。あと、電子証

明書の更新の特設会場、これはどことどこですか。 

○戸籍住民課長 本庁舎２階のアトリウムの上のと

ころの中央館２階、あちらに５ブース、またイオ

ン西新井に３ブースを設けて対応してまいります。 
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○佐々木まさひこ委員 初回登録した方が、かなり

今回、というか来年度、大量に更新時期を迎える

ということでございますので、どうぞ対応方よろ

しくお願いを申し上げます。 

  あとは、マイナンバーカードへの医療証の登録

なのですけれども、厚生労働省のホームページを

見ると、顔認証付きのカードリーダー、いわゆる

医療機関や薬局の窓口にある顔認証カードリーダ

ーで、初回登録の手続ができますよというふうに

言っていますし、それをあえて推奨する感じで言

っているのですけれども、ただ、病院の受付で、

マイナンバーカードの健康保険証としての登録が

できることはあまり知られていないようなように

感じますけれども、周知はされているのでしょう

か。 

○戸籍住民課長 マイナンバーカードを交付する際

に、その辺のお手紙、チラシの方はお配りしてお

りますが、なかなかやはりこちらの問合せも多い

状況ですので、更に周知の方は努めてまいらない

といけないかなと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 そういう場面を見たことな

いのですけれども、例えば、クリニックの受付な

んかで、こういうものは丁寧に教えてくれるもの

なのでしょうかね。 

○戸籍住民課長 私も通院したときに、問合せいた

だいている方もいらっしゃいました。ただ、朝方

の受付開始時は、どうしてもお客さん行列で並び

ますので、その際にクリニックで教えてもらうと

いうのが、なかなか難しいというような声も聞い

ております。 

○佐々木まさひこ委員 マイナンバーカードの登録

ですけれども、マイナポータルでは当然できます

けれども、セブン銀行のＡＴＭでもできると言っ

ているのですけれども、なかなか高齢の方なんか

は難しいかなという。やっぱり高齢の方がすぐ思

い浮かべるのは、区役所か区民事務所なのですよ。

今、区民事務所でできるのでしたっけ。 

○戸籍住民課長 区民事務所では現在行われており

ません。行っておりません。 

○佐々木まさひこ委員 区民事務所でできないのは

なぜですか。なぜでしょう。 

○戸籍住民課長 タブレットとか、ハード面のとこ

ろの準備が行き届かない部分と、あと、区民事務

所、やはり住民票であるとか、異動であるとかと

いうところの対応を戸籍住民課とは違って、１人

の職員が、ぐるっと１周するというか、処理と交

付と会計みたいなものをぐるっと１周する中で、

単発のお客さんが来るのがなかなか難しいという

ふうに話は聞いております。 

○佐々木まさひこ委員 だって、顔認証付きのカー

ドリーダー１台、区民事務所においておけば、で

きるのではないのですか。そうではないのですか。 

○戸籍住民課長 医療機関のカードリーダーを区で

購入するというのは、なかなか、聞いたことがな

く、難しいのではないかと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 ただ別に買ったって構わな

いでしょう。だって。そんな高いものなのですか。 

○国民健康保険課長 やはり、ひも付けに当たりま

しては、それを専門的にやっていないと、間違っ

て例えばひも付けするつもりではないのにひも付

けてしまったというような事例も起こり得る危険

性もございますので、そこら辺のところは丁寧に

やっていきたいなというふうに考えております。 

○佐々木まさひこ委員 それを言ったら、だって、

医療機関でやるのも一緒でしょう。そんなこと言

ったら。医療機関だって、専門の方がいるわけで

はあるまいし。区民事務所でやった方が、よっぽ

ど正しくやってもらえるような気がするけれども。 

○副区長 今、佐々木委員から御質問のマイナ保険

証のひも付けを区民事務所でできないのかという

ことについては、まずは一つ、技術的な課題を整

理させていただきます。できるのだったら私もや

った方がいいと思います。ただ、この間、議会の

方に御説明しているように、マイナ保険証に入っ
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ている、その証明書の更新、それから、マイナン

バーカードの更新という手続が、これから量が多

くなってくるという中で、業務量がどこまで受け

られるかということも検討しながら、技術的な課

題について、もう一度整理させていただきたいと

思います。 

○佐々木まさひこ委員 後で、顔認証付きのカード

リーダー、一体幾らだか教えてください。よろし

くお願いします。 

  あと、保健所のバックアップ施設として、第２

の保健所というような位置づけで、今度、江北で

できるすこやかプラザあだちでございますけれど

も、停電時は、非常用発電機が稼働して、７２時

間運転で屋上に設置して、これにＤＨＥＡＴ、被

災都道府県及び保健所の指揮調整機能等を支援す

るための医師や保健師など５名程度で構成された

災害時健康危機管理支援チームの活動拠点として

も活用されるというふうにお伺いをしております。 

  これは、いざ災害時には、東京都から派遣され

るのですか。どこから派遣されるのですか。 

○衛生部長 全国の方で調整されて、担当された都

道府県が東京都に入り、そこから多分割り振られ

て、足立区に来ていただくことになるかと思いま

す。 

○佐々木まさひこ委員 避難者の健康維持のために

は、そういう専門的な方々のバックアップという

のは、非常に重要なことだろうというふうに思い

ますので、避難所巡回に関して、やはり、あと避

難所のアセスメントとか、そういったことに関し

ても、そういった専門的な方々のリードというの

は必要なことだろうと思いますので、どうぞよろ

しくお願いをしたいというふうに思います。 

  以上、大変ありがとうございました。お世話に

なりました。 

○長沢興祐委員長 引き続き、自民党から総括質疑

があります。 

○鹿浜昭委員 皆さんこんにちは。予算質疑もいよ

いよ最後の４０分となりました。大トリを務めさ

せていただきます自民党の鹿浜です。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  延べ６日間に及ぶ予算特別委員会でしたが、私

たち自民党会派は、区民の皆さんの負託を受け、

保守政党として責任を持って、それぞれの委員が

思い思いの提案を質疑し、これからの足立区の発

展と区民の皆さんが安心して暮らせる安全なまち

づくりを心から願い、真剣に取り組まれたことを

誇りに思うとともに、この委員会での審議は、必

ずや区政進展に結びつくものと確信いたします。

執行機関の皆さんには、実現に向けて努力してい

ただきますよう、心からお願いを申し上げます。 

  改めて、長谷川副区長から所感を伺いたいと思

います。 

○副区長 私も、予算審議、数多く参加させていた

だきました。改めて今回参加させていただいて、

３点改めて気づいたことがございますので、お伝

えしたいと思います。 

  一つは、この予算審議の重要性を改めて認識し

たということでございます。区民に選ばれた議員

の皆様と、それから、同じく、区民に選ばれた区

長が編成した予算をここで審議をしていくという

ことの重みを改めて感じました。２０名以上の委

員の皆様、そして、執行機関側も、毎回１００名

に及ぶ執行機関が、６日間、１，６６０分、真剣

に議論をさせていただいたということについては、

大変重要な場であるということを改めて認識しま

した。 

  二つ目は、委員長からも再三御指摘いただきま

したけれども、執行機関側の答弁について、やは

り端的にということとそれから明瞭にということ

を言われておりますけれども、なかなか私どもの

答弁が、限られた時間の中で、委員の皆様の限ら

れた時間の中で、的確に答弁できたかということ

になりますと、非常に不安であるし、十分ではな

かったというふうに思っております。 
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  特に、新人管理職については、この三、四年、

答弁研修等もやって、的確な答えができるように

ということでやってはいるのですけれども、私も

思い返せば、当初の頃は非常に緊張して、何を答

弁していうのか途中で分からなくなってしまった

ということもありながら、皆さんに本当に支えて

きていただいたかなというふうに思っております。 

  また、最後になりますけれども、こういう議会

の皆様と建設的な議論を通して、区民にとってよ

りよい施策ができるということを改めて実感して

おるところでございます。ありがとうございまし

た。 

○長沢興祐委員長 この際、審査の都合により暫時

休憩いたします。 

午後２時４５分休憩 

午後２時４７分再開 

○長沢興祐委員長 休憩前に引き続き、委員会を再

開いたします。 

○鹿浜昭委員 先ほど、副区長から、重責を長い間、

担っていただいております。本当に副区長として

の責任ある大変重いお言葉をいただきました。是

非、これからの私たちも議会活動を進めていく上

で参考にさせていただいて、よりよい充実した議

会活動を進めていこうというふうに思いますし、

是非、執行機関の皆さんにおかれましても、今の

副区長のお言葉を念頭に置いて、これからの区政

進展にしっかりと進んでいっていただきたいなと、

そんな思いでございます。 

  先ほどから、我が会派の先輩議員２人から、何

かもやもや感が募っているというようなお話があ

りました。毎日、私たち、この予算特別委員会の

後に、あしたの予定等の会議を開き、やっており

ますが、本当にいろいろな意見が飛び交いながら、

長時間にわたって会議を進めていったことは多々

ありました。本当に何か私もそのもやもや感とい

うのをちょっと調べさせていただいて、もやもや

感というのは、何となく不安やストレスを感じた

り、気持ちの整理が付かない状態を指すというこ

とでございまして、何がこの思いになってしまっ

たのかなあというような要因等も考えさせていた

だきました。 

  そこで、思い当たるのが、先ほど、はたの委員

からも出ました足立区特定要求等の記録及び公正

な職務の執行の確保に関する規定案の改正につい

てということで、１月３０日ですか、ガバナンス

担当部から、その規定をいただきました。このと

きには、★★、これを新設されて、ここには公職

者等ということで、区議会議員、都議会議員、国

会議員ということで書かれていて、私たちも正直

なところ、一方的な何か区議会議員、私たちにと

って、大変そういった意味では、執行機関の皆さ

んから、議員の信頼を何か持たれていないのかな

と、ちょっとそういう不安感を持つとともに、大

変残念な思いを感じました。 

  その後、２月２６日に、改正案をまたいただき

ました。本当に、その間、大変、長谷川副区長、

各会派に回って説明もいただいて、そのときに質

疑があったかと思うのですけれども、本当に苦労

された副区長、一言何かありますか。 

○副区長 特定要求の見直し案につきましては、議

会の方からいろいろ御意見いただきまして、私ど

も、内容も一部、今言った★★については、現在

のところ取り下げておりますけれども、５月１日、

東京都のカスハラ条例も含めてということで、５

月１日施行をということで考えておりましたけれ

ども、議会の方も今検討会でいろいろ動いてらっ

しゃるということで、また３月２１日に意見交換

をさせていただくということですので、その動き

を見定めて、実施の時期については、再度検討し

ていきたいと考えております。 

○鹿浜昭委員 そういう形で変更していただけたと

いうことではございますが、やはり私たちも区民

の負託を受けて、その意味では、常識を持って、

皆さんとのいろいろなお願い事、交渉事もさせて
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いただいている次第でございます。決して、不当

要求等はしたつもりもありませんし、自分自身も、

この１４年間、しっかりとさせていただいたつも

りでございますので、是非、そういった意味で、

信頼関係をより一層を築き上げながら、区民のた

めにこれからも働く所存でございますので、どう

ぞよろしくお願いしたいと思います。 

  それと、ちょっと話は変わりますが、先ほど、

お昼に、鹿浜在住の方から、私に、スマホの方に

電話がありました。内容は、今、鹿浜１丁目から

３丁目、また堀之内や江北で、１０時３０分頃か

ら停電しているということで、まだ回復していな

いということで、状況を聞いてもらって、連絡を

欲しいし、また、防災無線等で内容等を流しても

らうようにできないかというような電話がありま

した。すぐに、私も、危機管理部長にこの件を話

して、なかなか停電では、防災無線等は、今まで

も流したことはないし、そのような対応は難しい

けれども、検討させていただきますということで

ありました。私も、そういうふうにホームページ、

スマホで見せていただいたところ、１，２４０世

帯が停電の対象ということで、当初復旧するのは、

１１時４０分頃という形になっていましたが、そ

の後、４回ぐらい訂正になって、先ほど２時１０

分ぐらいになったということで、その後調べてい

ないのですけれども、そのときもまだ３７０世帯

ぐらいかな、まだ停電だったということで、大変

長い間、停電が続いてしまったということで、そ

の方も、最終的には１２時５０分ぐらいに、うち

の方、回復したよということで電話をいただきま

した。約２時間２０分ぐらい、停電していたとい

うことで、その方いわく、若い方は、スマホ等で

そういう情報は取れますが、なかなか高齢者は、

やっぱり家でじっとしていて、そんなような情報

もないし、不安になってしまうということで、是

非この防災無線等で、何か周知をしてもらえない

かというよう要望がありました。 

  区として、今後、このようなときの対応、何か

できますでしょうか。 

○危機管理部長 適宜判断したいと思っております。 

  先日、猿が鹿浜地域に出たときには、無線で特

別にお知らせしたこともあります。そういった状

況に応じて、お知らせというのは検討させていた

だきたいと思います。一概に停電だからやらない

とは思っていませんので、そこは、適宜の判断で、

今は考えております。 

○鹿浜昭委員 是非何かそのような形で、不安を払

拭するような対応、是非よろしくお願いしたいと

思います。 

  それと、先日の６日に、私も最後の質問だった

のですけれども、家庭学習支援事業の緩和と、私

ちょっと聞きそびれて、不登校の定義の緩和とい

うふうに捉えてしまって、自分の思い違いだった

ので、質問は訂正させていただきたいと思います。

多くの皆さんが、この不登校対策について質問さ

れておりましたが、私も触れさせていただきたい

と思います。 

  今、令和５年度の１，５３０人というのがあり

ますが、学年別に見ると、小学校６年生の不登校

が１７４人、中学校１年生は２５１人ということ

で、約１．４４倍に一気に急増しているというこ

とは、いわゆる、中１ギャップ、これが発生して

いるというふうに思いますし、来年もまた傾向的

には変わらないのかなというふうにも思っており

ます。 

  このことを区教育委員会は、どのように分析さ

れていますでしょうか。 

○教育相談課長 不登校の要因については、令和７

年度にアンケートで実態を把握する予定でござい

ますので、それを踏まえて、今後、どういった傾

向が見られるのかというのを考えていきたいと考

えております。 

○教育指導部長 やはり中学生になりますと、今ま

で担任が見ていたものが教科別になる、また、学
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習も難しくなってまいります。そういったものも

要因の一つではないかというふうに考えておりま

す。 

○鹿浜昭委員 そうですよね。私も、小中連携、今

も進めていっていただいているとは思うのですけ

れども、これずっと私、昔からというか、もう１

０年ぐらい訴えさせていただいていますけれども、

その辺を予算、これからやっぱり多く取っていた

だいて、今、予算幾らですかね。これに係る。 

○教育指導部長 小中連携の予算については、今数

字を持ち合わせてございませんので、後ほど御報

告をさせていただきます。 

○鹿浜昭委員 前回聞いたとき、１０万円ぐらいと

いうような予算だったかと思うのですけれども、

なかなか講師を１人呼ぶにしても、今３万円、５

万円という費用も掛かってしまいます。是非、こ

の辺をやっぱりもっと強化していただいて、先ほ

ど言ったような教科担任制、これを小学校でもス

ムーズに進めていっていただき、小学校から中学

校への円滑な移行に取組、行っていただきたいと

いうふうに思いますし、先行きは、興本扇学園、

また新田学園のように、小中連携一貫校という形

で、私は推奨派なので、是非検討していっていた

だきたい、そのような思いでございます。 

○教育政策課長 小中連携の予算ですけれども、報

償費として２８７万円余を計上しております。各

３５中学校ブロックに配布して、有効に活用して

いただいております。 

○鹿浜昭委員 では、各ブロックごとに１０万円ぐ

らいあったのかな、そんな話だったのですね。あ

りがとうございます。 

  以前のデータからも、この小中一貫校、中１ギ

ャップがなく、区内でも一番不登校の少ない学校

だったと思いますが、現状はどうでしょうか。新

田学園で興本扇学園の不登校の実態。 

○教育相談課長 学校ごとの不登校の数というのは

公表しておりませんので、申し訳ございません。 

○教育指導課長 正確な数字は相談課ですが、学校

に入っていろいろな訪問、また指導をしていく肌

感覚でございますが、興本扇学園、新田学園、や

はり一貫校ですので、他校と比べて、不登校の発

生率は低いのではないかと、もちろん肌感覚でそ

ういう実感を持っております。 

○鹿浜昭委員 最近はそんな実数、公表していない。

私もちょっと見ていないのですけれども、以前見

たときにはもうはっきりとその数字が出ていまし

た。多分今も傾向的には変わらないと思いますの

で、是非そういう形で、これから小中一貫校等も

併せて考えていっていただきたいな、そんな思い

でございます。 

  それから、区教委も、いろいろと不登校対策等

は打っているにもかかわらず、やはりコロナの影

響も大きな要因で、不登校数は減少せずに増加傾

向にあるということでございます。 

  私は、この不登校になった児童生徒本人よりも、

大変な思いをされている、この本人も大変な思い

をされているとは思いますが、不登校児童生徒を

持つ親を、やっぱり子どもの将来の不安とか社会

的なプレッシャー、偏見、自責の念、親自身の葛

藤など、どれほどつらい思いをされているのかな

とそんな思いをちょっと感じております。 

  不登校なんでも相談室が実施したアンケートに

よりますと、保護者、精神的負担がとても重くな

ったというのが３３．６％、重くなった５２．

２％ということで、合計８５．６％にも達してい

るということでございます。私は、不登校原因、

親に大分そういった意味で原因があるのかなとい

うふうにも思っておりますが、保護者に対しての

支援は、どのようなものをされているのか教えて

ください。 

○教育相談課長 保護者に対しましては、不登校の

子を保護者のための講演会、交流会というものを

教育相談課の方で主催で行っております。令和６

年度は３回実施いたしました。 



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ５８  

 

○鹿浜昭委員 参加者、どのぐらいあったの。 

○教育相談課長 令和６年度の参加者ですが、大体

１回に会場にいらっしゃるのが４０人ぐらいで、

オンラインも参加を認めておりますので、そちら

が２０人ぐらいになっております。 

○鹿浜昭委員 不登校１，５００人ぐらいいて、参

加者４０人、オンラインでもその数ということは、

やっぱり本当にごく一部、どちらかというと、ア

ウトリーチ型というか、その保護者もなかなかそ

ういうところには参加しにくいというのが現状か

なというふうにも思いますので、是非、そういう

形で、私も、先日この不登校支援の現状というこ

とで、講演を受けることがありました。この社長

さんは、ペアレンツキャンプという民間の支援機

関ではありますが、このペアレンツキャンプとい

うことを聞いたことはありますか。 

○教育相談課長 申し訳ありません、初めて聞きま

す。 

○鹿浜昭委員 この社長は、講演の中で、不登校は

必ず原因ときっかけがあるということで、それを

明確にすることがまず重要であるというような話

もありました。 

  是非、後で資料見ていただければありがたいな

というふうに思います。決して私、何の関係もな

いのですけれども、すごいいい講演だったので、

是非参考にしていただければというふうに思いま

す。 

  そういった意味でも、ここの社長が言うには、

家庭教育支援と訪問カウンセリング、これが大切

だというようなお話もありました。私もずっと家

庭訪問、これを訴えておりましたが、なかなか、

今、ほとんどの学校ができていないということで、

先日も、教育政策課長に話したばかりですが、是

非、本当に私は寂しく思います。やはり先生が、

各家庭に行って、その家庭を見ると。百聞は一見

にしかずで、もう行けば、大体その家庭が見える

ということで、子どもと親と家庭が見えれば、あ

る程度のバックグラウンドが見えるような気がし

て、そこまで深く行かなかったのかなというふう

に思いますけれども、残念ではございます。いろ

いろな事情があるということでね。 

  そんな中で、この講義で、未然防止という話も

ありました。今、足立区でもＳＳＲ、未然防止事

業として取り組んでいるかと思いますが、令和５

年度ですか、６中学でモデル的に進んで、今度、

第一学校、加賀中学校、蒲原中学校で進めている

というふうに思います。せんだって私も、加賀中

学校の方を見せていただきました。約１年が経過

したと思いますが、利用実績等、どういう感じで

しょうか。現状を教えてください。 

○教育指導課長 まず、本年度４校、六月中★★全

部で４校、本年度開校しておりますが、５月のゴ

ールデンウイーク明けに、最初にスタート時に利

用されたお子様たちが１７名です。その後９月以

降に、新しく入られた方が３３名、申し訳ありま

せん、逆でした。失礼しました。最初から入って

いる子たちが３３名で、９月以降新しくが１７名、

計５０名のお子さんたちが、継続しながら利用し

ております。 

○鹿浜昭委員 それは４校で合計ですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○鹿浜昭委員 加賀中学校を私、見せてもらって、

生徒が２００人弱で、利用者が二十七、八人いた

のかな。本当にね、１割以上が利用されていると

いうことで、教室の雰囲気も、ソファーがあった

りなんかして、子どもたちも、登録制になってい

るのですね、あれね。そんな感じですごく独学し

ているというか、静かな教室で、当時四、五人が

利用していたかなというふうに思います。なかな

か今まで考えにくかった、事前的なそういう、未

然防止ということでは、学校に通って、好きな時

間に行って、好きな時間に帰るというような今の

システムかと思うのですけれども、そこで、また

普通教室に戻られたという子というのは、今まで
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いるのでしょうか。 

○教育指導課長 現在のところ、通常教室でしっか

りと戻って、そこでずっとお勉強しているという

生徒の報告はありません。 

○鹿浜昭委員 是非、全校展開ということで伺って

おりますが、今後、何か課題等はありますか。 

○教育指導課長 大きく分けて２点、課題を捉えて

おります。 

  まず１点目は、生徒の、今、４校の中で見られ

ている課題は、長く利用している生徒さんと新し

くそこを利用する生徒さんの中でのその部屋に対

する考え方だったり、自分の過ごし方というとこ

ろで、少しそこのいざこざだったり、心の中での

いろいろな思いがあって、中には、２名のお子さ

んが、せっかくＳＳルームに来ることができたの

に、また不登校になってしまったというような事

例もありますので、ＳＳルームから教室に戻る、

また、ＳＳルームがあることで、学校に来られる

ようになった、そういったところのＳＳルームの

存在価値だったり、もう１回きちっとそこのソフ

ト面の確認、また、展開していく上で充実という

ものを図らなければいけないというのが１点目で

す。 

  もう１点目は、そこに今、我々は、校長や副校

長、元管理職をそこの指導の指導員として入れて

おりますが、３５校に展開する上で、指導に関わ

る職員の質の担保、また３５名の確保といったと

ころが課題として考えられております。 

○鹿浜昭委員 是非、その辺を分析して、全校展開、

しっかりと進めていっていただければというふう

に思います。 

  それと、先ほどへんみ委員からもありましたけ

れども、地下鉄サリン事件風化防止啓発推進条例

について伺います。 

  また、先日、たがた委員からも、この件に関し

てありましたので、私からは少し軽く触れさせて

いただきたいと思います。 

  制定内容で、区は、事件発生の３月２０日を中

心に、その趣旨にふさわしい事業を実施する。区

は、国などに対し、事件の風化防止に関する積極

的な働きかけを行うとされています。 

  そんな中で、区長は、１１都府県２５市区町で

つくるオウム真理教対策関係市区町村連絡会の会

長を１０年以上を今務められているということで

ございます。是非、区長の方から、この３月２０

日を地下鉄サリンの日として、事件のあった時刻

の午前８時に、毎年、今の今日の黙禱のように、

関係団体が一体となって取り組んでいただき、機

運醸成を図り、風化することがないよう、進めて

いっていただきたいなというふうな強い思いを持

っておるのですけれども、いかがでしょうか。 

○区長 午前８時ですと、就業前ということもあり

ますので、その時間がなかなか厳しいと思います

が、どのようなキャンペーンで風化防止が図れる

か、また議会にお諮りして、また住民協議会の皆

様方と御相談して、検討してまいります。 

○鹿浜昭委員 確かにもう午前８時というと、ちょ

っと厳しい時間帯かなというふうに思いますが、

やはり黙禱させていただくと、いろいろな意味で

すごく哀悼の意も感じますし、御冥福をお祈りす

るということで、風化することがないというふう

な確信もさせていただいておりますので、是非、

前向きによろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

  次に、予算の３３．７％を占める１，１６７億

円の特別区財政調整交付金について伺います。こ

こ数年、都と特別区の間での協議が、結構、令和

２年のときには、児童相談所の問題で、配分割合

の見直しということで問題があったり、また令和

６年も、この児童相談所の運営費負担に対して、

結構議論があって、年間数十億円掛かるようなこ

とも聞いておりますが、いろいろと難航している

のかなというふうにも思います。 

  そんな形ではありましたが、令和７年度は、そ
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ういった意味で、大分、特別区の配分割合、５

６％に引き上げていただいて、普通交付金の割合

を９４％、特別交付金の割合を６％ということで

合意されたかと思います。 

  そんな中で、せんだって、東京都２０２５年の

当初予算案が出ました。一般会計の総額は、前年

よりも７，０５０億円多い９兆１，５８０億円に

上って、予算規模は４年連続で過去最大となり、

９兆円というのは、想像を絶しますが、相当なも

ので、０１８サポートなど子育て支援の施策に巨

額な資金を投じているということでございます。 

  特別会計なども含めた全会計の総額は１７兆８，

０００億円。都によると、スイスが国家予算が１

４兆７，０００億円、スウェーデンが２０兆円と

いうことで、本当にもう国家予算に並ぶ予算額だ

ったということでございます。 

  東京都の財政、これ相当、余力をちょっと私は

感じていまして、都庁第一本庁舎でプロジェクシ

ョンマッピング、これは２年間で予算分かります

か。分からない。これ予算４８億円掛けているの

です、４８億円。それと、今年度検討しているの

かな、お台場の噴水公園、これ予算分かる人、東

京都がやっていくって。噴水公園で噴水で２６億

円ということで、私も想像を絶するようなびっく

りした数字でございまして、まだまだ財源に余力

があるのかなというふうに思ってしまいます。 

  全会計総額だと１７兆８，０００億円で、特別

区財政調整交付金が１兆２，９８３億円、約７．

３％を２３区で分配するということで、何か正直

なところ、もっと特別区で予算配分を多くもらえ

ないのかなというふうに思うのですけれども、そ

の辺の交渉というのはされたことありますか。 

○財政課長 鹿浜委員から今お話がありましたよう

に、財源の配分割合というところも、過去から大

分区側の方に引き上げていただき、今回令和７年

度からは、区が５６％ということで、大幅に引き

上げられているようなところでございます。 

  毎年、配分の割合ですとか、あとどういったも

のに財源を回していただけるかというところは、

特別区で協議をさせていただいているところでは

ございますけれども、好調な企業収入というとこ

ろもございますので、より多く区側の方に配分を

していただけるように、都と区が連携して取り組

む内容ではあるかと思いますけれども、区側の事

情というのも、適宜伝えていきたいと考えており

ます。 

○鹿浜昭委員 是非、その辺も、２３区が一つにな

って進めていかないと、なかなか全て都庁が、そ

ういった意味で、交付金、基準財政需要額と基準

財政収入額、これ東京都が決定するということで

よろしいのでしょうか。 

○財政課長 収入の基礎となっている税収等、人口

ですとか、そういったところがありますので、都

側が一方的にということではありませんけれども、

参考とさせていただいている数字になっていると

思います。 

  区側も適宜、項目として必要なものというのは、

都側の方に交渉もしてございますので、区側が、

よりサービスを充実させるために必要な項目です

とか、金額の増額というところは、引き続き、こ

れからも都側の方、２３区一体となって取り組ん

でまいりたいと考えております。 

○政策経営部長 今、鹿浜委員がおっしゃったよう

に、２３区一丸でというところで、やはり東京都

と区で特別区長会の方で、財政協議の場が持たれ

ておりますので、今回の財調の割合に関しても、

そこで長年議題になっていて討論した結果、上が

ったというふうに認識をしています。 

○鹿浜昭委員 せんだって、都庁の部長かな、その

方から特別区財政調整交付金で講義をいただいて、

聞かせていただいたのですけれども、基本的なル

ールは、地方交付税、これに準じているというこ

とで説明がありました。なかなかその辺の割合は、

何とも言えないかと思うのですけれども、そこで、
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特別交付金の方も６％というような感じで進めて

いるということでございました。とにかく、是非、

その辺を今後、より一層、交渉の場で難しいかと

思いますが、よろしくお願いしたいなというふう

に思います。 

  それと、話は変わります。昨年の９月２６日、

総務委員会で、行政が運営主体となる新規火葬場

建設を求める陳情、これが総務委員会で、全会派

一致で採択されました。約半年経過しましたが、

その後の動きは何かありましたでしょうか。 

○政策経営課長 新たな火葬場を造るというような

動きは現状出ておりません。 

○鹿浜昭委員 そうだけれども、何か動き、何もな

い。 

○政策経営課長 周辺区には、その可能性ですとか、

そういった議論があるのかというようなことで問

合せはしているところですが、足立区と同じよう

な状況で、やはり住宅から２５０ｍの距離を取ら

なければいけないという、そういった需要があり

まして、なかなか適地がないというのが、各区同

じような状況でございます。 

○鹿浜昭委員 このとき、私もいろいろと検討をさ

せていただいて、今、全国的に見ると、火葬場と

いうのは、９９％が公営ということで、東京都だ

けなのです、２３区では、九つぐらいあるのかな。

その中の葬儀場で、二つが公営だけれども、残り

の七つが民設ということで、特別区長会の方から

も、やっぱりこの火葬費が大変高いということが

入って、公営の大田区の臨海斎場だと、１回当た

り４万４，０００円ということであったり、江戸

川でも、５万９，６００円、この四ツ谷斎場の方

は約９万円掛かっているということで、大変な、

大田区から見ると倍以上掛かっていて、値上げが

すごく多く、２３区の区長会も、特別区長会から

厚生労働大臣宛てに、火葬場経営に関する要望書

が、昨年８月に提出されているということで、そ

の辺の動きは何かありましたか。 

○政策経営課長 今、鹿浜委員おっしゃったとおり、

８月２６日に、特別区長会の方から、火葬場の経

営に関する要望ということで出させていただいて

おります。 

  事業の透明性、非営利性の確保というような観

点で、提出させていただいている要望ですけれど

も、今、具体的何か動きがあったというようなお

話は聞いていないところでございます。 

○鹿浜昭委員 そもそも火葬場というのは、社会イ

ンフラであるということで、私もこのとき答弁さ

せていただいています。なかなかＨ社が１社が独

占的な企業であって、そういった意味で、競争的

なメカニズムがないということで、当然、１社な

ので、費用も簡単に決められるということで、こ

んなような金額になってしまったのかなというふ

うに思うのですけれども、やはりこれから、せん

だって都市公園法ですか、これが２０１７年に改

正されて、公園に保育所を造れるというようなこ

とになりました。そういった意味で、そういうこ

とを、これから、例えば、大きな都立公園等も含

めて、そういうところに、こういう火葬場もでき

るかというような、いろいろな意味で、不可能を

可能にしていただくのが、行政のお仕事かなとい

うふうにも思っておりますので、是非、これから

も検討していっていただいて、その辺を解決でき

ればありがたいなというふうにも思っております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、あだちはじめてガイドという足立区に

転入される方のこういう配布物について伺います。 

  区外から転入手続があったときに、戸籍住民課

の方で、あだちはじめてガイドや洪水内水高潮ハ

ザードマップなど、命に関わる情報が転入セット

として配られるかと思います。しかし、昨年の決

算特別委員会で、我が会派の伊藤委員から質疑が

あったとき、転入セットを全員が持ち帰っている

わけではないということが明らかになったという

ことでございます。 
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  昨年、１年間、転入者、何人ぐらいだったので

しょうか。 

○戸籍住民課長 約３万７，０００件ほど、４月か

ら１２月ですけれども、ございました。 

○鹿浜昭委員 そのうち、どうですか、持ち帰って

くれた方。 

○戸籍住民課長 前回、決算特別委員会のときに、

伊藤委員の方から御質問があった際は、大体半分

ぐらいはやはりお持ちいただかなかったというこ

とで、窓口の方でも、話し掛け方を工夫しまして、

命に関わるハザードマップ等が入っておりますと

いう御案内をしたところ、約６割から７割、お持

ちいただけることに、少し若干改善が見られたと

ころでございます。 

○鹿浜昭委員 それでもまだ六、七割ということで

あるので、是非、せっかく足立区に転入していた

だいたわけですから、何かちょっとした記念品、

それも一緒に配布すれば、より多く持っていって

もらえるかと思うのですけれども、その辺は検討

されたことはありますか。 

○戸籍住民課長 今回、来年度から新たに予算にも

計上しておりますが、手提げバックを用意しまし

て、来年度は、千住宿４００周年のロゴを付けた

ような、少し厚手の持ちやすい、肩から掛けやす

いようなバッグをお持ちしまして、それに当然持

ち帰りやすいこと、また、その後、御自宅でも御

活用できるような、どちらかというとグッズに近

いようなことも兼ねた商品を配布したいなと考え

ております。 

○鹿浜昭委員 ありがとうございます。よろしくお

願いします。時間になりましたので、これで終わ

ります。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 以上で全ての質疑が終了いたし

ました。 

  この際、審査の都合により休憩いたします。 

午後３時２１分休憩 

午後３時３８分再開 

○長沢興祐委員長 休憩前に引き続き委員会を再開

いたします。 

  これより、５議案並びに修正案に対する討論に

入ります。 

  なお、討論の時間につきましては、各会派５分

程度とし、無会派の意見表明は２分程度にとどめ

て行っていただきますようお願い申し上げます。 

  最初に、自民党を代表して、岡田委員から討論

があります。 

○岡田将和委員 私は、足立区議会自由民主党を代

表し、第５号議案、第６号議案、第７号議案、第

８号議案、第５３号議案、以上５議案の原案に賛

成、第５号議案に対する修正案に反対の立場から

討論を行います。 

  政府は、令和７年２月の月例経済報告で、景気

は一部足踏みが残るものの、緩やかに回復してい

ると判断しました。先行きは、雇用・所得環境が

改善する中で、各種政策の効果もあり、緩やかな

回復が続くことが期待される。ただし、欧米の高

い金利水準や中国の不動産市場の停滞に伴う影響

など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押し

するリスクとなっている。また、物価上昇、アメ

リカのトランプ大統領が打ち出す通商政策の動向、

中東情勢などの影響に十分注意する必要があると

しています。 

  また、令和６年１２月に実施した区内中小企業

景況調査では、景気動向として、いい、普通の回

答割合は７割以上、今後の予想として、いい、普

通との回答割合は８割以上となっております。し

かし、経営課題として、原材料高、人手不足、売

上げの停滞減少、同業者間の競争の激化が多く挙

がり、これからの重点経営施策として、人材確保、

経費節減、販路拡大、技術力を高めるとの回答割

合が高くなっています。 

  足立区は、「やりたいことが叶うまち」をテー

マに、令和７年度から１４年度までの８年間を期

間とした新たな基本計画を策定しました。 
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  令和７年度予算案は、選ばれるにはワケがある。

新・足立区基本計画スタートと名付け、区制１０

０周年である令和１４年に向けて、区の魅力を高

め、区民一人一人の思いがかなうまちの実現を目

指した予算編成となりました。 

  物価高騰の長期化、区民生活を取り巻く状況が

厳しさを増す中、持続可能な未来を見据え、現状

と課題を踏まえた効果的な政策を推進していかね

ばなりません。 

  多様なステークホルダーとともに、区の魅力や

個性を高めることが、課題を乗り越えていくため

に不可欠です。 

  子育て家庭訪問事業、大学生等の就学・就職支

援など、妊娠期から若者まで切れ目のない支援の

強化、すこやかプラザあだちの開設やマンション

に対する備蓄品購入費用助成等の災害対策、移動

手段の確保に向けた総合交通対策など、区民の安

心安全に関わる支援だけでなく、千住宿開宿４０

０周年記念事業として、今昔の千住の魅力を区内

外にアピールすることなど、特色ある予算案とな

っており、一過性の事業とすることなく、効果的

な事業となるものを期待するものです。 

  なお、本予算特別委員会において、我が党委員

が指摘した子育て世帯に向けた小・中学生教育費

に対する保護者負担軽減補助金、区民が安心して

産み育てられる少子化対策、子どもと地域のため

のスクールゾーンの見直し、劇団四季鑑賞事業継

続を含めたこどもまんなか社会の実現、区内経済

活性化を目的としたＰａｙＰａｙ商品系事業の実

施機関の検討、環境配慮型のプチテラスの整備、

真に地域と連携した千住宿４００周年記念事業の

推進、記念事業終了後も、何度も訪れたくなる足

立区へするための観光課設置、地域の稼ぐ力を底

上げする足立区観光交流協会事業、生命と財産を

守る自衛官の募集啓発、多世代から愛される六町

のまちづくり、公園を生かし、魅力あふれる綾

瀬・北綾瀬ゾーンのまちづくり、足立区民のため

の地下鉄８号線の整備促進、東京女子医大への土

地貸与の有償化の検討、誘致目的の達成度をはか

るモニタリング会議の定期開催、区民や住民から

選ばれた議会の不安感を払拭するための足立区に

よる丁寧な説明など、様々な提案及び要望事項に

ついては、本予算の執行を含めた今後の区政運営

に確実に反映するよう強く要望いたします。 

  最後に、共産党から提出された修正案につきま

しては、修学旅行費や教材費の補助など一部が含

まれておりますが、長期的かつ安定した区政運営

を見据えたものではなく、賛成できるものではな

いことを申し上げて討論といたします。 

○長沢興祐委員長 次に、公明党を代表して、小泉

委員から討論があります。 

○小泉ひろし委員 私は、足立区議会公明党を代表

し、本予算特別委員会に付託された第５号議案、

第６号議案、第７号議案、第８号議案及び第５３

号議案、以上５議案の原案に賛成、第５号議案に

対する修正案に反対の立場から討論を行います。 

  政府の２月の月例経済報告では、一部足踏みが

残るものの、穏やかに回復しているという基調判

断を維持しています。しかし、米や野菜の値上が

りなど食品価格、エネルギー、原材料価格の高騰

は、区民の生活に一層の厳しさをもたらしていま

す。 

  一方、海外に目を向ければ、ロシアによるウク

ライナ侵攻から３年が経過し、停戦復興への見通

しが立たない中、中東地域の紛争もあり、また、

アメリカの経済政策の急変による景気への影響も

懸念されます。 

  そのような中、足立区は、令和７年度に新たな

基本計画がスタートします。住んでみたい、訪れ

てみたいまちとして、キャッチコピー、ワケあり

区、足立区。を打ち出し、令和７年度予算のタイ

トルを選ばれるにはワケがあるとしました。 

  予算編成には、地震・水害などの大規模災害対

策、物価高騰、人手不足等から区民や中小企業を
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守る対策、こどもまんなか社会の実現に向けて切

れ目のない若年者支援等を中心に据えています。 

  予算規模は、一般会計当初予算額で３，４７２

億円余となり、１１年連続で過去最大を更新する

ことになりました。 

  歳入では、雇用環境改善に加え、定額減税の影

響がなくなることから、特別区税としての税収増

を前年度比４４億円増の５６７億円と見込み、歳

入の約３割を占める財政調整交付金については、

原資となる都税収入が引き続き好調に推移すると

想定し、前年度比５０億円増の１，１６９億円、

２割強を占める国庫支出金は、児童手当交付金５

２億円の増やデジタル基盤改革支援補助金１０億

円増等により、前年度比１０３億円の増額を見込

み、総額７８１億円としています。 

  一方、歳出を性質別内訳で見ると、義務的経費

は、前年度比で人件費が３８億円増、扶助費が８

８億円増、公債費が２億円減で、全体では１２３

億円増の１，７１６円億円となっています。投資

的経費は、前年度比１６億円減の４２１億円とな

りました。財源対策における基金の取崩しについ

ては、特別区税や財政調整交付金等の歳入増が見

込まれることから、前年度比８２億円減の２５８

億円としています。また、特別区債は前年度に続

き計上していません。今回の予算編成では、補助

金の見直しにより、約１７億６，０００万円を削

減し、必要な事業へ振り向けます。 

  予算案には、我が党が要望してきた帯状疱疹ワ

クチン定期接種補助、防犯対策物品購入費用助成

の拡充、小規模事業者等経営改善補助金、農業生

産者組織等育成事業費補助金の拡充、障がい者福

祉手当の増額、生ごみ処理機コンポスト化容器購

入費補助の拡充、外国語指導助手の派遣増などが

盛り込まれています。 

  なお、共産党提出の修正案につきましては、中

長期的に区政運営を考慮した一貫性のある案とは

言えず、到底賛成できるものではありません。 

  最後に、今回の予算特別委員会で、我が党委員

から指摘し、要望した防犯まちづくりの推進、災

害医療計画の立て直し、高齢者見守り施策の充実、

孤立を防ぐ地域の形成、日暮里・舎人ライナー及

びつくばエクスプレスの混雑解消対策、ごみ減量

と食品ロス削減、太陽光発電設置助成、暑熱対策、

ＩＣＴの活用教育推進、小・中学校における教材

費、修学旅行、制服などの保護者負担の軽減、ア

ピアランス支援、地下鉄サリン事件風化防止啓発

の推進、東京女子医大足立医療センター補助金交

付の適正化の検証、千住宿開宿４００周年記念事

業などの様々な提案にも真摯に受け止め、予算の

執行と区政運営に反映されることを強く要望しま

して、討論といたします。ありがとうございます。 

○長沢興祐委員長 次に、共産党を代表して西の原

委員から討論があります。 

○西の原ゆま委員 私は、日本共産党を代表して、

第５号議案に反対、第６号議案、第７号議案、第

８号議案、第５３号議案及び第５号議案の修正案

に賛成の立場を表明して討論を行います。 

  第５号議案 令和７年度一般会計予算原案は３，

４７２億円となり、１１年連続で過去最大を更新

しました。 

  新年度予算で、障がい・介護従事者、住宅手当

や障がい福祉手当の金額増額、動物との共生にお

いても、猫の譲渡会の回数増とイベント開催、飼

い主のいない猫の不妊去勢手術補助額の大幅増や

第５３号議案の運輸事業エネルギー価格高騰対策

支援などの新規拡充事業は、我が党も求めてきた

ものであり、歓迎するものです。 

  しかし、財政調整基金をはじめとする積立金は、

令和２年以降、１，８００億円台で推移しており、

全国でトップクラスの基金はため込み過ぎと言わ

ざるを得ません。基金そのものは否定しませんが、

区民の暮らしに見合った積極的な活用こそ必要で

す。自然災害や物価高騰の長期化等、区民生活を

取り巻く状況が厳しさを増す中においても、区政
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に立ちはだかる喫緊の課題に正面から向き合うと

区は言っていますが、ため込んで財源があること

がはっきりしているのに、物価高騰で苦しむ多く

の区民生活に正面から向き合った予算とは言えま

せん。国でさえ、物価高騰支援を地方創生臨時交

付金での推奨メニューとして、区内の事業者への

エネルギー等高騰価格の支援を挙げていますが、

幅広い事業者を対象にするどころか、車の運転を

しないと成り立たない業種であっても、その支援

すら全く見向きもしません。これでは足立区内の

業者は報われません。 

  人類の生存が脅かされる気候危機に対し、全区

民が一丸となって立ち向かう必要があるのに、環

境部ではフェアを廃止し、復活も拒否し、環境プ

ラザは、ほかの区と比べて大変見劣りのあるもの

になってしまいました。 

  災害対策では、マンションの備蓄を支援するこ

とは拒否しませんが、防災備蓄倉庫があるごくご

く限られたマンションだけを救い、それ以外のマ

ンションや一戸建ての住宅の備蓄への具体的な支

援は切り捨てる冷たい姿勢です。 

  １２１か所ある避難所の煮炊きをしないと表明

し、家庭用と変わらないカセットコンロが数本し

かなくなります。１２１校全てで外部からの炊き

出しがある保証はどこにもないのに、避難所での

炊き出しを否定する、拒否する姿勢は、とても現

実離れしているとしか言いようがありません。 

  国からプッシュ型支援があるからと言いました

が、これが後手後手に回った能登の石川県知事の

言い分と全く同じで、これでは、足立区民は不幸

です。 

  本気で物価高騰に向き合い、気候危機から命を

守る環境、災害対策を更に姿勢を改めることを強

く求めるものです。 

  我が党は、予算修正案で提案している子ども・

子育て若者応援支援として、修学旅行、移動教室

の無償化や副教材費の無償化、奨学金の返済支援

を卒業後の若者に対象を広げることや感震ブレー

カーなど、次々と予算委員会などの中で、区が実

施を表明してきており、我が党の予算修正案の提

案が、道理にかなった区民要望に応えたものであ

ることを証明するものです。 

  区が実施を表明したものには、現時点では、予

算の裏付けがないものが多く、直ちに予算として

反映するという点でも、予算修正案を可決すべき

です。 

  国民健康保険特別会計は、今回初めて値下げで

あり、賛成とすることにしましたが、区長会で法

定外繰入れの解消に使うべきという議論もあった

中、我が党は値下げをするよう申入れをしてきま

した。子どもの均等割の課題もありますが、更な

る区の奮闘を期待するものです。 

  介護保険特別会計や後期高齢者医療特別会計は、

新年度は大幅な値上げがないため、賛成をいたし

ますが、どちらも高過ぎる保険料により、高齢者

などの負担が増大しており、今後とも、区の奮闘

を強く求めます。 

  何よりも区民の命と暮らしを守る施策を最優先

にすることを強く求めまして、討論を終わります。 

○長沢興祐委員長 次に是々非々の会を代表して、

へんみ委員から討論があります。 

○へんみ圭二委員 私は、是々非々の会を代表し、

第５号議案から第８号議案並びに第５３号議案の

５議案に賛成し、第５号議案の修正案に反対の立

場で討論を行います。 

  総務省統計局によれば、２０２５年１月の消費

者物価指数は前年同月比で４．０％上昇し、物価

高騰が顕著となっています。食品やガソリン価格

の上昇が家計に多大な影響を及ぼしており、区民

の生活を支える区政の果たすべき役割がますます

大きくなっている中で、編成された令和７年度予

算は、選ばれるにはワケがある。新・足立区基本

計画スタートと銘打たれ、一般会計３，４７３億

円と、前年度比で１７２億円の増加となりました。 
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  予算編成の特徴として、三つのワケが掲げられ

ています。 

  一つ目は、子育てしやすい“ワケ”・やりたい

ことが叶う“ワケ”として、子育て家庭訪問事業

や大学生等の就学・就職支援など妊娠期から若者

までの切れ目のない支援。 

  二つ目は、住みやすい“ワケ”として、すこや

かプラザあだちの開設やマンション備蓄品購入費

用助成等の災害への備えなど、区民の安全・安心

に関わる支援。 

  三つ目は、訪れたくなる“ワケ”として、千住

宿開宿４００年記念事業が予算措置をされました。 

  高校生応援支援金の事業を見直し、防災士資格

助成の要件緩和、私立幼稚園預かり保育の助成額

拡充など、会派として要望してきた施策も盛り込

まれており、一定の評価をいたします。それぞれ

の“ワケ”が更に発展するよう望みます。 

  新年度の特徴の一つは、足立の花火が５月開催

に変更となる点です。昨年の足立の花火は中止で

したが、今年は無事に開催されることを祈念する

とともに、学びピアの活用による有料席の増加な

ど、更なる自主財源の確保に向けた努力を求めま

す。 

  更に、自主財源の確保についてでは、ふるさと

納税による減収が増大している中、虹色寄附制度

で寄附していただいた方々へ、より丁寧な対応を

行い、足立区を応援する“ワケ”を再構築するべ

きです。 

  ５億７，０００万円の予算で商品券を２億５，

０００万円分しか配ることのできない第４回レシ

ートｄｅ商品券事業については見直しを求めまし

た。２，５００円の商品券を配るために、３，２

００円もの経費を掛ける非効率な事業であり、不

正行為を防ぎ切れない不完全な事業でもあるため、

なぜレシート事業にこだわるのか、訳が分かりま

せん。性善説で非効率な事業を行うのではなく、

大切な血税を使っているという意識を強く持って、

事業展開すべきと指摘いたします。 

  女子医大の補助金審査会の議事録について、公

開すると約束をしておきながら、忘れていたと公

開していなかったことは言語道断であり、簡単に

納得するわけにはいきません。私どもの指摘によ

ってようやく公開された議事録も、説明資料の添

付がないなど不明瞭な議事録である上、音声デー

タを消去していて再検証できないなど、１法人に

対して８５億円もの税金を投入することの重大性

を認識していない区の姿勢が明らかとなりました。

本来であれば、どの補助金よりも透明性を高めな

くてはならず、ほかの審査会とは訳が違います。

議事録や審議会、審査会の在り方について見直し

を求めます。 

  足立区地下鉄サリン事件風化防止啓発推進条例

は、パブリックコメントで区民の意見を募ること

もなく、区議会に丁寧に説明をすることもなく、

提案をされました。また、本定例会では、条例の

撤回もありました。条例は、軽々しく提案するも

のではありませんし、軽々しく撤回するものでも

ありません。議会は、条例をわけなく通すと思っ

ているのでしょうか。猛省を求めます。 

  共産党提案の修正案は、若年層や子育て世代へ

の支援策が盛り込まれており、特に子ども２人乗

せ自転車購入費助成など賛同できる部分もあるの

で、全否定をするわけではありませんが、区独自

の学力テストの中止や生きがい奨励金の復活など

について、見解が異なるため賛成できません。 

  本委員会では、おはやしへの支援、保護猫譲渡

会の拡充、綾瀬駅東口のビル風対策、バス停屋根

のミスト化、高架下の屋根の設置と柵の撤去など、

綾瀬駅西口のウォーカブルなまちづくり、投票済

証の発行や期日前投票所の設置、地権者教育の推

進など提案をいたしました。区政運営に生かされ

るよう要望いたします。 

  広辞苑で“ワケ”の意味を調べると、物事の筋

道、ものの道理とあります。筋道や道理を間違う
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ことのない区政運営を望み、討論といたします。 

○長沢興祐委員長 次に、都民ファーストを代表し

て、川村委員から討論があります。 

○川村みこと委員 都民ファースト無所属の会の川

村みことです。 

  私は、会派を代表して、第５号議案、第６号議

案、第７号議案、第８号議案、第５３号議案の以

上５議案に賛成、第５号議案に対する修正案に反

対の立場から討論を行います。 

  区は、令和７年度の予算のタイトルを選ばれる

にはワケがあるとしました。子育て、福祉、防

犯・防災、経済、環境など幅広く網羅されており、

区民の方には選んでよかった、区外の方にも、こ

れから足立区を選んでいただける予算編成となっ

ており、大変評価をしております。 

  子育て支援においては、孤立・孤独を防止し、

安心して産み育てられる子育て家庭訪問事業が予

定されております。そのほかにも、インフルエン

ザワクチン接種の助成費用の増額、フルミストを

助成対象に加えるなど制度拡充、学校給食費の上

乗せ、高校生応援支援金の復活、大学受験料・模

擬試験料助成、就学・就職支援、不登校支援など、

子育て中の保護者が今求めている支援と子どもた

ちが将来を諦めずに伸び伸びと暮らすことができ

る環境づくりが組み込まれております。 

  また、防犯・防災対策につきましては、防犯カ

メラ設置補助の強化、マンション備蓄品購入費用

助成、災害時トイレ確保管理計画の策定、避難所

における情報通信設備等の強化、水害時の避難行

動支援者の避難先の拡充など、安心して暮らせる

まちづくりに向けた施策が組み込まれています。 

  そのほかにも、事業承継促進支援、千住宿開宿

４００年記念事業、ＰａｙＰａｙ商品券事業など

の経済対策、デマンド型交通の本格運行や新たな

交通手段の実証実験など、区民の足を守るための

取組、北綾瀬駅前交通広場やすこやかプラザあだ

ちの開設など、区内各地のエリアデザイン計画な

ど、幅広く区民ニーズに対応しております。 

  予算規模は、令和７年度も過去最大を更新し、

１１年連続の増となりましたが、既存事業の見直

しや廃止を行い、国や都の施策によるもの、物価

高や人件費上昇によるものなど、区の裁量が及ば

ない部分を除けば、前年並みとなっているとのこ

とで、適切な予算編成であると認識をしておりま

す。 

  一方で、日本共産党足立区議団から提出された

修正案については、長期で安定的な区政運営を見

据えたものとは言えず、賛成できるものではあり

ません。 

  なお、今回の予算特別委員会において、我が会

派からは、ガバメントクラウドファンディングの

導入、ふるさと納税の推進、未利用地の活用など

歳入増加に向けた取組、証明書郵送請求や区内各

施設での利用料支払時のキャッシュレス化や区ホ

ームページの改善などの行政サービスの向上、プ

レーパークの推進、不登校支援施策推進、子ども

家庭センターの早期設置、子育て仲間づくり補助

金の拡充、子どもと本のつながりの更なる強化な

どの子育て環境の充実、学校選択のオンライン化、

学童保育・保育園の申込みの利便性向上、子育て

サロンの更なる利便性向上など保護者の負担軽減、

ゼロ歳児定員見合いの補助期間延長、保育士の職

場環境の改善、福利厚生の充実、部活動の外部委

託及び地域移行などの労働環境の改善、マンショ

ン耐震化促進や防災訓練の更なる充実、無電柱化、

災害時協定の拡大などによる防災力向上、公園の

塗装の見直しによる更なる治安向上、足立の花火

や光の祭典、二十歳の集いなど、各イベントの更

なる充実、そして、空き家対策、終活支援、日暮

里・舎人ライナーの混雑対策、綾瀬・北綾瀬エリ

アの更なる活性化など、幅広く提案、要望をさせ

ていただきました。今後の区政運営への反映を御

検討いただきますとともに、引き続き、区民のニ

ーズに応え、区政発展のために取り組んでいただ
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きますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  最後に、より多くの方に選んでいただける、選

んでよかったと思っていただける足立区を目指し、

私たちは、今後も、区民の皆様のために粉骨砕身

活動してまいりますことをお誓い申し上げまして、

私どもの討論とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

○長沢興祐委員長 次に、議会改革を代表して、長

谷川委員から討論があります。 

○長谷川たかこ委員 私は、足立区議会議会改革を

全力で推し進める会を代表して、第５号議案 足

立区一般会計予算から第８号議案、第５３号議案

に賛成、第５号議案に対する修正案に反対の立場

から討論をいたします。 

  ただし、修正案の中における足立区育英資金の

事業内容については一部賛成です。 

  令和７年度の施策は、子育て、若者支援、災害

対策を中心にした施策を基軸にし、妊娠期から若

者まで切れ目のない支援の強化と医療、介護、健

康の拠点であるすこやかプラザあだちの開設やマ

ンションに対する備蓄品購入費用助成などの災害

への備えに対する施策なども含め、令和７年度は

選ばれるにはワケがある。新・足立区基本計画ス

タートと銘打った予算編成がなされ、足立区の予

算規模は、前年度１７２億円を上回る３，４７３

億円となりました。 

  私が、かねてから議会で訴えていた母子寄り添

い支援事業の一環として、令和７年度から生後５

か月から１歳４か月の子どもが対象となる施策と

して、母子支援が乏しい月齢に焦点を当てた新規

事業として、子育て家庭訪問事業が行われること

となりました。令和７年度の目玉となる施策の一

つであるこの新規需要事業については、高く評価

をし、また期待をしております。全ての子育て家

庭における孤独や孤立を防ぐ取組として効果を高

めるためには、保護者が本当に望む支援にさせな

ければなりません。訪問した際には、全世帯に向

けたアンケートを同時に行い、更には、令和８年

度に向けた拡充策として、保護者ニーズに合わせ

た取組を駆け足で進めていくことを要望いたしま

す。 

  また、更に新年度は江北地区にすこやかプラザ

あだちが開設予定です。この新規事業についても、

大変高く評価し、期待をするところです。このす

こやかプラザあだちで、がん患者、がん体験者、

その御家族が、住み慣れた地域で質の高い生活を

送ることができるよう、すこやかプラザあだちに

緩和ケアセンターを設置していただきたいと強く

要望させていただきます。 

  また、一昨年の議会で、私は、東京女子医科大

学附属足立医療センターにおける待合タクシーの

是正についても発言をしております。東京女子医

科大学附属足立医療センターを利用する複数の患

者さんにお話を現在でも伺っておりますが、クオ

リティーが高いサービスより、早くうちに戻りた

いが最も多く、病院側の単独契約をすることでの

ハイヤー形式を望む方が少ないのが現状です。現

在においても、東京女子医科大学附属足立医療セ

ンターが、タクシー会社を一社のみにする形式は、

明らかに区民及び利用者の不利益となっています。

近隣で働くタクシードライバーの皆様の御意見に

耳を傾けてもらい、東京女子医科大学附属足立医

療センターに、区として、タクシープール解禁の

申入れをしていただきたいと強く要望いたします。 

  区民要望である子どもを産み育てやすい環境を

提供するためには、子どもたちの将来が狭まらな

いよう、新たな支援制度や既存事業の検証や拡充

が求められます。その中で、令和７年度、私がか

ねてから要望していた不登校の児童生徒を対象と

した家庭教師派遣が５０名から１００名となりま

した。しかし、私がヒアリングした複数の保護者

からは、足立区が委託している契約内容と利用者

側との内容とでは、乖離していました。区では、

週に２回、最大月８回授業が受けられ、オンライ
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ンも可能という契約をしていたそうですが、実際

には、利用者側の報告によると、家庭教師は週に

１回、月４回のみオンラインが利用できることは

全く話がなかったそうです。更には、利用者であ

る保護者からは、家庭教師の先生からは、人が足

りていないと言われ、できるだけ週１回でという

話がまかり通っていたのではないかとの御主張で

す。この事業には、令和７年度においては４，１

００万円もの委託料が予算計上されています。令

和７年度においては、適切に事業が運用されるよ

う強く要望いたします。 

  足立区は、多様な人が集まる都市部という地の

利からも、医療的ケア児、発達障がい特性の児童

生徒に対し、手厚い支援や中国残留帰国者の方々

など、いわゆる少数派と言われる方々にとっても、

全国で一番暮らしやすい、誰からも選ばれる足立

区を目指し、多様性社会の構築に向けた取組を積

極的に行い、本当に必要とするところに行き届い

た新たな支援を構築し、創造力と知恵と工夫を持

った実効性ある施策を展開することを求めます。 

  本委員会での私の質疑をまとめて、次のことを

指摘いたします。 

  長期休日における休日応急医療体制について、

がん患者、がん体験者、家族支援の構築について、

幼児期における早期の気付き、発達障がい支援に

ついて、ペアレントメンターの新規事業に向けた

取組について、東京女子医科大学附属足立医療セ

ンターにおける待合タクシーの是正について、不

登校支援の拡充について、発達障がい特性のある

子どもに対する通級学級支援事業の拡充について、

学校現場の緊急医療体制の見直しについて、共同

親権の支援制度の構築について、ユニバーサルデ

ザインの教育について、中学校のスポーツ・文化

芸術活動の地域移行について、カスタマーハラス

メント対策について、以上、委員会での議論の内

容を十分に念頭に置き、執行されることを強く要

望し、私からの討論を終わります。 

○長沢興祐委員長 次に、市川委員から意見表明が

あります。 

○市川おさと委員 市川です。 

  第５号議案、第６号議案、第７号議案、第８号

議案、第５３号議案は賛成、第５号議案修正案に

反対の立場で意見表明する。 

  議員の海外視察に政務活動費を使う際に特段の

規定がないことを指摘し、規定整備するべきだと

主張した。 

  千住宿開宿４００年記念事業におけるシアター

１０１０の役割について質疑した。 

  高校演劇サマーフェスティバルをしっかり周知

するべきだとも言った。 

  指定管理者の努力を更に促すとともに、区も一

層協力するべきだと主張した。 

  大学誘致の可能性を探るべきだと主張した。学

校統廃合の進行や生産緑地が相当あるなど、区に

は潜在的な土地がまだある。財政力ある大学でな

ければ困るが、大学区内移転があまりに大きな益

があったことに鑑み、２０２８年までの時限措置

が更新されない可能性に備えを持つべきだと主張

した。 

  すこやかプラザあだちに車椅子のまま使える体

重計を導入するべきだと主張した。区は、住んで

いるだけでおのずと健康になれるまちを長く標榜

している。自分の体重を知ることは基本中の基本

だ。 

  ５年前と３０年前の学校事故について言った。

事故防止に努めるとともに、事後的にも適切な対

応をするべきだと主張した。 

  大規模商業施設等に駐輪場を造らせる区条例に

ついて、単に台数が規定されているだけの実態に

ついて指摘した。こうした商業施設では、区の施

策を行うことも普通になっていることも指摘し、

大型自転車なども想定した内容に、条例あるいは

条例規則を改正するべきだと主張した。 

  我が国には、障がい者が運動を楽しむことを妨



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ７０  

 

げている実態があることを言った、日本のガイド

ラインは、アメリカやＷＨＯのガイドラインから

大幅に遅れていると指摘した。足立区は、国の姿

勢にかかわらず、一般施策の中でも、障がい者が

運動することを応援する立場で進めてもらいたい。 

  シアター１０１０の車椅子用座席の販売方法に

ついて、アメリカＭＬＢの例を示し、改善を要望

した。 

  学校において、障がい児への実技科目対応につ

いて質疑した。 

  イベント等での手話通訳を必要とする人への対

応について主張した。 

  千住地区の多様な歴史、魅力を紹介するべきだ

と、落語のわら人形や四宿の屁を通して主張した。 

  以上です。 

○長沢興祐委員長 次に、野沢委員から意見表明が

あります。 

○野沢てつや委員 維新の会の野沢です。よろしく

お願いいたします。 

  今回、執行機関から提出され、本委員会にて審

議されました第５号議案から第８号議案、第５３

号議案につきましては賛成、日本共産党足立区議

団から提出されました第５号議案修正案につきま

しては、反対の意見表明をさせていただきます。 

  今回の予算案につきましては、堅調な税収を背

景に、乳幼児世帯のポピュレーションアプローチ

の開始、支援が抜け落ちていた若者世代に対する

支援の強化、数々の消費喚起策、エリアデザイン

による各地区の再開発など、幅広にバランスよく

予算を割り当てており、満点に近いものだと考え

ます。 

  また、国民健康保険特別会計におきましては、

保険料の減額、法定外繰入金の減額など、財政健

全化に向かっており、高く評価します。 

  その中で、今回３回の質疑で要望させていただ

きましたが、歳入の増加、経費の削減へのたゆま

ぬ努力、防犯対策が防犯カメラ一辺倒のため、暴

力団や外国人組織などに対する個別な対策、そし

て、若者支援が拡充された一方、１８歳から２５

歳くらいの方々に対する支援が不足しているため、

この若者たちが安心して羽ばたいていけるような

支援、こういったものを要望したいと思います。 

  なお、日本共産党足立区議団から提出されまし

た第５号議案修正案につきましては、生きがい奨

励金の復活など、同意しかねる要素が多いため、

反対させていただきます。 

○長沢興祐委員長 以上で、討論が終結いたしまし

た。 

  これより、５議案に対する採決を行います。 

  採決は１議案ごとに行います。 

  なお、修正案が提出されましたので、第５号議

案につきましては、最初に修正案について採決を

行い、その後、原案について採決を行うこととい

たします。 

  最初に、第５号議案 令和７年度足立区一般会

計予算に対する修正案について採決いたします。 

  本修正案に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○長沢興祐委員長 挙手少数であります。よって、

本案は否決すべきものと決定いたしました。 

  次に、第５号議案 令和７年度足立区一般会計

予算の原案について採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○長沢興祐委員長 挙手多数であります。よって、

本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいた

しました。 

  次に、第６号議案 令和７年度足立区国民健康

保険特別会計予算について採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○長沢興祐委員長 御異議ないと認め、本案は原案
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のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、第７号議案 令和７年度足立区介護保険

特別会計予算について採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○長沢興祐委員長 御異議ないと認め、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、第８号議案 令和７年度足立区後期高齢

者医療特別会計予算について採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○長沢興祐委員長 御異議ないと認め、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、第５３号議案 令和７年度足立区一般会

計補正予算（第１号）について採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○長沢興祐委員長 御異議ないと認め、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上で、本特別委員会に付託されました議案は

全て審査を終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  予算特別委員会の委員会審査報告につきまして

は、正副委員長に御一任願いたいと思います。 

  御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○長沢興祐委員長 御異議ないと認め、さよう決定

いたしました。 

  なお、委員会審査報告の中には、先ほど行われ

ました各会派の討論要旨並びに無会派の意見も含

めて報告いたします。 

  以上で、予算特別委員会を閉会いたします。 

  

午後４時１８分閉会 

 


